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年
頭
の
挨
拶

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
　
伊　

藤　

晴　

夫
（
昭
39
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
、

明
け
ま
し
て
お
目
出
度
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
の

一
つ
は
２
０
２
０
年
の
夏
季
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

地
に
東
京
が
選
出
さ
れ
た
こ
と

で
し
た
。
こ
の
こ
と
が
日
本
を

気
分
的
に
も
元
気
づ
け
て
い
る

よ
う
で
す
。

お
か
げ
様
で
、
新
ゐ
の
は
な

同
窓
会
館
も
竣
工
に
漕
ぎ
付
け

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
千
葉

大
学
医
学
部
創
立
１
３
５
周
年

記
念
事
業
は
、
日
本
経
済
の
低

年
頭
の
挨
拶 

１

就
任
挨
拶 

２
〜
6

各
地
ゐ
の
は
な
会 

７
〜
10

ク
ラ
ス
会 

10
〜
14

随
筆 

14

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

15

研
修
医
だ
よ
り 

16

人
事
異
動 

16

学
内
情
報 

19
〜
20

課
外
活
動
団
体 

21
〜
23

雑
文
雑
談 

23

会
員
か
ら 

24
〜
27

懇
談
会 

28
〜
29

オ
ン
ラ
イ
ン
会
報 

30
〜
31

会
館
設
立 

32
〜
39

編
集
後
記 

40

紙
面
紹
介

迷
に
加
え
、
大
震
災
後
の
復
興

需
要
に
よ
る
資
材
・
人
件
費
の

高
騰
の
た
め
入
札
に
難
渋
す
る

な
ど
、
数
々
の
試
練
に
さ
ら
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
幸
い
会

員
各
位
を
中
心
と
す
る
多
く
の

方
々
か
ら
の
ご
支
援
、
激
励
に

よ
り
、
何
と
か
初
期
の
目
的
を

達
成
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
こ
こ
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
館
の
新
築
は
、
合
宿

や
サ
ー
ク
ル
の
集
ま
り
な
ど
に

使
用
す
る
面
で
、
特
に
学
生
か

ら
の
要
望
が
多
か
っ
た
も
の
で

分
子
生
体
制
御
学

　

木
村　

定
雄　

教
授

日
時　

 

平
成
26
年
２
月
12
日
（
水
）
午
後
２
時
半

場
所　

 

医
学
部
附
属
病
院
第
一
講
堂
（
３
階
）

演
題　

 

新
し
い
ペ
プ
チ
ド
ホ
ル
モ
ン
を
探
し
求
め
て

 
-Passion lives here-

分
化
制
御
学

　

徳
久　

剛
史　

教
授

日
時　

平
成
26
年
２
月
12
日
（
水
）
午
後
４
時

場
所　

 

医
学
部
附
属
病
院
第
一
講
堂
（
３
階
）

演
題　

 

免
疫
記
憶
の
形
成
と
維
持

医
学
教
育
学

　

田
邊　

政
裕　

教
授

日
時　

平
成
26
年
２
月
21
日
（
金
）
午
後
２
時
半

場
所　

 

医
学
部
附
属
病
院
第
一
講
堂
（
３
階
）

演
題　
「
個
人 

的
な
体
験
」
か
ら

医
師
の
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
を
考
え
る

　

瑞
宝
中
綬
章

　
　
　

橘　
　

正
道

 

（
東
京
大
・
昭
29
）

平
成
25
年　

秋
の
叙
勲

最
終
講
義

の
ご
案
内

祝
　
叙 

勲

あ
り
ま
す
。
古
く
か
ら
の
懸
案

で
あ
り
ま
し
た
、
若
い
人
の
同

窓
会
離
れ
の
歯
止
め
に
少
し
で

も
役
立
て
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
卒
業
生
の
ク
ラ
ス

会
を
同
窓
会
館
で
開
く
の
で
予

約
し
た
い
と
云
う
お
話
も
複
数

お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
多
く

の
同
窓
各
位
に
使
っ

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
さ
ら
に
は
地
域

の
中
心
と
な
る
大
学

と
し
て
市
民
の
皆
様

に
も
開
放
出
来
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま

す
。ゐ

の
は
な
同
窓
会

報
は
全
面
カ
ラ
ー
化

し
内
容
も
充
実
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
に

加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン

会
報
も
内
容
の
濃
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
後
者
に
は

Ｉ
Ｔ
に
馴
染
ん
で
い

る
若
い
人
の
積
極
的

な
参
加
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会

で
は
年
３
回
常
任
理

事
会
を
開
き
、
副
会

長
は
じ
め
、
会
計
監

査
、
参
与
、
常
任
理

事
の
先
生
方
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
掲
載
の
写
真

は
、
平
成
25
年
度
第

２
回
常
任
理
事
会
開

催
時
（
平
成
25
年
11
月
14
日
）

の
も
の
で
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
員
の
皆
様

に
は
本
年
も
ご
健
勝
に
て
ご
活

躍
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

旭
日
双
光
章

　
　
　

佐
々
木　

守
（
昭
37
）

次
期
千
葉
大
学
学
長　

決
ま
る

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

徳
久
　
剛
史
　
教
授

齋
藤
康
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
う
千
葉
大
学
学
長
選
挙
が
11

月
28
日
に
施
行
さ
れ
、
そ
の
後

開
か
れ
た
選
考
委
員
会
で
徳
久

剛
史
教
授
（
分
化
制
御
学
）
が

選
出
さ
れ
た
。
任
期
は
平
成
26

年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
。

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
６
面
に
掲
載
）
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こ
の
度
、
私
は
、
平
成
25
年

９
月
１
日
に
千
葉
大
学
医
学
部

附
属
病
院
臨
床
試
験
部
の
教
授

を
拝
命
す
る
と
と
も
に
、
医
学

研
究
院
に
お
い
て
、臨
床
試
験
・

治
療
評
価
学
を
担
当
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
齋
藤
康
学
長
、

宮
崎
勝
医
学
部
附
属
病
院
長
、

横
須
賀
收
医
学
研
究
院
長
始
め

平
成
25
年
９
月
１
日
付
で
、

東
京
女
子
医
科
大
学
学
長
に
就

任
致
し
ま
し
た
。

私
は
１
９
６
７
年
千
葉
大
学

卒
業
後
、
東
京
女
子
医
科
大
学

（
Ｔ
Ｗ
Ｍ
Ｕ
）
附
属
日
本
心
臓
血

圧
研
究
所
内
科
に
入
局
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
37
年
間
、
循
環

器
内
科
学
講
座
主
任
教
授
退
任

ま
で
Ｔ
Ｗ
Ｍ
Ｕ
で
学
び
育
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
０
０
８

年
退
任
後
、
早
稲
田
大
学
理
工

学
術
院
教
授
と
し
て
、
Ｔ
Ｗ
Ｍ

Ｕ
・
早
稲
田
大
学
先
端
生
命
医

科
学
研
究
教
育
施
設
で
、
日
本

初
の
両
大
学
共
同
大
学
院
に
お

い
て
医
療
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
と
い
う
新
し
い
学
問

の
体
系
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
21
世
紀
に
お
け

る
急
速
に
進
歩
す
る
科
学
技
術

と
患
者
・
社
会
の
新
た
な
関
係

を
構
築
す
る
た
め
の
評
価
・
予

測
・
決
断
科
学
で
す
。
こ
の
過

程
で
私
は
早
稲
田
大
学
の
み
な

平
成
25
年
10
月
１
日
付
け
で

東
京
女
子
医
科
大
学
副
学
長
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
１
か
月
前

の
９
月
１
日
付
け
で
、
昭
和
42

年
卒
の
笠
貫
宏
先
生
が
学
長
に

就
任
さ
れ
、
大
学
内
外
か
ら
そ

の
手
腕
を
評
価
さ
れ
、
ま
た
大

学
の
再
建
、
発
展
に
大
き
な
期

待
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
に

と
り
ま
し
て
も
大
変
明
る
い
ニ

ュ
ー
ス
で
す
。
笠
貫
学
長
は
循

環
器
内
科
主
任
教
授
を
経
て
、

東
京
女
子
医
科
大
学
─
早
稲
田

多
く
の
方
々
の
ご
指
導
の
も
と
、

新
し
い
部
門
を
担
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
、
こ
れ
ま
で
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
ゐ
の
は
な
同
窓
会

の
諸
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
平
成
５
年
に
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
後
、
故
吉
田
尚

教
授
が
主
宰
さ
れ
て
い
た
旧
内

科
学
第
二
講
座
に
入
局
し
ま
し

た
。
初
期
臨
床
研
修
終
了
後
の

平
成
９
年
に
大
学
院
に
入
学
し
、

内
科
学
第
二
講
座
で
免
疫
ア
レ

ル
ギ
ー
研
究
室
に
所
属
し
、
岩

大
学
共
同
大
学
院
の
教
授
、
そ

し
て
特
命
教
授
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
そ
の
間
に
は
国
の
仕
事
で

あ
る
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働

省
の
多
く
の
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、

数
多
く
の
案
件
に
携
わ
っ
て
来

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
人

脈
は
広
く
医
学
界
だ
け
で
な
く

官
界
、
政
財
界
に
ま
で
及
ん
で

い
ま
す
。
私
は
笠
貫
学
長
の
掲

げ
る
大
学
の
在
り
方
と
今
後
の

改
革
を
達
成
す
る
た
め
、
多
く

の
事
項
を
学
ぶ
こ
と
、
24
時
間

体
制
で
取
り
組
む
よ
う
に
と
指

示
を
受
け
て
い
ま
す
。
ゐ
の
は

な
同
窓
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
大

学
職
員
、
学
生
、
何
よ
り
も
患

者
さ
ん
の
利
益
の
た
め
に
努
力

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

東
京
女
子
医
科
大
学
に
は
医

学
部
、
看
護
学
部
他
数
多
く
の

施
設
が
存
在
し
て
お
り
、
本
院

だ
け
で
１
４
２
３
床
、
１
日
外

来
患
者
数
４
２
０
０
人
前
後
、

医
師
９
０
５
名
で
、
東
医
療
セ

ン
タ
ー
は
４
９
５
床
、
外
来
患

者
数
１
４
０
０
人
、
八
千
代
医

療
セ
ン
タ
ー
は
３
５
７
床
で
す

が
１
４
６
床
増
床
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
大
学
全
体
で
は

計
２
４
０
０
床
以
上
に
な
る
巨

大
な
組
織
で
す
が
、
そ
れ
故
の

問
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。
千

葉
県
の
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
私
と
同
期
の
寺
井
勝
先
生

が
院
長
と
し
て
奮
闘
し
て
い
ま

す
。

東
京
女
子
医
科
大
学
副
学
長

　
吉　

原　

俊　

雄
（
昭
53
）

一
方
で
、
私
は
現
在
ゐ
の
は

な
同
窓
会
常
任
理
事
、
同
評
議

員
会
再
構
築
の
任
務
、
東
京
ゐ

の
は
な
会
勤
務
医
部
会
長
の
任

を
受
け
て
い
ま
す
。
同
窓
会
役

員
、
会
員
の
先
生
方
の
ご
指
導

を
仰
ぎ
な
が
ら
千
葉
大
医
学
部

同
窓
会
活
性
化
の
た
め
仕
事
を

進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
女
子
医
大
関
連
施
設
に

は
、
若
手
医
師
か
ら
名
誉
教
授

ま
で
60
人
以
上
の
ゐ
の
は
な
同

窓
生
が
職
に
就
い
て
お
り
ま
す
。

皆
、
女
子
医
大
の
た
め
、
そ
し

て
千
葉
の
母
校
の
名
に
恥
じ
ぬ

よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

就　

任　

挨　

拶

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
　
　
　

臨
床
試
験
部　

教
授

　
花　

岡　

英　

紀
（
平
5
）

東
京
女
子
医
科
大
学
学
長

　
笠　

貫　
　
　

宏
（
昭
42
）

ら
ず
多
く
の
人
文
社
会
科
学
者

と
の
共
同
研
究
を
進
め
、
大
学

院
教
育
を
行
い
つ
つ
、
各
官
庁

の
審
議
会
・
分
科
会
・
委
員
会
・

審
査
会
等
の
活
動
、
国
の
施
策

や
運
用
改
善
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
知
識
と
経
験

を
最
大
に
活
か
し
て
、
21
世
紀

に
お
け
る
私
立
医
科
大
学
の
あ

る
べ
き
姿
を
求
め
、
Ｔ
Ｗ
Ｍ
Ｕ

の「
建
学
の
精
神
は
高
い
知
識
・

技
能
と
病
者
を
い
や
す
心
を
持

っ
た
医
師
の
育
成
を
通
じ
て
、

精
神
的
・
経
済
的
に
自
立
し
、

社
会
に
貢
献
す
る
女
性
を
創
出

す
る
。
使
命
は
高
い
人
格
を
陶

治
し
た
医
療
人
及
び
医
学
・
看

護
学
研
究
者
を
育
成
す
る
教
育

を
行
う
。
理
念
は
至
誠
と
愛
」

と
い
う
原
点
を
継
承
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
岡
彌
生
先
生
が
東
京
女
医

学
校
を
創
立
さ
れ
た
１
９
０
０

年
は
女
性
が
医
学
教
育
を
受
け

る
こ
と
さ
え
、
困
難
な
時
代
で

し
た
。
そ
の
後
、
１
世
紀
に
渡

り
、
Ｔ
Ｗ
Ｍ
Ｕ
は
本
邦
唯
一
の

女
子
医
科
大
学
と
し
て
、
女
性

医
師
の
み
な
ら
ず
医
学
教
育
に

お
い
て
常
に
先
導
的
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
昨

年
、
日
本
で
初
め
て
世
界
医
学

教
育
連
盟
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
基
づ
く
外
部
評
価
で

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

21
世
紀
に
入
り
、
女
性
医
師
は

増
加
し
、
２
０
１
３
年
の
医
師

国
家
試
験
合
格
者
で
は
女
性
が

32
・
７
％
を
占
め
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

社
会
の
指
導
的
地
位
に
立
つ
女

性
医
師
は
極
め
て
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。
ま
た
分
野
別
で
は

産
婦
人
科
医
、
小
児
科
医
な
ど

女
性
医
師
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し

い
医
学
教
育
─
初
期
・
後
期
臨

床
研
修
─
生
涯
教
育
に
わ
た
る

包
括
的
か
つ
体
系
的
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
構
築
し
、
指
導
的
地

位
に
立
つ
女
性
医
師
の
育
成
が

極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

21
世
紀
に
お
い
て
Ｔ
Ｗ
Ｍ
Ｕ
は
、

女
性
医
学
研
究
者
／
専
門
医
と

い
う
指
導
的
地
位
に
立
つ
女
性

医
師
育
成
を
目
的
と
す
る
第
２

ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
と
私
は
認

識
し
、
日
本
唯
一
の
女
子
医
科

大
学
と
し
て
飛
躍
的
な
発
展
を

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
本
学
男

女
共
同
参
画
推
進
局
で
は
平
成

18
年
度
文
部
科
学
省
科
学
技
術

振
興
調
整
費
「
女
性
研
究
者
支

援
モ
デ
ル
育
成
事
業
」
後
、
多

く
の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
の
医
療
に
お
い

て
は
男
女
共
同
参
画
の
重
要
性

は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
と
し
て
の
支
援
」
に
加
え

て
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
」
を

国
家
的
レ
ベ
ル
で
強
力
に
推
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
千
葉
大

学
に
お
い
て
も
女
性
医
学
生
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｗ
Ｍ
Ｕ

は
、
生
涯
に
わ
た
る
女
性
医
師

育
成
に
お
い
て
日
本
の
み
な
ら

ず
国
際
的
な
先
導
的
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｔ
Ｗ
Ｍ
Ｕ
は
総
病
床
数
２
３

１
７
床
、
年
間
総
外
来
患
者
数

約
２
０
５
万
６
千
名
、
総
入
院

患
者
数
約
71
万
６
千
名
と
い
う

日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
規

模
な
医
科
大
学
で
あ
り
、
国
際

的
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
す
。

附
属
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
は

最
先
端
医
療
施
設
と
し
て
さ
ら

に
増
床
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、

病
院
長
（
寺
井
勝
教
授
）
は
じ

め
千
葉
大
学
出
身
の
優
秀
な
先

生
方
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

母
校
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報（3） 就 任 挨 拶  第165号

本
逸
夫
助
教
授
、
高
林
克
日
己

講
師
、
倉
沢
和
宏
助
手
、
中
島

裕
史
助
手
（
当
時
）
ら
多
く
の

先
生
の
指
導
の
も
と
膠
原
病
の

診
療
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
12
年
に
国
立

医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
医
薬

品
医
療
機
器
審
査
セ
ン
タ
ー

（
現
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
に
出
向
を
し
ま

し
た
。
お
よ
そ
１
０
０
名
の
薬

学
部
出
身
の
審
査
官
の
中
、
医

師
は
わ
ず
か
10
名
で
、
上
司
の

藤
原
康
弘
先
生
や
山
本
晴
子
先

生
ら
に
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
審
査
官
の
多
数
を

占
め
て
い
ま
し
た
厚
労
省
か
ら

の
出
向
組
の
キ
ャ
リ
ア
官
僚
と

も
机
を
並
べ
て
仕
事
す
る
機
会

を
頂
き
ま
し
た
。
当
時
の
上
司

や
同
僚
は
、
現
在
、
厚
労
省
の

審
議
官
や
課
長
、
課
長
補
佐
な

ど
を
歴
任
し
て
い
ま
す
が
、
い

ま
で
も
元
上
司
や
友
人
と
し
て

変
わ
ら
ぬ
信
頼
関
係
の
中
、
共

に
仕
事
を
す
る
機
会
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
平
成
15
年
に
は
大

学
に
帰
り
、
第
二
内
科
の
助
手

に
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

附
属
病
院
の
旧
治
験
管
理
・
支

援
セ
ン
タ
ー
に
所
属
を
い
た
し

ま
し
た
。

さ
て
、
臨
床
試
験
部
と
は
、

平
成
12
年
に
治
験
管
理
・
支
援

セ
ン
タ
ー
（
院
内
措
置
）
と
し

て
発
足
し
、
平
成
17
年
に
臨
床

試
験
部
と
し
て
正
式
に
認
め
ら

れ
た
組
織
で
す
。
職
員
は
80
名
、

医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
検

査
技
師
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
企
画

推
進
室
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
室
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
室
、

デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
、
医

療
統
計
室
、
試
験
管
理
室
、
Ｃ

Ｒ
Ｃ
室
、
倫
理
監
査
室
、
教
育

研
修
室
、
試
験
薬
調
製
室
な
ど

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
専
門

職
種
に
よ
る
臨
床
試
験
の
推
進

体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
あ
る
臨
床
試
験
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
診
療
科
や
研
究

者
か
ら
提
案
さ
れ
る
と
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
構
成
さ
れ

ま
す
。
本
学
で
は
、
臨
床
研
究

中
核
病
院
と
し
て
医
師
主
導
治

験
や
先
進
医
療
な
ど
の
臨
床
試

験
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

成
果
を
発
信
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
診
療
科
、
研

究
者
と
と
も
に
、
私
ど
も
が
そ

の
役
割
の
一
端
を
担
う
こ
と
が

で
き
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
患
者

さ
ん
の
た
め
に
な
る
と
信
じ
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
私
自
身
は
地
元
の

千
葉
市
に
子
供
の
頃
よ
り
住
ん

で
お
り
、
地
元
の
公
立
小
中
高

校
を
経
て
本
学
に
入
学
を
し
ま

し
た
。
か
つ
て
、
地
元
で
開
業

を
し
て
い
ま
し
た
曾
祖
父
（
花

岡
和
夫
）
と
祖
父
（
杉
山
三
郎
）

は
、
共
に
第
二
内
科
に
入
局
を

し
、
本
同
窓
会
に
お
世
話
に
な

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
私
自

身
、
未
熟
者
で
す
が
、
本
学
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
ま
た
本
会

千
葉
大
学
社
会
精
神
保
健
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

治
療
・
社
会
復
帰
支
援
研
究
部
門　

特
任
教
授

　
渡　

邉　

博　

幸
（
平
４
）

に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
を

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

平
成
25
年
10
月
１
日
付
け
で
、

関
根
吉
統
前
教
授
の
後
任
と
し

て
、
千
葉
大
学
社
会
精
神
保
健

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
治
療
・
社

会
復
帰
支
援
研
究
部
門
特
任
教

授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
千

葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
精

神
医
学
の
佐
藤
甫
夫
名
誉
教
授
、

伊
豫
雅
臣
教
授
を
は
じ
め
、
ゐ

の
は
な
同
窓
会
の
諸
先
生
方
に

は
、
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
ご

指
導
、
ご
高
配
を
賜
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。私

は
、
平
成
４
年
に
千
葉
大

学
医
学
部
を
卒
業
後
、
佐
藤
甫

夫
教
授
が
主
宰
す
る
千
葉
大
学

医
学
部
精
神
医
学
教
室
に
入
局

い
た
し
ま
し
た
。
千
葉
大
学
医

学
部
附
属
病
院
精
神
科
神
経
科

（
現
在
の
精
神
神
経
科
）
に
て
研

修
を
行
い
、
以
降
、
国
保
松
戸

市
立
病
院
で
の
神
経
内
科
・
麻

酔
科
研
修
を
経
て
、
平
成
５
年

か
ら
１
年
間
、
深
谷
赤
十
字
病

院
精
神
心
療
科
の
島
上
實
部
長

か
ら
の
薫
陶
を
賜
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
６
〜
９
年
度
ま

で
斉
藤
隆
教
授
（
現
理
化
学
研

究
所
統
合
生
命
医
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
・
副
セ
ン
タ
ー
長
）
が

主
宰
す
る
千
葉
大
学
医
学
部
附

属
高
次
機
能
制
御
研
究
セ
ン
タ

ー
・
遺
伝
子
情
報
分
野
で
、
遺

伝
子
解
析
、
分
子
生
物
学
的
研

究
手
法
の
手
ほ
ど
き
を
賜
り
、

HIV

関
連
脂
質
代
謝
酵
素
の
研

究
で
学
位
を
取
得
い
た
し
ま
し

た
。
平
成
10
年
度
か
ら
千
葉
大

学
精
神
科
助
手
・
講
師
を
経
て
、

平
成
21
年
１
月
よ
り
国
保
旭
中

央
病
院
神
経
精
神
科
・
地
域
精

神
医
療
推
進
部
長
と
し
て
異
動

し
、
吉
田
象
二
院
長
（
現
同
院

管
理
者
）、
川
副
泰
成
神
経
精
神

科
部
長
（
現
神
奈
川
県
立
精
神

医
療
セ
ン
タ
ー
せ
り
が
や
病
院

長
）
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の

方
々
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

精
神
科
地
域
移
行
・
定
着
、
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
シ
ス
テ
ム
構
築
、

多
職
種
協
働
モ
デ
ル
構
築
を
行

い
、
平
成
23
年
度
よ
り
、
再
び

千
葉
大
学
精
神
医
学
准
教
授
を

努
め
て
参
り
ま
し
た
。

千
葉
大
学
社
会
精
神
保
健
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
17

年
４
月
よ
り
、
司
法
精
神
保
健

に
関
す
る
教
育
・
研
究
を
行
う

た
め
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
伊
豫
雅
臣
精
神
医
学
教
授

を
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
、
病
態

解
析
（
橋
本
謙
二
教
授
・
副
セ

ン
タ
ー
長
）、
非
行
臨
床
、
法
シ

ス
テ
ム
（
五
十
嵐
禎
治
教
授
）、

治
療
・
社
会
復
帰
支
援
の
各
部

門
に
て
、
精
神
医
学
複
合
領
域

に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
研
究
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
私
が
担
当
す
る
治
療
・
社

会
復
帰
支
援
研
究
部
門
で
は
、

触
法
精
神
障
害
者
の
治
療
お
よ

び
社
会
支
援
に
つ
い
て
の
調

査
・
解
析
・
開
発
を
行
う
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
の
成
果
物
を
、

重
症
精
神
疾
患
の
治
療
・
社
会

支
援
に
臨
床
実
装
す
る
た
め
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
千
葉

大
学
医
学
部
ゐ
の
は
な
同
窓
会

の
先
生
方
に
は
、
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

福
島
県
立
医
科
大
学
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

漢
方
医
学
講
座　

教
授

　
三　

潴　

忠　

道
（
昭
53
）

平
成
25
年
５
月
12
日
、
福
島

県
立
医
科
大
学
会
津
医
療
セ
ン

タ
ー
が
発
足
し
、
漢
方
医
学
講

座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
私
は

23
年
５
月
よ
り
県
立
会
津
総
合

病
院
に
お
い
て
準
備
室
教
授
と

し
て
業
務
に
あ
た
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
の
度
、
正
式
に
講

座
主
宰
の
任
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し

た
。会

津
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
福

島
県
立
会
津
総
合
病
院
と
喜
多

方
病
院
を
統
合
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
全
国
で
２
番
目
の
広

さ
を
持
つ
福
島
県
の
、
医
療
過

疎
地
域
の
多
い
西
半
分
の
会
津

地
区
に
お
け
る
地
域
医
療
を
担

う
使
命
を
持
ち
、
東
洋
医
学
を

重
視
す
る
方
針
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
東
洋
医
学
の
中

身
は
日
本
の
伝
統
医
学
で
す
の

で
、
漢
方
医
学
と
名
称
を
変
更

し
ま
し
た
。

漢
方
医
学
は
、
紀
元
前
後
に

集
大
成
さ
れ
た
古
代
中
国
医
学

が
日
本
に
伝
来
し
、
約
１
５
０

０
年
を
か
け
て
日
本
化
さ
れ
た
、

我
が
国
の
伝
統
医
学
で
す
。
湯

液
（
と
う
え
き
＝
薬
物
治
療
）

と
鍼
灸
が
そ
の
両
輪
で
、
治
療

学
が
重
視
さ
れ
る
医
学
で
す
。

地
域
密
着
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ

ア
に
大
い
に
役
立
ち
、
ま
た
西

洋
医
学
を
補
完
す
る
面
か
ら
も

患
者
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。
千
葉
大
学
東
洋
医
学

研
究
会
出
身
の
私
に
と
っ
て
、

今
回
の
ご
縁
は
有
難
く
光
栄
な

こ
と
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

当
講
座
は
湯
液
と
鍼
灸
を
中

心
に
、
臨
床
を
軸
に
教
育
と
研

究
が
３
本
柱
で
す
。
会
津
医
療

セ
ン
タ
ー
は
講
座
群
と
共
に
、

附
属
病
院
、
附
属
研
究
所
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
漢
方
医

学
講
座
に
は
現
在
、
私
と
准
教

授
２
名
（
１
名
は
鍼
灸
師
）、
講

師
１
名
、
助
教
１
名
、
助
手
２

名
（
薬
剤
師
、
鍼
灸
師
各
１
名
）

の
合
計
７
名
の
教
員
が
所
属
し

て
い
ま
す
。

附
属
病
院
は
許
可
病
床
数
２

２
６
で
23
の
診
療
科
を
有
し
、

湯
液
部
門
で
あ
る
漢
方
内
科
は

外
来
か
ら
病
棟
ま
で
漢
方
本
来

の
生
薬
を
重
視
し
た
診
療
を
行

い
、
病
院
薬
剤
部
に
は
生
薬
調

剤
室
や
煎
じ
室
が
あ
り
ま
す
。

鍼
灸
部
門
の
漢
方
外
科
は
入
院

患
者
が
主
な
診
療
対
象
で
、
両

部
門
で
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
を

構
成
し
て
い
ま
す
。
附
属
研
究

所
の
漢
方
医
学
研
究
室
に
は
実

験
室
の
他
に
鍼
灸
部
が
あ
り
、

鍼
灸
院
と
し
て
外
来
診
療
を
担

っ
て
い
ま
す
。
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国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
い
た
、

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
（
故
）
水
口
公
信
先
生
、

平
賀
一
陽
先
生
、
横
川
陽
子
先

生
た
ち
で
し
た
。

私
は
、
水
口
先
生
、
武
田
文

和
先
生
、Prof.Foley

に
師
事

し
、
そ
の
志
を
引
き
継
い
で
い

る
第
２
世
代
の
緩
和
ケ
ア
推
進

者
の
１
人
で
あ
り
ま
す
。
私
も

水
口
先
生
た
ち
と
、
が
ん
患
者

の
苦
痛
を
緩
和
す
る
た
め
の
、

モ
ル
ヒ
ネ
を
中
心
と
し
た
オ
ピ

オ
イ
ド
製
剤
の
普
及
活
動
に
お

け
る
困
難
と
戦
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
基
に
、
現
在

の
緩
和
ケ
ア
の
普
及
活
動
は
、

私
た
ち
の
次
の
世
代
に
引
き
継

が
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
幸

い
、
緩
和
ケ
ア
の
普
及
の
中
に

は
、
新
し
い
オ
ピ
オ
イ
ド
製
剤

の
開
発
に
よ
っ
て
、
現
在
、
モ

ル
ヒ
ネ
だ
け
で
な
く
、
オ
キ
シ

コ
ド
ン
、
フ
ェ
ン
タ
ニ
ル
、
メ

サ
ド
ン
と
い
っ
た
新
し
い
オ
ピ

オ
イ
ド
製
剤
が
本
邦
で
も
使
用

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は

新
規
の
オ
ピ
オ
イ
ド
の
ほ
と
ん

ど
の
治
験
に
お
い
て
医
学
専
門

家
と
し
て
、
治
験
総
括
医
師
と

し
て
関
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
、
鎮
痛
の
質
の
高
い
薬

剤
の
開
発
は
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な

こ
と
に
本
邦
の
多
く
の
緩
和
ケ

ア
医
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
以

外
の
研
究
を
推
進
し
て
い
る
も

の
は
ほ
と
ん
ど
お
り
ま
せ
ん
。

一
般
病
院
、
在
宅
医
療
、
ホ
ス

ピ
ス
・
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
医
師

は
臨
床
業
務
に
専
念
す
べ
き
こ

と
は
仕
方
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

大
学
に
所
属
す
る
緩
和
ケ
ア
医

は
、
緩
和
ケ
ア
の
領
域
で
あ
っ

て
も
臨
床
、
教
育
、
研
究
を
推

進
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
ま
だ
緩
和
ケ
ア
領
域
に
お
い

て
、
が
ん
患
者
の
症
状
緩
和
に

は
不
十
分
な
こ
と
が
多
く
、
新

た
な
質
の
高
い
方
法
を
開
発
研

究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
す
。
文
科
省
の
が
ん
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
プ
ラ
ン
は
、

全
国
の
大
学
に
緩
和
医
療
学
講

座
を
作
る
こ
と
を
推
進
し
、
す

で
に
10
大
学
に
お
い
て
、
緩
和

医
療
学
講
座
が
で
き
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
講
座
を
担

っ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
教
授
の

資
質
は
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
以

外
の
講
座
の
教
授
の
業
績
基
準

を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
メ
ン
バ

ー
に
は
、
す
で
に
、
本
邦
の
緩

和
ケ
ア
を
引
っ
張
っ
て
い
る
第

３
世
代
の
緩
和
ケ
ア
医
が
育
っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
本

邦
の
緩
和
ケ
ア
を
リ
ー
ド
し
て

き
た
千
葉
大
学
に
こ
そ
、
緩
和

ケ
ア
の
臨
床
、
研
究
、
教
育
を

推
進
す
る
緩
和
医
療
学
講
座
が

で
き
る
こ
と
を
、
切
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
邦
大
学
医
学
部

　
　

臨
床
検
査
医
学
講
座（
佐
倉
）　

教
授

　
武　

城　

英　

明
（
昭
58
）

こ
の
た
び
は
た
い
へ
ん
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
ゐ
の
は
な
同

窓
会
の
先
生
方
に
、
ご
報
告
と

御
礼
を
申
し
上
げ
る
機
会
を
頂

戴
し
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
25
年
４
月
１
日

付
け
で
東
邦
大
学
医
学
部
臨
床

検
査
医
学
講
座
（
佐
倉
）
教
授

を
拝
命
し
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
け

た
の
は
同
窓
会
の
先
生
方
に
ご

指
導
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
で
あ
り
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
昭
和
58
年
に
千
葉
大
学

を
卒
業
し
内
科
学
第
二
講
座
に

入
局
し
、
吉
田
尚
教
授
の
も
と

で
内
科
研
修
を
受
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
診

療
、
研
究
、
教
育
に
つ
い
て
広

く
齋
藤
康
教
授
（
現
学
長
）
の

ご
指
導
を
頂
戴
し
、
京
都
大
学

医
化
学
教
室
と
ウ
ィ
ー
ン
大
学

留
学
を
通
し
て
、
主
に
脂
質
代

謝
と
動
脈
硬
化
の
研
究
に
携
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
12
年
に

研
究
教
授
と
し
て
臨
床
遺
伝
子

応
用
医
学
を
担
当
し
、
先
生
方

の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
広
い

分
野
で
若
い
医
師
や
研
究
者
と

一
緒
に
、
と
り
わ
け
ト
ラ
ン
ス

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
研
究
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

東
邦
大
学
臨
床
検
査
医
学

（
佐
倉
）
は
、
内
科
学
第
二
講
座

の
先
輩
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
白
井

厚
治
教
授
に
よ
り
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
白
井
先
生
の
も
と
で
育

っ
た
多
く
の
研
究
者
は
、
臨
床

検
査
部
で
診
療
を
行
う
と
と
も

に
、
院
内
の
基
礎
研
究
部
門
の

研
究
開
発
部
で
基
礎
研
究
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
教
室

員
と
力
を
合
わ
せ
て
、
医
療
技

術
の
発
展
に
と
も
な
い
刻
々
と

変
わ
っ
て
い
く
専
門
診
療
の
礎

と
な
る
病
院
検
査
部
門
を
さ
ら

に
充
実
し
、
患
者
さ
ん
に
最
善

の
医
療
を
届
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
を
支
え
る
若

い
活
力
の
あ
る
医
師
、
検
査
技

師
を
育
成
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

東
邦
大
学
は
理
系
大
学
で
あ

り
、
と
り
わ
け
医
学
部
は
教
育

や
研
究
を
介
し
て
他
の
学
部
と

深
い
交
流
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
佐
倉
は
習
志
野
キ
ャ
ン
パ

ス
と
近
く
位
置
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ま
す
ま
す
佐
倉
病
院
が
、

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科

緩
和
医
療
学　

教
授

腫
瘍
セ
ン
タ
ー
緩
和
ケ
ア
室
長

麻
酔
学
講
座　

教
授

　
下　

山　

直　

人
（
昭
57
）

こ
の
度
、
平
成
25
年
６
月
１

日
付
で
、
東
京
慈
恵
会
医
科
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
緩
和
医

療
学
教
授
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

す
で
に
２
月
１
日
付
で
前
任
地

の
東
京
医
科
大
学
病
院
緩
和
医

療
部
長
（
教
授
）
よ
り
、
東
京

慈
恵
会
医
科
大
学
麻
酔
学
講
座

教
授
に
異
動
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
本
来
、
私
は
本
邦
に
お
け

る
緩
和
医
療
の
発
展
を
め
ざ
し

て
研
鑽
を
積
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
大
学
院

の
研
究
科
を
担
当
す
る
こ
と
と

な
り
非
常
に
光
栄
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。
残
り
の
期
間
を
少
し

で
も
多
く
の
緩
和
医
療
学
博
士
、

緩
和
医
療
専
門
医
の
養
成
を
行

い
、
日
本
の
緩
和
医
療
学
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

世
界
の
緩
和
ケ
ア
は
、Cecily 

Saunders

博
士
ら
の
聖
ク
リ
ス

ト
フ
ァ
ー
病
院
か
ら
始
ま
り
、

ホ
ス
ピ
ス
運
動
は
１
９
６
０
年

代
か
ら
現
在
に
至
っ
て
も
ホ
ス

ピ
ス
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
礎
と

し
て
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
代
に
普
及
し
て
い
る
緩
和
ケ

ア
（
医
療
）
は
、
お
お
よ
そ
１

９
８
０
年
代
に
始
ま
り
ま
し
た
。

W
HO

（
世
界
保
健
機
構
）
に
お

い
て
、
英
国
のTwycross

博

士
、
米
国
のFoley

博
士
ら
が

中
心
と
な
っ
て
、
が
ん
患
者
の

症
状
緩
和
に
関
す
る
方
法
を
ま

と
めW

HO

が
ん
疼
痛
治
療
指

針
を
１
９
８
６
年
に
発
表
し
ま

し
た
。
そ
の
頃
に
は
本
邦
で
も

緩
和
ケ
ア
の
普
及
は
す
で
に
厚

労
省
の
研
究
班
の
形
成
に
よ
っ

て
、
元
埼
玉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

総
長
（W

HO

委
員
）
の
武
田

文
和
先
生
を
中
心
と
し
て
始
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
１
９
８
７

年
に
武
田
先
生
に
よ
りW

HO

が
ん
疼
痛
治
療
指
針
が
和
訳
さ

れ
、
本
邦
で
も
緩
和
ケ
ア
の
普

及
が
推
し
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
支
え
、
リ
ー
ド

し
て
き
た
の
が
、
そ
の
当
時
、

漢
方
医
学
教
育
に
つ
い
て
、

今
年
度
は
福
島
県
立
医
大
医
学

部
２
年
次
に
４
コ
マ
を
使
っ
て

肌
で
感
じ
さ
せ
、
３
年
次
の
４

コ
マ
で
理
論
を
教
え
、
４
年
次

の
８
コ
マ
に
具
体
的
な
方
剤
や

手
技
、
臨
床
の
実
際
な
ど
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。
来
年
度
は
鍼

灸
医
学
を
中
心
に
さ
ら
に
時
間

数
を
増
や
し
、
全
部
で
24
コ
マ

の
講
義
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

BSL

と
し
て
、
５
年
次
は
２
〜

３
人
ず
つ
が
当
セ
ン
タ
ー
の
内

科
系
実
習
の
中
で
２
日
間
必
修
、

６
年
次
は
２
〜
４
週
間
の
選
択

で
漢
方
を
実
習
し
て
い
ま
す
。

卒
後
は
初
期
・
後
期
研
修
、
総

合
医
、
専
門
医
、
大
学
教
官
な

ど
に
合
わ
せ
た
漢
方
教
育
を
目

指
し
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

会
津
は
薬
用
人
参
の
一
大
産

地
で
し
た
が
、
現
在
で
は
絶
滅

が
危
惧
さ
れ
る
状
況
で
す
。
会

津
人
参
の
種
苗
生
産
か
ら
流
通

ま
で
を
通
し
た
復
興
に
取
り
組

み
、
国
内
の
生
薬
生
産
振
興
に

向
け
た
検
討
を
実
施
し
て
い
ま

す
。漢

方
医
学
の
正
し
い
発
展
を

図
り
、
西
洋
医
学
と
融
和
し
た

新
た
な
日
本
型
の
医
療
体
制
を

構
築
し
て
、
会
津
か
ら
の
発
信

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
後
進
の

参
加
に
期
待
す
る
と
共
に
、
同

窓
の
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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産
業
医
科
大
学

　
　

眼
科
学　

教
授　

近　

藤　

寛　

之
（
昭
63
）

医
学
部
、
病
院
と
キ
ャ
ン
パ
ス

の
理
学
部
や
薬
学
部
の
研
究
者

と
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
役
割

を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

診
療
体
制
と
教
室
員
が
さ
ら
に

充
実
す
る
と
と
も
に
、
教
室
が

多
く
の
人
と
人
と
の
交
流
の
場

と
な
る
こ
と
も
め
ざ
し
、
大
学

研
究
へ
の
貢
献
と
研
究
者
の
育

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
先
生
方

に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。平

成
25
年
10
月
１
日
付
け
に

て
、
産
業
医
科
大
学
医
学
部
眼

科
学
の
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
、
昭
和
63
年
卒
の
近
藤
寛

之
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
千
葉
大
学
を
卒
業
後
、

卒
後
研
修
お
よ
び
眼
科
医
と
し

て
の
道
を
東
京
の
虎
の
門
病
院

か
ら
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
千
葉
大

学
の
先
生
方
に
は
な
か
な
か
お

目
に
か
か
る
機
会
が
少
な
く
残

念
に
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
母

校
を
離
れ
は
や
25
年
が
経
過
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
こ
の
よ
う

な
機
会
を
い
た
だ
き
大
変
名
誉

に
存
じ
ま
す
。
編
集
委
員
の
先

生
方
を
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
虎
の
門
病
院
で
の
研
修

を
終
え
、
卒
後
５
年
目
に
福
岡

大
学
眼
科
学
教
室
に
移
籍
い
た

し
ま
し
た
。
福
岡
大
学
は
網
膜

硝
子
体
疾
患
、
特
に
糖
尿
病
網

膜
症
や
網
膜
剥
離
な
ど
の
手
術
、

さ
ら
に
未
熟
児
網
膜
症
の
網
膜

剥
離
の
手
術
治
療
を
専
門
と
し

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
も
未

熟
児
網
膜
症
な
ど
の
小
児
の
網

膜
疾
患
や
成
人
の
網
膜
治
療
を

専
門
と
い
た
し
ま
し
た
。
米
国

マ
イ
ア
ミ
大
学
眼
科
研
究
所
へ

の
留
学
期
間
を
含
め
ま
す
と
福

岡
に
在
住
し
20
余
年
と
な
り
、

わ
が
子
も
含
め
す
っ
か
り
博
多

の
人
間
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。小

児
の
網
膜
疾
患
の
治
療
に

携
わ
る
う
ち
、
小
児
の
網
膜
剥

離
の
遺
伝
素
因
の
研
究
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
１
９
９
９
年
よ

り
２
年
間
九
州
大
学
遺
伝
情
報

実
験
施
設
に
在
籍
し
、
こ
れ
よ

り
眼
科
疾
患
の
遺
伝
子
解
析
の

研
究
を
専
門
の
一
つ
と
し
て
お

り
ま
す
。
網
膜
色
素
変
性
症
の

遺
伝
子
診
断
の
研
究
で
は
、
学

生
時
代
に
教
え
を
い
た
だ
い
た

安

惠
美
子
前
眼
科
学
教
授
に

お
世
話
に
な
り
、
先
生
の
退
官

業
績
の
一
番
後
ろ
に
名
前
を
入

れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
母
校
に
恩
返
し
を
す
る

こ
と
が
で
き
嬉
し
か
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
０
年
よ
り
、
産
業
医

科
大
学
よ
り
准
教
授
と
し
て
招

成
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た

千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の

先
生
方
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

　
　

生
体
統
御
科
学　

教
授

　
柿　

沼　

由　

彦
（
昭
63
）

こ
の
た
び
平
成
25
年
７
月
よ

り
、
日
本
医
科
大
学
大
学
院
生

体
統
御
科
学
講
座
教
授
と
し
て

赴
任
し
ま
し
た
、
昭
和
63
年
卒

の
柿
沼
由
彦
と
申
し
ま
す
。
前

任
地
の
高
知
大
学
医
学
部
生
理

学
（
循
環
制
御
学
）
か
ら
異
動

し
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
都
立
西
高
等
学
校
を

卒
業
後
千
葉
大
学
医
学
部
へ
入

学
し
、
昭
和
最
後
の
63
年
に
卒

業
後
す
ぐ
に
臨
床
研
修
病
院
で

研
修
を
受
け
ま
し
た
。
卒
業
当

時
臨
床
で
働
く
こ
と
以
外
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

今
で
は
、
非
常
に
当
た
り
前
に

な
り
ま
し
た
が
、
当
時
と
し
て

は
珍
し
い
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
テ
ー

ト
の
研
修
内
容
で
、
基
本
臨
床

科
を
回
っ
た
後
臨
床
医
と
し
て

働
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後

様
々
な
方
々
の
助
け
に
よ
り
ま

し
て
、
米
国V

anderbilt 
University M

edical Center

（Nashville, TN, USA

）リ
サ

ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
の
留
学
、

専
門
医
取
得
後
、
慶
應
義
塾
大

学
附
属
病
院
助
手
を
経
て
、
筑

波
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
で

学
位
（
医
学
博
士
）
を
取
得
す

る
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
大
学

院
生
生
活
が
ま
さ
に
そ
の
後
の

私
の
方
向
を
決
定
づ
け
ま
し
た
。

実
験
室
内
に
は
多
種
多
様
な
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
っ
た
人

達
、
実
験
部
屋
で
「
あ
ー
で
も

な
い
、
こ
ー
で
も
な
い
」
と
わ

い
わ
い
し
な
が
ら
実
験
を
や
る

題
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
こ
だ

わ
り
し
つ
こ
く
掘
り
下
げ
る
こ

と
、
そ
し
て
出
て
き
た
デ
ー
タ

の
意
味
を
誠
実
に
考
え
る
こ
と
、

以
上
の
よ
う
な
こ
と
く
ら
い
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
体
内
・
細
胞

内
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ

ム
は
、
必
ず
他
か
ら
の
制
御
を

受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
制
御
機

構
に
は
、
お
そ
ら
く
ま
だ
我
々

が
気
づ
い
て
い
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に

し
、
世
の
役
に
立
つ
も
の
に
ま

で
具
現
化
し
て
い
く
こ
と
、
こ

れ
が
自
身
の
召
命
と
思
っ
て
い

ま
す
。

た
ま
た
ま
生
理
学
と
い
う
分

野
で
現
在
の
立
場
に
な
っ
た
わ

け
で
す
が
、
こ
こ
日
本
に
お
い

て
は
基
礎
医
学
、
と
り
わ
け
生

理
学
と
い
う
分
野
は
、後
継
者
・

学
問
分
野
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
と
い
っ
た
面
か
ら
も
、
前

途
多
難
な
も
の
と
感
じ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
と
き

こ
そ
、
大
学
を
超
え
た
横
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、
互
助
の

精
神
で
、
あ
え
て
つ
と
め
て
楽

観
的
視
点
で
、
臨
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
現
在
の
日
本

医
科
大
学
に
お
い
て
も
良
い
出

会
い
が
あ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

地
に
足
の
つ
い
た
仕
事
を
こ
つ

こ
つ
と
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
特
に
ア
ス
ト
ロ
サ
イ
ト
）
と
い

う
臓
器
に
ま
で
わ
た
り
、
ま
た

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
代
謝
」「
虚
血
耐
性
」「
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
」「
性
差
」
で
し

た
。
当
時
の
国
立
大
学
の
流
れ

と
し
て
、
独
法
化
お
よ
び
大
学

統
合
の
結
果
、
高
知
医
科
大
学

か
ら
高
知
大
学
医
学
部
と
な
っ

た
わ
け
で
す
が
、
高
知
大
学
は

総
合
大
学
で
は
あ
る
も
の
の
、

キ
ャ
ン
パ
ス
は
互
い
に
物
理
的

に
非
常
に
遠
く
離
れ
て
お
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
に
自
己
完
結

し
て
い
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
結

果
と
し
て
こ
じ
ん
ま
り
ま
と
ま

っ
て
お
り
、
比
較
的
小
回
り
が

利
く
環
境
で
し
た
。
唯
一
難
が

あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
、
人
的

資
源
の
少
な
さ
で
す
。
逆
に
言

え
ば
、
大
都
市
の
よ
う
に
人
材

に
お
い
て
替
え
の
補
充
が
容
易

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
今

そ
こ
に
あ
る
人
と
共
に
人
材
を

育
て
る
し
か
な
い
と
い
う
状
況

で
し
た
。
そ
れ
で
も
た
ま
た
ま

こ
こ
で
も
良
い
人
々
と
の
出
会

い
が
あ
り
、
共
同
研
究
を
通
し

て
多
く
の
面
で
助
け
ら
れ
て
今

が
あ
り
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
私
が

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
行
っ
て
き
た

こ
と
と
い
え
ば
、
自
身
が
凡
庸

な
人
間
ゆ
え
に
、
良
い
人
と
の

出
会
い
（
そ
れ
を
縁
と
い
う
の

で
し
ょ
う
）
に
感
謝
す
る
こ
と
、

見
過
ご
さ
れ
た
一
見
過
去
の
話

雰
囲
気
、
け
っ
し
て
個
々
が
籠

ら
ず
孤
立
し
な
い
環
境
で
、
熱

意
だ
け
が
取
り
柄
の
研
究
生
活

を
送
り
ま
し
た
。
な
ん
と
も
不

摂
生
な
生
活
で
し
た
が
、
し
か

し
若
い
か
ら
こ
そ
（
と
い
っ
て

も
私
の
場
合
は
す
で
に
30
歳
を

と
う
に
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
）

で
き
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
不
思
議
に
も
そ
の
時
つ

ら
い
と
感
じ
た
記
憶
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
好
き

な
こ
と
を
自
由
に
で
き
る
こ
と
、

臨
床
で
の
疑
問
が
最
大
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
そ
の
こ

と
だ
け
を
目
標
と
し
て
、
一
心

不
乱
に
実
験
で
き
る
こ
と
が
ど

ん
な
に
あ
り
が
た
い
こ
と
か
そ

の
時
わ
か
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

大
学
院
卒
業
後
、
筑
波
大
学
附

属
病
院
循
環
器
内
科
に
勤
務
後
、

理
化
学
研
究
所
を
経
て
、
高
知

医
科
大
学
、
現
在
の
高
知
大
学

医
学
部
生
理
学
（
旧
循
環
制
御

学
）
で
ち
ょ
う
ど
10
年
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
こ
の
高
知
で
の

経
験
が
さ
ら
に
研
究
に
お
け
る

価
値
観
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
あ

っ
て
も
、
基
礎
医
学
的
知
見
を

現
場
に
、
人
に
役
立
つ
研
究
に

繋
げ
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
で

す
。高

知
で
の
仕
事
は
、
そ
れ
ま

で
各
研
究
機
関
で
私
が
学
ん
で

き
た
こ
と
が
ま
さ
に
融
合
し
た

も
の
で
あ
り
、
対
象
分
野
は
、

循
環
器
・
腎
・
肝
・
中
枢
神
経
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聘
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
半
の
勤

務
の
後
、
今
回
産
業
医
科
大
学

の
眼
科
教
授
に
選
出
さ
れ
た
次

第
で
す
。

産
業
医
科
大
学
は
１
９
７
８

年
に
開
設
し
た
私
立
の
大
学
で

す
。
福
岡
県
北
九
州
市
に
在
し
、

最
寄
り
駅
は
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

の
折
尾
駅
で
す
。
産
業
医
科
大

学
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
東
電
の
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
へ
震
災

支
援
活
動
と
し
て
医
師
派
遣
を

行
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
設
立
の
目
的
の
一

つ
に
、
産
業
医
の
養
成
が
あ
り

ま
す
。
産
業
医
と
は
労
働
者
が

健
康
で
快
適
な
作
業
環
境
の
も

と
で
仕
事
が
行
え
る
よ
う
、
専

門
的
立
場
か
ら
指
導
・
助
言
を

行
う
医
師
で
す
。
眼
科
分
野
で

は
視
覚
を
用
い
た
労
働
（
Ｖ
Ｄ

Ｔ
作
業
な
ど
）
や
、
眼
外
傷
な

ど
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
産
業
医
科
大
学
病
院
は

北
九
州
市
で
唯
一
の
総
合
大
学

病
院
で
、
こ
の
地
域
で
の
高
い

レ
ベ
ル
の
医
療
を
担
っ
て
い
ま

す
。
私
の
専
門
は
網
膜
硝
子
体

分
野
な
ら
び
に
小
児
眼
科
で
す

が
、
今
後
は
す
べ
て
の
眼
科
領

域
に
つ
い
て
高
い
診
療
技
術
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
ゆ
き

日
本
学
術
振
興
会
で
は
、「
ひ

ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン

ス
」
を
継
続
的
に
実
施
し
、
我

が
国
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
が
、
科
学
す
る
心
を
育
み
、

知
的
好
奇
心
の
向
上
に
大
き
く

貢
献
し
た
研
究
者
を
讃
え
る
と

と
も
に
、
科
学
研
究
費
助
成
事

業
に
よ
る
研
究
成
果
の
積
極
的

な
社
会
・
国
民
へ
の
発
信
を
奨

励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
25
年
度
よ
り
「
ひ
ら
め
き

☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
推
進

賞
」
を
創
設
し
、
表
彰
を
行
っ

て
い
ま
す
。
千
葉
大
学
か
ら
は

野
田
公
俊
（
の
だ
ま
さ
と
し
）

教
授
（
大
学
院
医
学
研
究
院
・

病
原
細
菌
制
御
学
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

野
田
教
授
は
平
成
18
年
か
ら

23
年
ま
で
６
年
間
連
続
し
て
、

千
葉
大
学
医
学
部
に
全
国
の
小

中
高
校
生
を
招
き
、
細
菌
学
の

講
義
と
実
験
を
通
し
て
科
学
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の

活
動
を
し
て
来
て
お
り
、
そ
れ

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
24

年
と
25
年
も
こ
の
活
動
を
自
前

で
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
野
田
教
授
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き

�

サ
イ
エ
ン
ス
推
進
賞
」
受
賞

病
原
細
菌
制
御
学

野
田
公
俊 

教
授

に
参
加
し
た
受
講
者
の
総
数
は

５
０
０
名
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

参
加
者
に
は
「
未
来
博
士
号
」

と
い
う
修
了
証
書
を
授
与
し
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
野
田
教

授
の
無
料
出
張
講
演
（
全
国
の

約
３
５
０
校
で
実
施
、
受
講
者

数
約
６
５
，
０
０
０
人
）
に
は

無
い
、
実
験
等
を
体
験
出
来
る

た
め
人
気
が
高
く
、
両
方
に
参

加
す
る
子
ど
も
た
ち
も
多
い
と

の
事
で
す
。
野
田
教
授
は
今
後

と
も
無
料
出
張
講
演
だ
け
で
な

く
、
講
義
と
実
験
を
通
し
た
こ

の
活
動
も
続
け
て
行
き
た
い
と

述
べ
て
い
ま
す
。

本
学
に
お
け
る
表
彰
式
は
平

成
25
年
９
月
13
日
（
金
）
に
行

わ
れ
、
齋
藤
康
学
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。 た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
卒

業
生
以
外
の
先
生
の
入
局
も
大

歓
迎
で
す
。
も
し
、
北
九
州
で

眼
科
の
研
修
を
希
望
さ
れ
る
先

生
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
先
生
方

に
は
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

徳
久
剛
史
教
授
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
48
年
３
月　

千
葉
大
学
医
学
部
卒
業

　

同　
　

４
月　

同
第
二
内
科
入
局（
研
修
医
）

昭
和
50
年
４
月　

 

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科 

（
免
疫
学
専
攻
）入
学

昭
和
53
年
４
月　

 

米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
医
学
部
留
学 

（
昭
和
55
年
９
月
ま
で
）

昭
和
58
年
10
月　

 

ド
イ
ツ
ケ
ル
ン
大
学
附
属
遺
伝
学
研
究
所
留
学 

（
昭
和
60
年
９
月
ま
で
）

昭
和
62
年
３
月　

神
戸
大
学
教
授（
医
学
部
・
感
染
免
疫
分
野
）昇
任

平
成
５
年
４
月　

千
葉
大
学
教
授（
医
学
部
）就
任

平
成
17
年
４
月　

 

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
長
・
医
学
部
長 

（
平
成
21
年
３
月
ま
で
）

平
成
23
年
４
月　

国
立
大
学
法
人
千
葉
大
学
理
事（
研
究
・
国
際
）

　

徳
久
剛
史
教
授
の

　
　
　

次
期
学
長
就
任
を
祝
し
て

川
平　

洋
（
平
４
）

西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
精
力

的
に
活
動
す
る
医
師
が
平
成
25

年
12
月
５
日
（
木
）、
西
千
葉　

割
烹
み
ど
り
に
集
ま
り
、
徳
久

剛
史
教
授
の
次
期
学
長
就
任
を

祝
し
、
西
千
葉
医
師
の
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
齋
藤
学
長
発

声
の
も
と
、
ま
ず
は
乾
杯
。
徳

久
教
授
へ
の
自
己
紹
介
も
兼
ね

て
、
自
己
紹
介
な
ら
び
に
各
所

属
部
局
の
現
状
の
報
告
か
ら
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
保
育
所
問
題

が
導
入
話
題
と
な
り
、「
女
性
ス

タ
ッ
フ
が
快
適
に
働
け
る
環
境

を
ど
の
よ
う
に
整
え
る
か
」
問

題
は
、
千
葉
大
学
が
旧
帝
大
に

引
け
を
取
ら
ず
に
邁
進
す
る
為

の
一
つ
の
方
向
性
に
な
る
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
学
部
間

の
意
識
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

そ
れ
を
見
越
し
た
上
で
学
内
キ

ャ
ン
パ
ス
間
の
疎
通
を
ど
う
図

る
か
は
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

そ
の
他
、
学
生
や
職
員
の
健
康

状
態
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る

か
、
附
属
小
学
校
、
中
学
校
の

実
態
説
明
、
未
来
の
科
学
者
養

成
講
座
を
通
し
て
み
た
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
に
お
け
る
我
が
国
の

位
置
付
け
、
特
許
取
得
や
大
学

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
可
能
性
な
ど

多
岐
に
及
ぶ
活
発
な
討
論
が
行

わ
れ
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。
最

後
に
参
加
者
で
記
念
撮
影
を
行

い
、
次
回
の
開
催
を
約
束
し
散

会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は

前
列
左
か
ら
林
秀
樹
（
昭
60
）、

今
関
文
夫
（
昭
54
）
齋
藤
康
学

長
、
徳
久
剛
史
（
昭
48
）、
杉
田

克
生
（
昭
54
）、
２
列
目
左
か
ら

川
平
洋
（
平
４
）、
潤
間
励
子

（
平
４
）、
大
渓
俊
幸
（
平
９
）、

野
村
純
（
佐
賀
医
大
・
平
元
）

鈴
木
昌
彦
（
昭
60
）
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茨
城
ゐ
の
は
な
会

茨
城
ゐ
の
は
な
会
総
会
は
、

隔
年
で
水
戸
と
つ
く
ば
交
互
に

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成

24
年
11
月
に
は
水
戸
京
成
ホ
テ

ル
で
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

特
別
講
演
は
千
葉
大
学
大
学
院

医
学
研
究
院
腫
瘍
内
科
学
横
須

賀
收
教
授
に
「
肝
疾
患
診
療
の

最
近
の
動
向
」
を
お
願
い
し
、

多
く
の
会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
久
し
ぶ
り
に
同
窓

が
筑
波
大
学
に
ご
栄
転
と
の
こ

と
で
平
成
25
年
６
月
、
２
年
続

き
の
茨
城
ゐ
の
は
な
会
総
会
を

つ
く
ば
国
際
会
議
場
で
開
催
し

ま
し
た
。

茨
城
ゐ
の
は
な
会
の
一
員
に

な
ら
れ
た
筑
波
大
学
医
学
医
療

系
整
形
外
科
山
崎
正
志
教
授

（
昭
58
）
は
、
平
成
24
年
12
月
に

筑
波
大
学
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
佐
藤
忠
夫
会
長
の
ご

挨
拶
の
あ
と
、
山
崎
先
生
に
特

別
講
演
「
脊
椎
・
脊
髄
疾
患
の

診
断
・
治
療
の
最
近
の
進
歩
」

の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
講
演
は
千
葉
大
学
整
形
外
科

伝
統
の
脊
椎
・
脊
髄
疾
患
領
域

で
、
基
礎
的
・
臨
床
的
研
究
を

基
盤
に
、
脊
髄
の
再
生
を
テ
ー

マ
に
し
た
壮
大
な
研
究
領
域
の

講
演
で
新
た
な
治
療
法
確
立
を

目
指
し
た
研
究
内
容
で
し
た
。

山
崎
先
生
の
ご
講
演
に
は
難
治

性
疾
患
の
治
療
に
果
敢
に
挑
戦

す
る
千
葉
大
学
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

大
学
を
離
れ
て
久
し
い
会
員
一

同
に
と
っ
て
、
新
た
に
迎
え
た

若
き
パ
イ
オ
ニ
ア
の
活
躍
が
こ

こ
茨
城
か
ら
発
信
さ
れ
る
こ
と

の
確
信
を
得
て
、
大
変
喜
ば
し

く
、
心
か
ら
の
声
援
を
送
り
ま

し
た
。

今
回
の
茨
城
ゐ
の
は
な
会
総

会
は
予
定
外
で
、
急
き
ょ
決
定

さ
れ
た
も
の
で
し
た
が
、
い
つ

も
に
な
く
多
く
の
会
員
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。
講
演
の
後
に
は

全
員
で
記
念
撮
影
を
し
て
、
懇

親
会
で
は
旧
交
を
温
め
る
こ
と

各
地
ゐ
のだ
はよ
なり
会

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会 

 

会
員
親
睦
会　

親
睦
会
は
六
月
二
十
九
日
の

千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
総

会
に
際
し
て
群
馬
ゐ
の
は
な
会

か
ら
の
呼
び
か
け
で
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
十
月
十
九
日
伊

香
保
温
泉
で
開
催
し
ま
し
た
。

群
馬
ゐ
の
は
な
会
前
会
長
鹿
山

徳
男
先
生
（
昭
29
）、
令
夫
人
、

千
葉
ゐ
の
は
な
会
会
長
三
枝
一

雄
先
生
（
昭
32
）、
令
夫
人
、
ゐ

の
は
な
同
窓
会
常
任
理
事
青
木

謹
先
生
（
昭
36
）、
令
夫
人
、
群

馬
ゐ
の
は
な
会
会
員
小
林
道
生

先
生
（
昭
48
）、
け
い
子
先
生

（
昭
50
）、
そ
れ
に
鈴
木
守
（
昭

39
）、
弓
（
昭
41
）
と
５
組
の
ご

夫
妻
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
で
、

会
は
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気

に
な
り
ま
し
た
。
伊
藤
会
長
も

る
み
夫
人
（
昭
40
）
と
ご
一
緒

の
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
直

前
の
ご
都
合
で
お
一
人
に
な
り
、

群
馬
ゐ
の
は
な
会
の
西
村
忠
雄

先
生
（
昭
32
）
も
お
一
人
の
ご

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

食
事
に
先
立
っ
て
伊
藤
会
長

か
ら
同
窓
会
館
の
建
設
が
順
調

な
流
れ
に
あ
る
こ
と
、
同
窓
会

館
の
落
成
を
特
に
学
生
が
楽
し

み
に
待
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の

報
告
が
あ
り
、
一
同
で
喜
び
合

い
ま
し
た
。

親
睦
会
の
団
ら
ん
の
話
題
は

や
は
り
人
生
に
お
い
て
二
度
と

な
い
青
春
時
代
の
私
達
の
場
で

あ
っ
た
亥
鼻
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で

あ
り
、
勉
学
、
部
活
動
を
は
じ

め
と
す
る
学
生
時
代
の
営
み
で

し
た
。
こ
れ
ら
を
再
確
認
し
あ

え
る
拠
点
を
同
窓
会
が
維
持
し

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ

あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

親
睦
会
で
は
今
は
な
き
恩
師

の
思
い
出
も
話
題
と
な
り
ま
し

た
。
医
学
教
育
の
改
革
が
進
め

ら
れ
、
新
し
い
教
育
体
制
を
推

進
す
る
上
に
、
新
し
い
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
確
か
に
そ
れ
な
り
の

役
割
を
は
た
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
そ
の
こ
と
が
、

教
員
と
学
生
と
の
人
間
的
で
密

接
な
関
係
を
疎
に
し
て
い
る
実

情
も
私
が
現
場
で
教
育
に
携
わ

っ
て
い
る
時
、
実
感
し
た
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
し
た
ら

「
ど
こ
に
ど
う
い
う
先
生
が
い
る

か
ら
そ
の
先
生
に
つ
い
て
み
よ

う
」
と
い
う
発
想
よ
り
も
、「
卒

後
研
修
体
制
の
整
備
さ
れ
た
名

の
通
っ
た
大
都
市
に
あ
る
病
院
」

を
ま
ず
考
え
る
風
潮
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
叫
ば
れ
て
や
ま
な

い
大
学
教
育
の
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
問
題
を
考
え
る
時
に

も
「
で
は
日
本
の
伝
統
的
大
学

教
育
の
理
念
は
な
に
か
」
と
い

う
問
い
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き

で
す
。
高
等
教
育
の
世
界
基
準

の
適
用
が
日
本
の
大
学
に
求
め

ら
れ
る
今
（
筆
者
は
群
馬
大
学

長
時
代
に
大
学
基
準
協
会
の
副

会
長
を
つ
と
め
て
い
ま
し
た
）

日
本
の
大
学
の
教
育
原
点
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
、
こ
れ
は
常
に

真
剣
に
問
い
か
け
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

こ
の
問
い
の
答
え
は
、
体
を
張

っ
て
我
々
を
教
え
て
下
さ
っ
た

恩
師
の
姿
勢
か
ら
得
ら
れ
る
も

の
と
私
は
思
い
ま
す
。
自
己
確

立
の
な
い
儘
に
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
掛
け
声
に
応
じ
て
世

界
的
潮
流
に
入
り
込
む
こ
と
は

危
険
で
す
。
日
本
に
留
学
す
る

心
あ
る
外
国
の
若
者
も
、
終
局

的
に
は
「
日
本
の
理
念
、
考
え

方
、
日
本
式
の
や
り
方
」
を
求

め
ま
す
。

亥
鼻
と
い
う
「
場
」
と
そ
こ

に
展
開
さ
れ
て
き
た
「
ひ
と
」

の
営
み
、
こ
れ
を
千
葉
大
学
医

学
部
の
「
今
の
体
」
に
受
け
継

ぐ
こ
と
の
重
要
性
を
楽
し
い
語

ら
い
の
う
ち
に
認
識
し
た
親
睦

会
で
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
掲
載
写
真
は
三
枝
一

雄
先
生
ご
夫
妻
ご
出
発
後
の
集

合
写
真
で
す
。
三
枝
先
生
、
誠

に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
鈴
木
弓
（
昭
41
）、
西
村

忠
雄
（
昭
32
）、
伊
藤
晴
夫
（
昭

39
）、
鹿
山
徳
男
（
昭
29
）、
鈴

木
守
（
昭
39
）

後
列
：
小
林
道
生
（
昭
48
）、
小

林
け
い
子
（
昭
50
）、
鹿
山
夫

人
、
青
木
夫
人
、
青
木
謹
（
昭

36
）

 

（
鈴
木
守
）
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安
房
ゐ
の
は
な
会

平
成
25
年
10
月
25
日
（
金
曜

日
）
午
後
６
時
45
分
よ
り
、
安

房
ゐ
の
は
な
会
総
会
・
学
術
講

演
会
が
、「
た
て
や
ま
夕
日
海
岸

ホ
テ
ル
」
に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
呼
吸
器
内

科
学
教
授
巽
浩
一
郎
先
生
を
お

迎
え
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
青
木
謹
会
長
の
挨

拶
に
始
ま
り
、渡
辺
啓
治
先
生
よ

り
平
成
24
年
度
会
計
報
告
が
あ

り
、原
久
弥
先
生
の
監
査
報
告
が

の
挨
拶
等
歓
談
に
て
旧
交
を
温

め
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
松
山
迪
也
（
昭
35
）、
高

橋
康
（
昭
30
）、
井
上
幸
万
（
昭

27
）、
鈴
木
忠
男
（
専
23
）、
林

和
彦
教
授
（
昭
61
）、
横
須
賀
收

教
授
（
昭
50
）、
伊
藤
敏
夫
（
昭

30
）、
石
井
邦
夫
（
昭
26
）、
横

田
俊
二
（
昭
30
）、
田
口
勝
（
昭

34
）

二
列
目
：
小
川
富
雄
（
昭
48
）、

吉
川
広
和
（
昭
40
）、
伊
藤
進

（
昭
43
）、
赤
井
壽
紀
（
昭
43
）、

五
月
女
直
樹
（
昭
49
）、
上
野
泉

（
昭
53
）、
野
口
哲
夫
（
昭
48
）、

中
村
勉
（
昭
52
）、
大
友
一
夫

（
昭
46
）

後
列
：
野
口
貴
志
（
平
16
）、
木

村
道
雄
（
昭
50
）、
得
丸
幸
夫

（
昭
53
）、
伊
藤
俊
紀
（
川
崎
医

大
・
平
12
）、
小
林
彰
（
昭
52
）、

林
田
和
也
（
昭
52
）、
吉
澤
卓

（
昭
53
）、
済
陽
高
穂
（
昭
45
）、

根
岸
敬
矩
（
昭
39
）、
渡
辺
恒
家

（
昭
54
）、
岩
本
容
武
（
平
５
）、

井
坂
茂
夫
（
昭
51
）、
木
村
純

（
昭
49
）、
植
松
武
史
（
昭
55
）、

森
碧
（
昭
31
）

 

（
木
村
純
）

行
わ
れ
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

学
術
講
演
会
は
、
黒
野
隆
先

生
の
座
長
で
、「
中
高
年
の
た
ば

こ
病　

COPD

」
と
題
し
て
、

巽
浩
一
郎
教
授
よ
り
御
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
員
に
演

題
と
同
名
の
、
先
生
の
著
書
が

配
ら
れ
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
喫
煙

者
で
も
50
歳
で
呼
吸
機
能
が
落

ち
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
後
も

悪
化
し
に
く
い
と
の
こ
と
。
ま

た
、SpO2

は
安
静
時
で
97
以
上

な
け
れ
ば
問
題
あ
り
と
の
こ
と

で
し
た
。

講
演
会
終
了
後
、
巽
先
生
を

囲
ん
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た
後
、

場
所
を
「
波
奈
」
に
移
し
、
原

久
弥
先
生
の
「
乾
杯
」
の
御
発

声
で
、
情
報
交
換
会
に
移
り
ま

し
た
。
巽
先
生
を
中
心
に
、
大

学
の
近
況
やCOPD

の
話
題
で

盛
り
上
が
り
、
有
意
義
な
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
本
多
満
（
昭
37
）、
佐
伯

陳
哉
（
昭
35
）、
原
久
彌
（
昭

34
）、
巽
浩
一
郎
（
昭
54
）、
青

木
謹
（
昭
36
）、
関
谷
信
平
（
昭

38
）、
水
谷
正
彦
（
昭
52
）

後
列
：
武
内
重
樹
（
北
里
大
・

昭
53
）、
黒
野
隆
（
東
海
大
・
昭

59
）、
伊
賀
寧
（
聖
マ
リ
医
大
・

平
２
）、
辻
博
勝
（
平
２
）、
天

野
晋
（
平
３
）、
林
宗
寛
（
昭

60
）、
渡
辺
啓
治
（
昭
61
）

 

（
辻
博
勝
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会 

 

埼
玉
県
支
部

平
成
25
年
度
埼
玉
県
支
部
総

会
は
、
平
成
25
年
８
月
25
日

（
日
）
さ
い
た
ま
市
の
「
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
」
で
開
催
さ
れ
、

33
名
の
出
席
を
み
ま
し
た
。
例

年
で
す
と
猛
暑
で
厳
し
い
の
で

す
が
今
年
に
限
っ
て
は
30
度
に

届
か
な
い
良
い
意
味
で
拍
子
抜

け
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

３
時
か
ら
の
総
会
に
続
い
て

２
題
の
学
術
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

講
演
１
は
「
わ
が
国
の
医
療

経
済
と
が
ん
化
学
療
法
」
と
題

し
て
東
京
女
子
医
科
大
学
が
ん

セ
ン
タ
ー
病
院
部
門
長
、
化
学

療
法
・
緩
和
ケ
ア
科
林
和
彦
教

授
（
昭
61
）
に
御
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
先
生
は
御
専
門
の

化
学
療
法
を
例
え
に
し
て
、
医

学
の
進
歩
に
伴
い
医
療
費
が
増

大
し
て
い
る
現
状
を
話
さ
れ
、

日
本
経
済
の
減
速
に
か
か
わ
ら

ず
世
界
最
速
の
少
子
高
齢
化
等

に
よ
る
社
会
保
障
費
の
確
実
な

急
上
昇
に
よ
り
、
日
本
の
医
療

制
度
を
支
え
て
い
る
国
民
皆
保

険
制
度
と
高
額
療
養
費
制
度
や

生
活
保
護
制
度
は
、
手
厚
い
制

度
だ
が
大
き
な
問
題
点
が
あ
る

こ
と
を
具
体
的
な
数
字
を
上
げ

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
英

国
で
はNICE

が
費
用
対
効
果

の
観
点
か
ら
一
定
額
以
上
の
薬

剤
費
は
製
薬
会
社
が
支
払
う
よ

う
勧
告
す
る
と
い
っ
た
介
入
例

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

世
界
最
高
の
医
療
レ
ベ
ル
を
、

最
低
人
員
の
医
療
者
に
よ
る
献

身
と
医
療
費
レ
ベ
ル
で
享
受
し

て
い
る
日
本
国
民
の
医
療
満
足

度
が
低
い
、
と
い
う
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
は
驚
き
を
禁
じ
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

講
演
２
は
「
肝
疾
患
治
療
の

最
近
の
話
題
」
と
題
し
て
千
葉

大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
長
・

医
学
部
長
、
消
化
器
・
腎
臓
内

科
横
須
賀
收
教
授
（
昭
50
）
に

御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
医

学
部
の
現
況
の
お
話
で
は
キ
ャ

ン
パ
ス
整
備
の
面
で
病
棟
の
耐

震
化
、
第
２
駐
車
場
完
成
、
外

来
棟
・
新
同
窓
会
館
新
築
中
と

の
こ
と
。
臨
床
研
修
制
度
に
よ

り
初
期
研
修
医
が
定
員
の
３
割

し
か
集
ま
ら
ず
、
基
礎
及
び
臨

床
研
究
の
今
後
が
危
う
い
こ
と

な
ど
の
説
明
の
後
、
御
専
門
の

肝
臓
の
話
題
で
は
Ｃ
型
肝
炎
・

Ｂ
型
肝
炎
・NASH

・
肝
癌
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
遺
伝
子
レ
ベ
ル
の
診
断
や

薬
剤
に
つ
い
て
最
新
の
デ
ー
タ

を
示
さ
れ
、
特
に
Ｃ
型
肝
炎
の

治
療
で
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

＋
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
２
剤
を
12
週
、

続
い
て
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
＋

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
１
剤
を
12
週
投

与
後
の
ウ
イ
ル
ス
消
失
率
が
73

％
と
聞
い
て
感
嘆
し
ま
し
た
。

更
に
今
後
新
薬
に
よ
り
90
％
ま

で
引
き
上
げ
ら
れ
そ
う
だ
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

続
い
て
出
席
者
全
員
で
記
念

撮
影
を
行
い
懇
親
会
に
移
り
、

伊
藤
敏
夫
支
部
長
（
昭
30
）
挨

拶
・
井
上
幸
万
先
生
（
昭
27
）

の
乾
杯
の
発
声
・
米
寿
お
祝
い

で
出
席
の
鈴
木
忠
男
先
生
（
専

23
）
と
石
井
邦
夫
先
生
（
昭
26
）

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
昭
和
50
年
代
卒
以
降
の
会
員

の
出
席
が
少
な
い
こ
と
が
残
念

な
こ
と
で
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
紅
露
恒
男
（
昭
34
）、
大

木
勲
（
昭
38
）、
福
富
久
之
（
昭

32
）、
伊
藤
晴
夫
（
昭
39
）、
山

崎
正
志
筑
波
大
学
教
授（
昭
58
）、

佐
藤
忠
夫
（
昭
29
）、
小
形
岳
三

郎
（
昭
33
）、
岡
村
隆
夫
（
昭

35
）、
中
田
義
隆
（
昭
36
）

二
列
目
：
横
山
孝
一
（
昭
35
）、

白
石
博
康
（
昭
36
）、
吉
井
與
志

彦
（
昭
44
）、
高
瀬
靖
広
（
昭

40
）、
額
賀
章
好
（
昭
39
）、
竹

島
徹
（
昭
41
）、
工
藤
典
雄
（
昭

41
）、
深
尾
立
（
昭
39
）

三
列
目
：
吉
井
田
美
子（
昭
44
）、

能
勢
晴
美
（
昭
42
）、
山
口
邦
雄

（
昭
53
）、
松
前
孝
幸
（
昭
52
）、

荻
原
奉
祐
（
昭
46
）、
榎
本
貴
夫

（
昭
47
）、
中
川
邦
夫
（
昭
44
）

四
列
目
：
石
川
詔
雄
（
昭
47
）、

宮
本
敬
長
（
昭
50
）、
仁
平
武

（
金
沢
大
・
昭
58
）、
伴
野
悠
士

（
昭
45
）、
武
藤
高
明
（
昭
49
）、

高
梨
健
治
（
昭
37
）

最
後
列
：
石
井
伊
知
郎（
昭
59
）、

山
口
清
直
（
昭
57
）、
小
泉
準
三

（
昭
30
）、
小
山
哲
夫
（
昭
43
）

 

（
石
川
詔
雄
）
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れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
活
発
な

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
の
後
は
例
年
通
り
笠

井
幹
事
と
私
の
司
会
で
懇
親
会

が
開
か
れ
、
神
田
敬
先
生
（
昭

35
）
か
ら
は
乾
杯
の
発
声
や
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
写
真
撮
影

に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
駒
込

病
院
の
先
生
方
を
は
じ
め
参
加

者
ほ
ぼ
全
員
か
ら
近
況
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
会
終
了
後
に

は
有
志
で
２
次
会
へ
と
流
れ
、

さ
ら
に
盛
り
上
が
り
楽
し
い
会

と
な
り
ま
し
た
。
出
席
者
の
出

身
大
学
は
様
々
で
す
が
、
卒
年

順
に
神
田
敬
（
昭
35
）、
森
豊

（
昭
37
）、
林
崎
勝
武
（
昭
44
）、

堀
内
正
敏
（
昭
45
）、
猿
田
敏
行

（
群
馬
大
・
昭
51
）、笠
井
創（
昭

52
）、
工
藤
典
代
（
大
阪
大
・
昭

52
）、
吉
原
俊
雄
（
昭
53
）、
和

田
二
郎
（
昭
53
）、
諸
田
英
夫

（
昭
55
）、
永
田
博
史
（
昭
57
）、

三
浦
巧
（
昭
57
）、
大
谷
地
直
樹

（
昭
58
）、
日
野
剛
（
昭
58
）、
加

藤
雄
一
（
昭
58
）、
野
本
実
（
昭

58
）、
中
村
宏
（
大
阪
医
大
・
昭

59
）、
三
橋
敏
雄
（
昭
59
）、
持

田
晃
（
昭
59
）、
伊
藤
宏
文
（
昭

61
）、
本
杉
英
昭
（
昭
62
）、
晝

間
清
（
平
元
）、
吉
田
耕
（
平

３
）、
小
林
伸
宏
・
紀
子
夫
妻

（
平
５
）、
武
藤
博
之
（
福
井
医

大
・
平
６
）、
留
守
卓
也
（
平

７
）、
小
野
健
一
（
平
12
）、
黒

川
友
哉
（
平
23
）、
あ
と
は
駒
込

病
院
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
腫

瘍
科
の
先
生
と
、
同
院
で
研
修

さ
せ
て
頂
い
て
い
る
女
子
医
大

医
局
員
が
多
数
合
同
参
加
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
は
札

幌
で
５
月
に
も
開
催
さ
れ
た
た

め
２
回
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

第
14
回
東
京
ゐ
の
は
な 

 

耳
鼻
科
医
会

平
成
25
年
８
月
１
日
に
銀
座

２
丁
目
の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
に

て
第
14
回
東
京
ゐ
の
は
な
耳
鼻

科
医
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
勉
強
会
と
し
て
の
講
演

は
自
由
が
丘
で
開
業
さ
れ
、
本

会
の
幹
事
も
さ
れ
て
い
る
幹
事

の
笠
井
創
先
生
（
昭
52
）
が
「
扁

桃
の
膿
栓
と
口
腔
咽
頭
の
異
常

感
と
の
関
係
」
と
そ
の
対
応
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
の
ど

の
異
常
感
の
原
因
と
な
り
患
者

さ
ん
の
訴
え
が
多
い
わ
り
に
解

決
し
に
く
い
病
態
で
も
あ
り
ま

す
。
も
う
一
人
は
東
京
女
子
医

科
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
の
山
村
幸

江
講
師
で
、や
は
り
口
腔
乾
燥
・

味
覚
外
来
に
お
け
る
「
口
腔
異

常
感
を
訴
え
る
患
者
の
臨
床
デ

ー
タ
」
に
つ
い
て
、
日
常
診
療

に
役
立
つ
臨
床
デ
ー
タ
が
示
さ

 

（
吉
原
俊
雄
）

＊
東
京
女
子
医
科
大
学
耳
鼻
咽

喉
科
の
医
局
と
合
同
の
た
め
、

写
真
の
名
前
は
省
略
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

東
京
女
子
医
科
大
学 

 

ゐ
の
は
な
同
窓
会　

平
成
25
年
10
月
７
日
（
月
）

に
東
京
、
日
本
橋
近
く
の
イ
タ

リ
ア
料
理
店
で
、
平
成
25
年
度

東
京
女
子
医
科
大
学
ゐ
の
は
な

同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幹
事
は
東
京
女
子
医
科
大
学
整

形
外
科
加
藤
義
治
主
任
教
授

（
昭
53
）
で
し
た
。
本
会
は
、
東

京
女
子
医
科
大
学
本
院
、
東
医

療
セ
ン
タ
ー
、
八
千
代
医
療
セ

ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
ゐ
の
は
な

同
窓
会
会
員
か
ら
成
っ
て
お
り
、

会
員
数
は
、
八
千
代
医
療
セ
ン

タ
ー
の
医
療
練
士
の
先
生
が
ロ

ー
テ
ー
ト
す
る
た
め
毎
年
変
動

が
あ
り
ま
す
が
、
約
60
名
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
出
席

者
は
22
名
で
し
た
。
会
員
中
、

名
誉
教
授
と
現
役
教
授
が
28
名

を
占
め
て
お
り
、
ゐ
の
は
な
同

窓
会
会
員
が
東
京
女
子
医
科
大

学
の
重
要
な
ポ
ス
ト
を
担
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
中

堅
の
医
師
で
あ
っ
て
も
本
会
に

集
ま
る
と
、
メ
ン
バ
ー
の
中
で

は
相
当
若
い
ほ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

加
藤
教
授
に
よ
る
開
会
の
ご

挨
拶
の
あ
と
に
、
伊
藤
達
雄
名

誉
教
授
（
昭
42
）
に
よ
る
乾
杯

が
あ
り
、
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
を

飲
み
な
が
ら
、
出
席
者
が
そ
れ

ぞ
れ
近
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
笠
貫
宏
名
誉
教

授
（
昭
42
）
が
本
学
の
学
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
学
長
業
務

で
ご
多
忙
な
た
め
、
本
会
に
は

残
念
な
が
ら
欠
席
さ
れ
ま
し
た

が
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
会
員
が

ト
ッ
プ
に
た
た
れ
た
話
題
で
も
、

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
吉
原
俊
雄
教
授
（
昭
53
）

が
副
学
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
前
年
に
引
き
続
き
寺
井

勝
教
授
（
昭
53
）
は
八
千
代
医

療
セ
ン
タ
ー
の
院
長
を
さ
れ
て

お
り
、
東
京
女
子
医
科
大
学
内

で
ゐ
の
は
な
同
窓
会
全
盛
期
が

来
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
女
子
医
科
大
学
ゐ
の
は

な
同
窓
会
の
会
員
は
千
葉
大
学

の
各
科
の
人
事
で
個
々
に
動
い

て
お
り
、
会
員
数
の
把
握
が
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
も
、

口
コ
ミ
で
名
簿
を
刷
新
し
ま
し

た
が
、
会
直
前
に
も
新
た
な
会

員
の
情
報
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

本
誌
を
ご
覧
に
な
っ
た
東
京
女

子
医
科
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会

会
員
の
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
ご
一
報
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
な
お
、

来
年
度
の
幹
事
は
、
八
千
代
医

療
セ
ン
タ
ー
呼
吸
器
外
科
の
関

根
康
雄
教
授
（
昭
62
）
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

 

（
村
田
泰
章
）

写
真
右
か
ら

中
央
前
列
：
平
松
健
司（
昭
59
）、

寺
井
勝
（
昭
53
）、
中
林
正
雄

（
昭
42
）、
伊
藤
達
雄
（
昭
42
）、

塚
原
高
広
（
平
９
）
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後
列
：
村
田
泰
章
（
平
５
）、
野

村
実
（
昭
56
）、
畑
敦
（
平
22
）、

関
根
康
雄
（
昭
62
）、
林
和
彦

（
昭
61
）、
廣
島
健
三
（
昭
54
）、

野
村
馨
（
昭
48
）、
加
藤
義
治

（
昭
53
）、
吉
原
俊
雄
（
昭
53
）、

渡
邊
絵
里
（
昭
63
）、
松
井
英
雄

（
昭
55
）、
木
原
真
紀
（
平
７
）、

小
田
秀
明
（
昭
57
）、
杉
原
茂
孝

（
昭
55
）、
遠
藤
弘
良
（
昭
55
）、

清
田
毅
（
平
13
）、
貞
廣
智
仁

（
平
４
）

ク
ラ
ス
会

五
五
会
（
昭
30
）

平
成
25
年
10
月
５
日
に
、

我
々
の
ク
ラ
ス
会
（
幹
事
：
加

濃
、
志
村
、
高
橋
、
永
野
）
が

帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
出

席
者
は
16
名
、
同
伴
者
は
４
名

で
し
た
。
当
然
我
々
は
一
つ
ず

つ
年
を
重
ね
て
い
ま
す
が
、
前

回
の
ク
ラ
ス
会
よ
り
４
名
が
他

界
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た
方
の
多
く
は
現

役
を
引
退
さ
れ
、
悠
々
自
適
の

生
活
を
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

長
年
の
患
者
さ
ん
を
診
ら
れ
、

忙
し
い
方
も
お
ら
れ
た
。
因
み

に
、
専
門
別
で
は
、
外
科
系
10
、

内
科
系
４
、
基
礎
系
２
で
あ
っ

た
。
我
々
は
す
べ
て
、
80
才
を

過
ぎ
、
戦
争
、
空
襲
、
戦
後
の

復
興
を
経
験
し
て
い
る
。
昔
は

ひ
も
じ
い
食
生
活
を
体
験
し
た
。

今
の
戦
後
生
ま
れ
の
方
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

卒
業
時
の
専
門
別
の
数
は
分

か
ら
な
い
が
、
出
席
者
の
な
か

で
外
科
系
の
人
が
多
い
。
外
科

系
の
医
師
は
性
格
が
細
か
い
事

に
く
よ
く
よ
し
な
い
方
が
多
い

の
で
は
、
と
思
っ
た
。
奥
村
康

順
天
堂
大
学
名
誉
教
授
（
昭
44
）

は
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と
Ｎ
Ｋ
細

胞
（
腫
瘍
細
胞
を
殺
す
）
が
減

る
、
と
い
う
説
で
あ
る
。
ス
ト

レ
ス
は
発
が
ん
率
を
高
め
る
。

我
々
は
東
京
─
名
古
屋
の
リ

ニ
ア
ー
カ
ー
は
無
理
と
し
て
も
、

２
度
目
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
見
る
事
を
目
標
に
し
た
い
。

二
次
会
は
同
ホ
テ
ル
最
上
階

の
バ
ー
で
10
名
以
上
参
加
し
た
。

今
後
は
伊
藤
敏
夫
が
幹
事
長

と
な
り
、
次
の
再
会
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
永
野
夫
人
、
藤
山
夫
人
、

村
瀬
夫
人
、
中
島
夫
人
、
永
野

俊
雄
、
横
田
俊
二
、
伊
谷
昭
幸
、

藤
山
嘉
信
、
伊
藤
敏
夫
、
村
瀬

靖後
列
：
浅
見
敦
、
志
村
昭
光
、

中
島
和
彦
、
清
水
良
平
、
中
野

政
雄
、
秋
元
駿
一
、
新
井
多
喜

男
、
高
橋
康
、
加
濃
正
明

右
上
挿
入
：
滝
口
光
雄

 

（
永
野
俊
雄
）

三
一
会
（
昭
31
）

平
成
25
年
10
月
６
日
（
日
）

正
午
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
錦
糸
町
駅
近

く
の
、
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト

東
京
に
て
、
幹
事
・
松
丸
信
太

郎
君
と
小
野
の
も
と
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
出
席
は
、
会
員
14

名
、
奥
様
方
２
名
、
都
合
16
名

で
し
た
。

開
会
は
12
時
半
よ
り
、
は
じ

め
に
、
全
員
の
記
念
撮
影
を
済

ま
せ
、
そ
の
後
、
松
丸
君
の
司

会
に
始
ま
り
、
こ
の
１
年
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
級
友
２
名

（
水
島
川
和
美
君
、
海
老
原
雄
一

君
）
を
偲
び
、
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。
次
に
会
務
報
告
を
事
務

局
（
小
野
）
よ
り
報
告
。
現
在
、

会
員
39
名
、
物
故
者
41
名
、
不

詳
会
員
１
名
。
次
に
、
本
会
の

出
席
者
が
、
年
ご
と
に
減
少
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
例

会
の
開
催
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
し
て
皆
様
の
ご
意
見

を
お
伺
い
し
、
そ
の
結
果
を
基

に
、
出
席
の
皆
様
の
ご
意
見
を

千葉大学医学部五五会　2013.10.5　帝国ホテル
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お
聞
き
し
て
、
次
の
よ
う
に
決

定
し
ま
し
た
。

①　

卒
後
60
周
年
（
３
年
後
、

２
０
１
６
年
）
ま
で
は
、
毎
年
、

従
来
通
り
開
催
す
る
。

②　

そ
れ
以
後
は
、
連
絡
を
希

望
す
る
会
員
の
み
に
よ
る
、
非

公
式
の
有
志
の
会
と
す
る
。

次
に
、
宴
会
は
、
杢
保
文
彦

君
の
乾
杯
の
音
頭
に
始
ま
り
、

和
気
藹
々
時
間
の
経
つ
の
も
忘

れ
歓
談
し
ま
し
た
。
宴
半
ば
に
、

会
員
の
近
況
報
告
、
そ
し
て
、

特
に
今
ま
で
の
人
生
で
、
一
番

印
象
に
残
っ
た
こ
と
な
ど
を
ご

披
露
し
て
頂
き
、
始
め
て
お
聞

き
す
る
お
話
も
あ
り
、
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
午
後
３
時
、
来

年
の
再
会
を
約
し
、
皆
様
の
い

や
さ
か
と
健
康
を
祈
念
し
て
、

三
献
の
手
締
め
を
し
て
閉
会
し

ま
し
た
。

次
に
、
今
回
の
特
別
企
画
と

し
て
、
有
志
に
よ
る
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
見
物
に
出
か
け
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
庵
原
・
同
夫

人
・
上
原
・
宇
佐
美
・
北
川
・

松
丸
・
小
野
・
同
夫
人
の
８
名

で
す
。
２
台
の
タ
ク
シ
ー
に
分

乗
し
て
15
分
後
に
到
着
す
る
と
、

す
ご
い
込
み
よ
う
で
し
た
。
台

風
24
号
の
影
響
で
、
前
日
は
雨

模
様
で
し
た
が
、
当
日
は
曇
り

空
。
３
５
０
ｍ
の
展
望
デ
ッ
キ

か
ら
は
展
望
が
可
能
で
し
た
が
、

４
５
０
ｍ
の
展
望
回
廊
か
ら
の

展
望
は
、
残
念
な
が
ら
、
雲
の

中
で
、
視
界
不
良
で
し
た
。
写

真
な
ど
を
と
り
、
夕
が
た
５
時

解
散
し
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
庵
原
夫
人
、
山
口
慶
三
、

上
原
す
ゞ
子
、
髙
澤
五
郎
、
北

川
定
謙
、
神
尾
鋭
、
井
幡
宏

後
列
：
小
野
夫
人
、
小
野
清
四

郎
、
松
丸
信
太
郎
、
庵
原
昭
一
、

白
井
敏
雄
、
加
藤
繁
夫
、
宇
佐

美
暢
久
、
杢
保
文
彦
、
蟹
沢
成

好 

（
小
野
清
四
郎
）

写真右から
前列：宇佐美暢久、上原すゞ子、庵原夫人
後列： 小野夫人、松丸信太郎、北川定謙、

庵原昭一

さ
ん
ろ
く
会
（
昭
36
）

平
成
25
年
の
「
さ
ん
ろ
く
会
」

は
10
月
12
日
（
土
）
12
時
〜
14

時
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
東
京

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
の
「
鳳

凰
の
間
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
宴
に
先
立
ち
、
こ
の
１
年

間
に
亡
く
な
ら
れ
た
箕
山
富
夫

君
、
渕
上
隆
君
、
小
越
章
平
君

の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
全
員
で
黙

祷
を
し
ま
し
た
。

宴
会
は
先
ず
世
話
人
を
代
表

し
て
野
尻
君
が
歓
迎
の
挨
拶
を

行
い
、
今
回
は
47
人
（
会
員
37

人
、
同
伴
者
10
人
）
と
い
う
２

年
前
の
卒
後
50
周
年
記
念
会
に

並
ぶ
大
勢
の
参
加
を
得
た
喜
び

を
伝
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
会

場
と
し
て
ほ
ぼ
１
０
０
年
に
及

ぶ
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
東
京

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
が
選
ば

れ
、
地
方
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が

良
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

今
や
全
員
が
後
期
高
齢
者
の
真

只
中
、
動
け
る
う
ち
に
元
気
な

仲
間
に
会
っ
て
お
き
た
い
と
い

う
思
い
も
大
い
に
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

乾
杯
は
、
今
年
「
ゐ
の
は
な

同
窓
会
」
の
名
誉
会
員
に
選
ば

れ
た
中
田
義
隆
君
に
よ
る
威
勢

の
良
い
発
声
で
行
わ
れ
、
当
ホ

テ
ル
自
慢
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
に

一
同
舌
鼓
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
程

よ
く
入
り
、
和
や
か
な
歓
談
の

輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

今
回
の
ミ
ニ
ス
ピ
ー
チ
は
、
眼

科
診
療
の
傍
ら
能
芸
に
打
ち
込

ん
で
き
た
岡
田
信
道
君
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
演
題
は
「
能
の

世
界
に
観
る
生
と
死
─
あ
の
世

と
こ
の
世
を
往
っ
た
り
来
た
り
」

で
、
私
達
高
齢
者
に
訴
え
る
魅

力
的
な
講
演
で
し
た
。
老
い
の

生
き
方
と
し
て
「
目
標
を
持
つ

こ
と
」
の
大
切
さ
が
強
調
さ
れ
、

「
老
い
に
は
老
い
の
華
が
あ
る
」

と
の
世
阿
弥
の
感
銘
深
い
名
言

で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
最

後
は
豪
華
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の

下
が
る
鳳
凰
の
間
の
舞
台
に
集

ま
り
、
い
つ
も
カ
メ
ラ
マ
ン
を

務
め
て
く
れ
る
愛
称
「
謹
ち
ゃ

ん
」
青
木
君
が
今
回
も
賑
や
か

に
記
念
写
真
を
撮
影
し
て
、
中

締
め
と
な
り
ま
し
た
。

宴
会
後
は
、
散
策
希
望
者
26

人
が
、
予
め
配
布
し
た
地
図
と

説
明
資
料
を
基
に
歴
史
的
建
物

の
間
を
縫
っ
て
二
重
橋
へ
向
か

い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
大
手
町

は
98
年
ぶ
り
の
観
測
史
上
最
も

遅
い
真
夏
日
で
、
31
・
３
度
の

直
射
日
光
を
浴
び
な
が
ら
汗
を

拭
き
ふ
き
見
事
に
完
踏
、
そ
し

て
「
お
の
ぼ
り
さ
ん
」
よ
ろ
し

く
二
重
橋
前
で
も
う
一
度
記
念

写
真
を
撮
り
、
別
れ
を
借
し
ん

で
解
散
し
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
宮
代
道
子
、
栗
原
稔
、

山
崎
夫
人
、
山
崎
修
道
、
野
尻

夫
人
、
野
尻
雅

美
、
田
部
井
夫

人
、副
島
訓
子
、

長
谷
川
幸
子
、

野
本
一
夫
、
三

宅
伊
豫
子
、
川

村
孝
子

二
列
目
：
今
野

夫
人
、
前
嶋
夫

人
、
前
嶋
清
、

藤
塚
立
夫
、
中

田
義
隆
、
齋
藤

利
隆
、
加
藤
昌

義
、岡
田
信
道
、

石
下
峻
一
郎
、

新
井
一
夫
、
谷

合
夫
人
、
小
野

沢
夫
人
、
青
木

夫
人

三
列
目
：
青
木

謹
、今
野
昭
義
、

加
藤
喜
市
、
塚

原
重
雄
、
近
藤

省
三
、関
幸
雄
、

長
谷
川
修
司
、

桧
山
輝
男
、
福
山
悦
男
、
田
部

井
徹
、
白
石
夫
人

最
後
列
：
塚
原
夫
人
、
小
池
宏

之
、
鈴
木
光
、
松
本
生
、
栗
原

正
明
、
吉
井
逸
郎
、
白
石
博
康
、

黒
田
健
昭
、
横
山
健
郎
、
小
野

沢
君
夫
、
谷
合
明

（
副
島
訓
子
、
野
尻
雅
美
、
野
本

一
夫
、
三
宅
伊
豫
子
、
山
崎
修

道
）
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幹
事
と
し
て
は
そ
の
後
始
末
が

最
も
大
変
で
し
た
。

と
も
あ
れ
、
50
人
近
く
の
お

客
様
に
来
て
い
た
だ
き
、
観
光

不
況
に
悩
む
伊
東
市
に
多
少
と

も
貢
献
で
き
た
か
な
？
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
河
崎
夫
人
、
中
林
清
美
、

内
海
夫
人
、
奥
村
夫
人
、
緒
方

夫
人
、
浅
野
夫
人
、
音
琴
夫
人
、

土
川
夫
人
、
篠
原
夫
人
、
中
川

夫
人

二
列
目
：
高
良
宏
明
、
堀
江
弘
、

加
部
恒
男
、
浅
野
武
秀
、
伊
東

範
行
、
柴
橋
哲
也
、
土
川
秀
紀
、

奥
村
康
、
田
沢
洋
一
、
遠
藤
晴

久
、
細
井
湧
一

三
列
目
：
星
山
圭
鉱
、
河
崎
純

忠
、
泉
屋
嘉
昭
、
吉
田
操
、
吉

田
夫
人
、
間
山
素
行
、
佐
久
川

輝
章
、
篠
原
義
賢
、
河
村
弘
庸

最
後
列
：
西
村
則
之
、
佐
藤
政

教
、
西
島
浩
、
渡
辺
義
郎
、
岡

崎
壮
之
、
坂
本
建
彦
、
緒
方
孝

平
、
石
川
達
雄
、
内
海
武
彦
、

東
山
義
龍
、
山
本
健
介
、
山
本

夫
人
、
音
琴
勝
、
星
山
夫
人
、

中
川
邦
夫

 

（
篠
原
義
賢
）

業
後
41
年
と
な
り
ま
す
が
、
出

席
者
は
総
勢
42
名
と
な
り
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
司
会
は
小
林
弘
忠
君
、

大
森
耕
一
郎
君
が
行
い
会
の
冒

頭
で
、
誠
に
残
念
な
が
ら
本
年

他
界
し
た
木
口
博
之
君
を
は
じ

め
、
既
に
他
界
し
た
同
級
生
へ

の
追
悼
の
意
を
表
し
黙
祷
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の
開
会
の
挨
拶

を
小
生
田
畑
が
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭

和
大
学
名
誉
教
授
、
総
合
東
京

病
院
形
成
外
科
・
美
容
外
科
セ

ン
タ
ー
長
の
保
阪
善
昭
君
に
よ

る
『
形
成
外
科
の
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
と
共
に
40
年
』
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
形
成
外
科
医
と

し
て
の
軌
跡
が
濃
縮
さ
れ
た
講

演
と
な
り
、
形
成
外
科
の
医
療

技
術
の
歴
史
と
進
歩
に
大
変
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

次
に
乾
杯
の
挨
拶
を
、
山
口

康
一
郎
君
に
頂
戴
し
歓
談
と
な

り
ま
し
た
。
久
々
の
同
窓
会
開

催
だ
っ
た
た
め
か
最
初
は
ど
こ

か
遠
慮
が
ち
だ
っ
た
同
級
生
も
、

ア
ル
コ
ー
ル
が
回
り
は
じ
め
る

と
共
に
、
両
司
会
者
の
巧
み
な

進
行
に
誘
わ
れ
、
徐
々
に
懐
か

し
い
学
生
時
代
の
話
に
な
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

会
の
半
ば
を
過
ぎ
た
辺
り
か

ら
、
参
加
者
各
自
の
近
況
を
発

表
し
て
い
き
、
仕
事
の
面
で
は
、

定
年
を
迎
え
て
悠
々
自
適
の
毎

日
を
過
ご
す
者
、
世
代
交
代
で

後
輩
へ
の
教
育
に
尽
力
す
る
者
、

ま
だ
ま
だ
現
役
で
診
療
を
行
っ

て
い
る
者
等
々
様
々
な
分
野
で

の
活
躍
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

概
ね
近
況
の
報
告
が
終
わ
っ

た
頃
、
現
在
の
千
葉
大
学
医
学

部
構
内
の
映
像
が
放
映
さ
れ
、

医
学
生
と
し
て
学
ん
で
い
た
当

時
の
思
い
出
と
現
在
を
重
ね
合

せ
懐
旧
の
情
に
か
ら
れ
る
と
同

時
に
、
卒
業
生
の
一
人
と
し
て

現
在
の
千
葉
大
学
医
学
部
の
発

展
を
誇
ら
し
く
思
っ
た
の
は
、

小
生
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。楽

し
い
時
間
は
瞬
く
間
に
過

ぎ
、
予
定
の
時
間
を
大
幅
に
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
最
後

に
浅
野
さ
と
え
君
に
閉
会
の
挨

拶
を
頂
戴
し
、
又
の
開
催
を
固

く
誓
い
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
前
回
と
同
様
に

２
次
会
を
同
ホ
テ
ル
17
階
の
イ

ン
ペ
リ
ア
ル
ラ
ウ
ン
ジ
・
ア
ク

ア
に
て
開
催
し
、
30
名
以
上
参

加
致
し
ま
し
た
。
各
々
が
更
に

旧
交
を
温
め
、
時
間
が
過
ぎ
る

の
を
惜
し
み
つ
つ
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
の
同
窓
会
が
盛
会
の
内

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
る
も
の
で
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
小
林
弘
忠
、
竹
内
英
世
、

浅
野
さ
と
え
、
千
葉
幸
恵
、
島

田
陽
子
、
大
和
玲
子
、

大
内
泰
子
、
川
村
ひ
ろ
み
、
柳

昭
和
44
年
卒
同
窓
会

昭
和
44
年
卒
業
生
同
窓
会
は
、

伊
東
市
在
住
の
篠
原
が
幹
事
と

な
り
、
静
岡
県
伊
東
市
の
サ
ザ

ン
ク
ロ
ス
リ
ゾ
ー
ト
で
、
海
の

日
を
中
心
と
し
た
７
月
13
、
14

日
の
連
休
に
一
泊
二
日
の
ゆ
っ

た
り
し
た
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。同

窓
生
は
34
人
参
加
し
、
そ

の
う
ち
13
人
が
奥
様
同
伴
で
し

た
の
で
、
総
勢
47
人
の
盛
会
に

な
り
ま
し
た
。
宴
会
前
の
全
員

集
合
写
真
を
19
時
に
撮
影
し
ま

し
た
が
、
つ
く
ば
市
か
ら
遠
路

ド
ラ
イ
ブ
し
て
来
ら
れ
た
渡
辺

孝
太
郎
ご
夫
妻
が
三
連
休
の
渋

滞
の
た
め
わ
ず
か
に
間
に
合
わ

ず
、
残
念
な
が
ら
写
真
に
写
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

13
日
の
晩
餐
は
、
各
自
の
好

み
に
よ
り
和
食
と
イ
タ
リ
ア
ン

か
ら
の
選
択
と
し
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
伊
東
の
海
の
幸
を
メ

イ
ン
に
し
た
料
理
で
ま
ず
ま
ず

好
評
で
し
た
。
今
回
酒
類
は
各

自
ボ
ト
ル
を
持
ち
込
ん
で
予
算

を
少
な
く
す
る
方
式
に
し
ま
し

た
が
、
新
潟
の
金
賞
に
輝
い
た

名
酒
を
は
じ
め
各
地
の
日
本
酒

や
焼
酎
・
沖
縄
の
泡
盛
・
ワ
イ

ン
・
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
が
沢
山

集
ま
り
、
飲
み
き
れ
な
い
ほ
ど

で
し
た
。

会
は
出
席
者
全
員
の
近
況
報

告
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
が
、

さ
す
が
ア
ラ
セ
ブ
ン
の
集
ま
り

ら
し
く
、
今
を
盛
り
と
活
躍
し

て
い
る
方
や
、
日
々
是
好
日
と

マ
イ
ペ
ー
ス
で
生
活
し
て
い
る

方
々
に
混
じ
り
、
大
病
の
経
験

を
語
ら
れ
る
方
が
結
構
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
特
に
同

窓
会
長
の
西
島
浩
君
のVF

か

ら
の
生
還
に
は
、
皆
か
ら
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

と
は
い
え
44
年
卒
で
は
こ
の
２

年
間
訃
報
は
無
く
、
恒
例
？
の

開
宴
前
の
黙
祷
は
し
な
い
で
済

み
ま
し
た
。

晩
餐
後
の
２
次
会
は
、
カ
ラ

オ
ケ
バ
ー
と
メ
ン
バ
ー
ズ
ラ
ウ

ン
ジ
の
２
箇
所
に
分
か
れ
て
行

い
ま
し
た
が
、
両
方
を
掛
け
持

ち
す
る
方
々
も
多
く
、
深
夜
を

過
ぎ
る
ま
で
旧
交
を
温
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
日
は
大
変
暑
い
中
15
名
が

サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
の
コ
ー
ス
で
４

組
に
分
か
れ
て
ゴ
ル
フ
を
楽
し

み
、
渡
辺
孝
太
郎
君
が
優
勝
、

２
位
は
奥
村
康
君
の
奥
様
紀
和

子
さ
ん
、
ブ
ー
ビ
ー
は
中
川
邦

夫
君
と
い
う
結
果
で
し
た
。
皆

さ
ん
、
自
身
の
年
齢
に
よ
る
衰

え
を
認
め
た
く
な
い
ら
し
く
、

成
績
を
グ
リ
ー
ン
の
難
か
し
さ

の
せ
い
に
し
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
を
や
ら
な
い
グ
ル
ー

プ
は
、
美
術
館
巡
り
と
フ
レ
ン

チ
を
楽
し
む
バ
ス
ツ
ア
ー
に
16

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
伊
豆
高

原
の
ガ
ラ
ス
エ
芸
美
術
館
と
一

碧
湖
の
池
田
20
世
紀
美
術
館
を

訪
れ
、
作
品
解
説
を
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
美
術

鑑
賞
を
楽
し
み
、
そ
の
後
オ
ー

ベ
ル
ジ
ュ
ル
タ
ン
と
い
う
フ
レ

ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
ゆ
っ
た

り
と
豪
華
な
昼
食
を
堪
能
し
ま

し
た
。

そ
の
他
の
方
々
は
、
そ
れ
ぞ

れ
伊
豆
半
島
の
観
光
に
出
か
け

ら
れ
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
同
窓
会
は
、
直
前
ま

で
梅
雨
が
明
け
る
か
心
配
し
ま

し
た
が
、
暑
い
と
は
い
え
天
候

に
恵
ま
れ
、
２
日
間
無
事
に
大

き
な
事
故
も
無
く
過
ご
せ
た
こ

と
に
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
が
、

老
人
性
認
知
症
の
始
ま
り
な
の

で
し
ょ
う
か
？
物
忘
れ
が
多
く
、

昭
和
46
年
卒
同
窓
会

平
成
25
年
８
月
10
日
帝
国
ホ

テ
ル
３
階
雅
錦
の
間
に
て
、
千

葉
大
学
医
学
部
昭
和
46
年
卒
業

同
窓
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
卒



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報 第165号（13） ク ラ ス 会   

橋
京
子
、
山
室
美
砂
子
、
沓
掛

伸
二
、
吉
田
孝
宣

二
列
目
：
大
友
一
夫
、
佐
藤
章
、

荻
原
奉
祐
、
杉
本
和
夫
、
青
柳

一
正
、
牛
嶋
紃
二
郎
、
田
畑
陽

一
郎
、
文
隆
雄
、
宮
内
武
彦
、

長
谷
川
吉
則
、
平
野
和
哉
、
丹

羽
有
一
、
大
森
耕
一
郎
、
保
阪

善
昭
、
山
口
康
一
郎

三
列
目
：
北
野
邦
孝
、
鈴
木
直

人
、
小
川
正
憲
、
館
﨑
慎
一
郎
、

内
田
朝
彦
、
久
田
俊
和
、
吉
田

研
、
櫻
井
幸
弘
、
矢
端
幸
夫
、

保
坂
瑛
一
、
浜
野
頼
隆
、
山
本

勇
、
長
谷
川
利
弘
、
三
科
孝
夫
、

結
束
温

 

（
田
畑
陽
一
郎
）

52
会
（
昭
52
）

平
成
25
年
９
月
15
日
、
幕
張

の
ホ
テ
ル
ザ
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

に
お
い
て
52
会
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
52
会
は
同
期
会
で
あ

り
な
が
ら
も
昭
和
52
年
卒
に
限

ら
ず
、
学
年
を
超
え
た
幅
広
い

仲
間
の
集
ま
り
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
交
通
の
便
を
考

え
東
京
で
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
初
め
て
母
校
の
あ
る
千
葉

市
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

台
風
18
号
が
接
近
す
る
中
、
遠

方
か
ら
の
参
加
を
含
め
39
名
の

出
席
が
あ
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。
沖
縄
在
住
の
今

井
克
己
君
が
飛
行
機
の
欠
航
に

よ
り
欠
席
さ
れ
た
の
は
残
念
な

こ
と
で
し
た
。

乾
杯
の
挨
拶
は
、
当
日
最
初

に
受
け
付
け
を
済
ま
せ
た
人
が

行
う
の
が
決
ま
り
ご
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
獨
協
医
科
大
脳
外

科
教
授
の
兵
頭
明
夫
君
が
台
湾

で
の
学
会
を
１
日
繰
り
上
げ
て

帰
国
、
受
け
付
け
準
備
前
に
到

着
し
て
い
た
も
の
の
、
挨
拶
は

水
戸
か
ら
参
加
の
松
前
孝
幸
君

で
し
た
。
松
前
君
は
現
役
真
っ

盛
り
の
開
業
医
で
す
。
台
風
の

影
響
に
よ
る
交
通
機
関
の
乱
れ

か
ら
翌
日
の
診
療
に
差
し
支
え

る
こ
と
を
懸
念
し
、
わ
ざ
わ
ざ

車
を
運
転
し
て
の
参
加
で
し
た
。

毎
回
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り

の
挨
拶
が
時
間
不
足
と
な
っ
て

し
ま
う
反
省
か
ら
、
恒
例
と
な

っ
て
い
る
講
演
会
や
研
究
発
表

は
今
回
は
企
画
し
ま
せ
ん
で
し

た
。ま

ず
、
五
十
嵐
辰
男
君
（
千

葉
大
学
工
学
研
究
科
教
授
）
か

ら
千
葉
大
学
の
現
状
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
千
葉
大
学
亥
鼻
地

区
は
再
開
発
に
よ
り
様
変
わ
り

し
た
こ
と
を
ス
ラ
イ
ド
で
示
し

な
が
ら
紹
介
。
国
立
大
学
が
研

修
医
の
リ
ク
ル
ー
ト
に
苦
戦
し

て
い
る
こ
と
、
定
員
55
名
中
９

名
が
初
期
研
修
医
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
来
葉
す
る
機
会
の
少
な

い
参
加
者
に
は
貴
重
な
報
告
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

食
堂
キ
ス
ミ
が
現
存
し
て
い
る

と
の
話
に
は
一
同
か
ら
歓
声
が

あ
が
り
、
１
９
７
０
年
代
へ
回

帰
し
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
参
加
者
か
ら
の
挨

拶
と
近
況
報
告
に
移
り
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
、

気
心
の
知
れ
た
仲
間
と
の
よ
も

や
ま
話
に
会
は
盛
り
上
が
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
も
自
ず
と
長

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
石

橋
勇
貴
君
は
雪
深
い
会
津
田
島

か
ら
30
年
ぶ
り
の
参
加
。
過
酷

な
僻
地
医
療
の
中
に
あ
っ
て
も

逆
境
に
負
け
な
い
強
い
使
命
感

を
感
じ
ま
し
た
。
八
千
代
市
医

師
会
長
の
椎
原
秀
茂
君
は
７
年

後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で

は
仕
事
を
継
続
す
る
つ
も
り
と

の
こ
と
。
千
葉
労
災
病
院
整
形

外
科
の
山
縣
正
庸
君
は
腰
の
手

術
数
は
千
葉
県
で
ト
ッ
プ
に
な

る
と
と
も
に
、
新
病
院
が
完
成

し
さ
ら
に
症
例
数
を
増
や
し
た

い
と
意
気
軒
昂
の
挨
拶
。
脳
外

科
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
第
一
人

者
で
あ
る
兵
頭
君
と
並
ん
で
外

科
系
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
福
島
県
郡
山
か
ら

参
加
の
今
泉
照
恵
君
は
、
東
電

原
発
事
故
以
来
若
者
が
少
な
く
、

研
修
医
も
逃
げ
て
し
ま
う
ほ
ど

で
あ
り
、
定
年
は
と
て
も
考
え

ら
れ
な
い
と
の
窮
状
を
訴
え
ま

し
た
。
大
学
助
教
授
か
ら
最
成

病
院
院
長
に
転
進
し
た
鈴
木
孝

雄
君
は
、
11
年
か
け
て
黒
字
病

院
に
成
し
遂
げ
、
地
域
の
中
核

施
設
と
し
て
再
生
さ
せ
た
手
腕

を
大
い
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

話
は
尽
き
ま
せ
ん
が
紙
面
の
都

合
上
割
愛
し
ま
す
。

い
ず
れ
の
皆
さ
ん
も
ま
だ
ま

だ
診
療
の
第
一
線
で
、
多
少
疲

れ
た
身
体
に
ム
チ
を
う
ち
な
が

ら
も
懸
命
に
働
い
て
い
る
こ
と

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
私
達

は
も
う
し
ば
ら
く
、
医
療
の
世

界
に
身
を
置
き
、
引
退
は
も
う

少
し
先
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

二
次
会
に
参
加
で
き
な
い
仲

間
を
考
慮
し
て
、
ひ
と
ま
ず
記

念
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。
本
千

葉
小
児
科
の
安
田
敏
行
君
が
総

会
中
の
写
真
と
動
画
の
記
録
係

を
引
き
受
け
て
く
れ
た
た
め
、

た
く
さ
ん
の
資
料
を
保
存
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
機
会
に
紹
介
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

二
次
会
は
同
ホ
テ
ル
宴
会
場

７
０
８
に
場
所
を
移
し
ま
し
た
。

話
題
は
困
難
な
症
例
や
学
問
の

相
談
か
ら
始
ま
り
、
徐
々
に
自

ら
の
病
気
や
け
が
の
経
験
談
、

家
族
特
に
孫
の
自
慢
話
、
趣
味

や
将
来
の
展
望
な
ど
、
次
第
に

個
人
の
打
ち
明
け
話
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
話
は
尽
き
ず
名

残
惜
し
く
も
、
す
っ
か
り
夜
も

ふ
け
台
風
が
迫
っ
て
い
る
こ
と

を
考
え
、
３
年
後
の
再
会
を
約

束
し
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
開
催
が
東
京
で
あ
れ
ば

都
内
在
住
の
稲
田
晴
生
君
、
遠

藤
文
夫
君
、
小
林
純
君
ら
に
尽

力
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
、
心
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強
い
限
り
で
す
。
後
日
、
幹
事

を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
礒
辺

啓
二
郎
君
よ
り
、「
52
会
は
特
別

な
集
ま
り
で
あ
り
、
大
成
功
で

よ
か
っ
た
。
さ
ら
に
工
夫
を
こ

ら
し
た
企
画
を
練
り
、
今
回
出

席
さ
れ
な
か
っ
た
仲
間
に
も
集

ま
り
や
す
い
雰
囲
気
作
り
を
考

え
て
い
こ
う
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
っ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、

報
告
を
終
え
ま
す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
宇
梶
晴
康
、
升
田
吉
雄
、

石
橋
勇
貴
、
岡
本
和
美
、
今
泉

照
恵
、
古
川
斎
、
遠
藤
文
夫
、

兵
頭
明
夫
、
安
田
敏
行
、
湊　

明
、
松
前
孝
幸

二
列
目
：
平
田
豊
明
、
礒
辺
啓

二
郎
、
石
出
猛
史
、
小
林
純
、

山
田
善
重
、
松
岡
明
、
山
川
久

美
、
山
縣
正
庸
、
太
田
義
章
、

宇
田
川
晃
一
、
水
谷
正
彦
、
村

野
（
水
谷
）
早
苗

三
列
目
：
椎
原
秀
茂
、
菅
沢
寛

健
、
木
村
正
幸
、
須
田
啓
一
、

大
西
正
康
、
五
十
嵐
辰
男
、
松

本
明
石
、
鈴
木
孝
雄
、
田
中
幹

雄
、
稲
田
晴
生
、
高
橋
敏
信
、

川
俣
泰
男
、
川
田
崇
雄
、
青
柳

栄
一

 

（
古
川
斎
）

「
壊
れ
て
い
る
個
所
は
、
ど
こ

も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。」、
平
成

23
年
３
月
11
日
以
降
の
、
と
あ

る
日
、
木
造
建
屋
で
あ
る
〝
ゐ

の
は
な
同
窓
会
館
〟
で
の
会
話

の
ひ
と
こ
ま
で
す
。
会
館
の
１

階
に
あ
る
〝
猪
之
鼻
奨
学
会
事

務
室
〟
で
執
務
す
る
猪
之
鼻
奨

学
会
事
務
職
員
に
よ
る
報
告
で

す
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

鉄
筋
の
医
学
部
本
館
や
記
念
講

堂
に
お
い
て
は
、
損
傷
個
所
が

い
く
つ
も
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
で
す
。

さ
て
、
２
階
建
の
〝
ゐ
の
は

な
同
窓
会
館
〟は
、多
く
の
人
々

に
と
っ
て
、
想
い
出
の
場
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
の
想
い

出
と
い
う
と
、
合
宿
な
ど
で
よ

く
利
用
さ
れ
て
い
る
２
階
大
広

間
で
す
。
半
世
紀
ほ
ど
前
の
こ

と
で
し
た
。
２
年
次
の
時
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。
ク
ラ
ス
の
学

友
ら
と
と
も
に
、
基
礎
医
学
系

教
授
と
の
懇
談
の
場
を
設
け
た

の
で
す
。
主
テ
ー
マ
は
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
つ
い
て
で
す
。

現
在
ほ
ど
教
育
改
革
が
叫
ば
れ

て
い
な
か
っ
た
時
期
ゆ
え
、
学

生
の
身
と
し
て
、
緊
急
の
課
題

で
あ
る
と
し
て
取
り
上
げ
た
の

で
す
。
そ
の
成
果
は
別
と
し
て
、

脳
裏
に
刻
ま
れ
た
事
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
懇
談
の
最
終
面
で
す
。

あ
る
恩
師
に
よ
る
、
朗
々
と
し

た
歌
声
が
、
あ
た
り
に
こ
だ
ま

し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
木
枠

の
窓
か
ら
、
南
側
の
庭
園
が
見

下
せ
る
絶
景
を
眺
め
な
が
ら
。

ま
さ
に
、
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、

西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
一
線

を
画
せ
る
場
で
も
あ
っ
た
わ
け

で
す
。

実
は
、
冒
頭
の
１
階
猪
之
鼻

奨
学
会
事
務
室
の
隣
に
は
、
ゐ

の
は
な
同
窓
会
会
報
〝
ゐ
の
は

な
〟
の
学
生
編
集
部
が
あ
り
ま

し
た
。
授
業
の
合
間
に
は
三
々

五
々
学
生
編
集
員
が
た
ち
よ
り
、

諸
先
輩
や
顧
問
の
先
生
方
に
貴

重
な
お
話
を
い
た
だ
い
た
次
第

で
す
。
一
階
に
は
、
食
堂
も
あ

り
、
眼
を
転
じ
れ
ば
、
同
窓
会

館
北
側
に
は
、
木
造
の
学
生
寮

あ
り
で
す
。
ま
た
、
そ
の
学
生

寮
の
奥
に
は
、
街
中
へ
と
通
じ

る
坂
道
が
あ
り
、
蛇
や
リ
ス
な

ど
に
巡
り
合
え
た
の
で
す
。
さ

ら
に
は
、
春
の
桜
花
が
あ
た
り

一
面
を
包
み
こ
ん
で
く
れ
る
季

節
が
め
ぐ
る
の
で
す
。
キ
ャ
ン

パ
ス
西
は
ず
れ
と
は
い
え
、
心

に
し
み
る
一
大
拠
点
だ
っ
た
の

で
す
。

し
か
し
な

が
ら
、
御
存

じ
の
よ
う
に
、

キ
ャ
ン
パ
ス

風
景
は
一
変

し
て
お
り
ま

す
。〝
ゐ
の

は
な
同
窓
会

館
〟
の
周
囲

は
、
自
動
車

駐
車
場
へ
と

様
変
わ
り
し

ま
し
た
。
キ

ャ
ン
パ
ス
内

に
お
け
る
集

会
可
能
な
木

造
家
屋
と
し

て
は
、
最
後

の
建
造
物
で

す
が
、
余
命

い
く
ば
く
も

な
い
状
況
へ

と
転
じ
て
き

た
の
で
す
。

大
学
当
局
の

み
な
ら
ず
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会

み
ず
か
ら
も
、
複
数
回
の
修
繕

を
試
み
ま
し
た
が
、
老
朽
化
は

い
か
ん
と
も
し
が
た
い
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
か
と
い
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
会
館
と
い
う
厚
生

施
設
へ
の
大
胆
な
支
援
は
、
な

か
な
か
得
ら
れ
な
い
時
代
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
会
報

の
前
号
の
編
集
後
記
に
記
し
た

よ
う
に
、
約
20
年
前
ほ
ど
よ
り
、

会
館
新
設
へ
の
旅
路
を
始
め
ま

し
た
。

幸
運
な
こ
と
に
、
ま
た
、
特

記
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
新
会

館
建
設
の
旅
路
を
保
障
す
る
基

盤
が
構
築
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
会
計
上
、

基
金
と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
組
織
の
構
築

の
過
程
で
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ

御
努
力
を
な
さ
れ
て
き
た
諸
先

生
方
の
知
恵
の
結
晶
で
す
。
そ

の
上
で
、
流
れ
は
作
ら
れ
ま
し

た
。
諸
先
輩
の
英
知
と
旅
路
で

の
様
々
な
御
努
力
を
な
さ
れ
て

き
た
諸
先
生
方
へ
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
す
。
今
後
は
、
他
の

多
く
の
先
生
方
の
さ
ら
な
る
叡

智
に
も
よ
り
、
中
身
あ
る
新
た

な
〝
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
〟
が

展
開
さ
れ
る
よ
う
望
ま
れ
ま
す
。

「
人
、
一
生
は
短
く
と
も
、
心
、

永
遠
に
あ
れ
」
の
ご
と
く
。

な
お
、
皆
様
の
ご
寄
付
で
運

営
さ
れ
、
そ
の
ご
寄
付
に
は
税

法
上
の
優
遇
処
置
が
な
さ
れ
う

る
公
益
財
団
法
人
、〝
猪
之
鼻
奨

学
会
〟
は
、
新
会
館
へ
と
移
動

し
ま
す
。
若
き
医
学
生
へ
の
奨

学
金
や
研
究
学
徒
へ
の
研
究
資

金
援
助
と
い
う
事
業
を
、
新
会

館
内
事
務
室
よ
り
い
た
し
ま
す
。

関
連
資
料

⑴
平
成
24
年
版
の
会
員
名
簿
に

あ
る
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
景

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
西
は
ず

れ
の
橙
色
屋
根
の
家
屋
が
、
ゐ

の
は
な
同
窓
会
館
で
す
。

⑵
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
：

１
３
２
号
15
面

　

同
窓
会
館
の
現
況

１
４
３
号
４
面

　

ゐ
の
は
な
台
の
現
在

１
４
４
号
特
集

　

 

現
在
の
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館

風
景

　

同
窓
会
館
維
持
管
理
状
況

１
４
４
号
１
面

　

 

ゐ
の
は
な
同
窓
会
同
窓
会
館

新
設
の
準
備
始
ま
る

　

募
金
の
予
告

１
４
５
号
１
面

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
に
憶
う

１
４
６
号
１
面

　

 

新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
設
立

（
千
葉
大
学
医
学
部
創
立
１
３

５
周
年
記
念
）
事
業
会
発
足

⑶
オ
ン
ラ
イ
ン
会
報
：

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
千
葉
大
学
記

念
講
堂
の
価
値
を
語
る　

栗
生

明同
窓
会
：
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報

『
ゐ
の
は
な
』
学
生
編
集
長
時
代

の
想
い

　
【
１
】 

中
野
義
澄
（
昭
和
45
）

　
【
２
】 

菊
地
紀
夫
（
昭
和
49
）

「
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
学
生
編
集

部
」
誕
生
の
こ
ろ　

松
本

オ
ン
ラ
イ
ン
書
庫

　

 （
諸
団
体
の
紹
介
）：
公
益
財

団
法
人　

猪
之
鼻
奨
学
会

キ
ャ
ン
パ
ス
便
り
：

　

 

２
０
１
０
春　

千
葉
大
学
・

亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
・
西
千
葉

キ
ャ
ン
パ
ス

　
［
２
０
１
０
・
５
・
26
掲
載
］

蘇
る
風
景
２
０
１
０

　

 

春
の
亥
鼻
山
と
千
葉
市
内

【
前
編
】

・
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
他

　
［
２
０
１
０
・
７
・
23
掲
載
］

「
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
」
の
計

画
概
要
に
つ
い
て

 

栗
生　

明
、　

鈴
木
弘
樹

蘇
る
風
景
２
０
１
１
千
葉
・
東

京
編

・
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
他

　
［
２
０
１
２
・
３
・
21
掲
載
］

猪
之
鼻
奨
学
会
事
務
室
に
て
綴
る

ゐ
の
は
な
同
窓
会
館　

つ
れ
づ
れ
の
記

　
　

公
益
財
団
法
人　

猪
之
鼻
奨
学
会　

会
長

　
　

ゐ
の
は
な
同
窓
会　

副
会
長

　

鈴
木　

信
夫
（
昭
47
）

ゐのはな同窓会館正面玄関と猪之鼻奨学会看板
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育
成
を
視
野
に
入
れ
た
地
域
医

療
研
修
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
研

修
の
強
化
を
通
し
て
、
千
葉
大

学
医
学
部
附
属
病
院
の
初
期
研

修
マ
ッ
チ
ン
グ
率
向
上
や
地
域

医
療
の
充
実
に
尽
力
し
て
参
り

ま
す
。

当
部
を
開
設
し
て
か
ら
無
事

10
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
無
事
と
付
け
た
の
は

謙
虚
さ
か
ら
で
は
な
く
、
大
学

総
合
診
療
部
は
開
設
さ
れ
て
も

吸
収
・
消
滅
す
る
事
例
が
少
な

く
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
最
大

の
原
因
は
入
局
者
数
の
低
迷
で

す
。
総
合
診
療
の
定
義
づ
け
が

容
易
で
は
な
く
、
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
が
曖
昧
で
あ
る
が
故
に
、

意
欲
あ
る
若
者
が
生
涯
の
キ
ャ

リ
ア
と
す
る
に
は
役
不
足
だ
と

見
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ

う
。
初
期
研
修
先
と
し
て
は
人

気
が
あ
っ
て
も
、
後
期
研
修
医

を
確
保
で
き
る
施
設
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
我
々
が
提
供
で
き
る

研
修
場
所
は
、
３
つ
の
外
来
ブ

ー
ス
と
小
さ
な
プ
リ
セ
プ
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
を
合
わ
せ
た
20
坪

だ
け
で
す
が
、
診
断
推
論
を
主

眼
と
す
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

施
行
し
、
関
連
講
座
を
開
設
し

て
以
来
、
毎
年
、
募
集
定
員
以

上
の
入
局
者
と
大
学
院
生
に
恵

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
診
断

推
論
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
評
判

と
な
り
、
北
は
東
北
か
ら
南
は

九
州
ま
で
、
参
加
希
望
の
開
業

医
や
勤
務
医
は
、
千
葉
大
病
院

の
全
研
修
登
録
医
の
半
数
を
占

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、

そ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
様
子

は
「NHK

総
合
診
療
医
ド
ク
タ

ー
Ｇ
」
の
雛
形
に
も
な
り
ま
し

た
。
診
断
推
論
と
は
診
断
学
の

How

の
部
分
に
心
理
学
や
確
率

論
を
持
ち
込
ん
だ
学
問
で
す
。

も
と
も
と
診
断
学
は
内
科
学
の

根
幹
を
な
す
領
域
で
す
が
、
先

端
医
療
追
求
で
多
忙
な
内
科
医

に
と
っ
て
は
当
た
り
前
す
ぎ
て
、

近
年
、
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
目
を
付
け
、
診
断

推
論
学
と
い
う
形
で
当
教
室
の

核
と
し
た
の
で
す
。
最
近
で
は

マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、

総
合
診
療
医
は
診
断
に
長
け
て

い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
診
断
学

は
総
合
診
療
の
専
門
性
を
表
す

も
の
で
は
な
い
た
め
、
本
分
と

す
る
地
域
医
療
研
修
を
き
ち
ん

と
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

総
合
診
療
は
本
年
度
よ
う
や

く
厚
生
労
働
省
か
ら
19
番
目
の

専
門
診
療
科
と
し
て
承
認
さ
れ
、

さ
ら
に
文
部
科
学
省
も
総
合
診

療
の
名
前
を
冠
し
た
初
の
大
型

競
争
資
金
を
公
募
し
、
幸
い
千

葉
大
学
か
ら
の
申
請
案
も
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
厚
労
省
と
文
科

省
が
足
並
み
を
揃
え
た
か
の
よ

う
に
打
ち
出
し
た
こ
れ
ら
２
つ

の
政
策
は
、
総
合
診
療
の
世
界

で
仕
事
を
す
る
者
に
と
っ
て
画

期
的
な
出
来
事
で
あ
り
、
平
成

25
年
は
総
合
診
療
元
年
と
も
呼

ぶ
べ
き
年
に
な
り
ま
し
た
。

折
し
も
来
年
に
は
千
葉
大
学

医
学
部
附
属
病
院
の
新
外
来
棟

が
竣
工
を
迎
え
、
当
教
室
の
外

来
ブ
ー
ス
数
も
３
倍
に
増
加
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
希
望
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
制
限
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
た
初
期
・
後
期
研

修
医
お
よ
び
研
修
登
録
医
の
受

け
入
れ
人
数
を
大
幅
に
緩
和
で

き
ま
す
し
、
先
の
競
争
資
金
で

こ
れ
ま
で
育
成
し
た
人
材
を
診

療
所
の
指
導
医
と
し
て
雇
用
し
、

大
学
病
院
か
ら
地
域
へ
研
修
の

場
を
拡
大
し
て
、
新
た
に
認
定

さ
れ
る
総
合
診
療
専
門
医
の
育

成
に
乗
り
出
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
診
療
所
と
附
属
病
院

総
合
診
療
部
をICT

で
つ
な
ぎ
、

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
症
例
を
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
病
院

を
受
診
す
る
比
較
的
ま
れ
だ
け

れ
ど
も
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
に

欠
か
せ
な
い
疾
患
と
、
地
域
で

の
高
頻
度
疾
患
の
両
者
を
経
験

で
き
る
研
修
体
制
を
構
築
す
る

予
定
で
す
。

大
学
病
院
外
来
で
の
紹
介
患

者
を
対
象
と
し
た
、
こ
れ
ま
で

の
診
断
推
論
研
修
は
当
教
室
の

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
で
あ
り
、

今
春
い
よ
い
よ
セ
カ
ン
ド
ス
テ

ー
ジ
と
な
る
総
合
診
療
専
門
医

総
合
診
療
部

　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

　

診
断
推
論
学

教
授　

生　

坂　

政　

臣
（
昭
60
）

　

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

船
橋
二
和
病
院
は
１
９
８
１

年
（
昭
和
56
年
）、
千
葉
県
船
橋

市
で
民
主
的
医
療
運
動
に
支
え

ら
れ
て
開
院
。
患
者
、
地
域
住

民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
り
、

24
時
間
安
心
し
て
か
か
る
こ
と

が
で
き
る
病
院
と
し
て
、
二
次

医
療
機
関
・
救
急
医
療
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
船
橋
市
（
人
口

61
万
）
北
部
に
位
置
し
、
地
域

の
拠
点
病
院
と
し
て
、
予
防
か

ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

一
貫
し
た
総
合
的
な
医
療
を
追

求
。
入
院
・
外
来
・
救
急
、
在

宅
医
療
等
の
診
療
に
あ
た
る
中

で
、
第
一
線
医
療
に
力
を
そ
そ

い
で
き
ま
し
た
。
船
橋
市
内
で

は
二
次
救
急
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

当
番
病
院
と
し
て
月
３
〜
４
回

担
当
し
、
年
間
の
救
急
車
受
け

入
れ
件
数
は
３
千
件
を
超
え
て

い
ま
す
。
小
児
科
は
市
内
で
２

つ
し
か
な
い
入
院
病
床
を
持
ち
、

小
児
二
次
受
け
入
れ
病
院
と
し

て
、
入
院
・
外
来
診
療
を
数
多

く
行
っ
て
い
ま
す
。
産
婦
人
科

も
、
糖
尿
病
や
慢
性
腎
疾
患
な

ど
を
数
多
く
診
て
い
る
内
科
や

小
児
科
及
び
市
内
唯
一
の
常
勤

医
の
い
る
小
児
外
科
と
の
連
携

で
、
安
心
し
て
お
産
の
出
来
る

病
院
と
し
て
地
域
で
は
貴
重
な

存
在
で
す
。
ま
た
、
病
院
内
外

で
医
療
と
社
会
保
障
に
つ
い
て

健
康
友
の
会
や
患
者
会
な
ど
と

協
同
し
た
活
動
や
、
出
張
健
診

を
は
じ
め
と
す
る
保
健
予
防
活

動
を
地
域
の
中
で
積
極
的
に
す

す
め
て
い
ま
す
。
２
０
０
２
年

４
月
厚
生
労
働
省
の
臨
床
研
修

病
院
の
指
定
、
２
０
０
６
年
１

月
医
療
機
能
評
価
機
構
の
認
証

を
得
ま
し
た
。

当
院
の
千
葉
大
学
出
身
の
医

師
は
、
附
属
診
療
所
所
長
（
内

科
）：
高
橋
稔
（
昭
42
）、
副
院

長
（
内
科
）：
松
隈
英
樹
（
昭

55
）、
副
院
長
（
心
臓
血
管
外

科
）：
守
月
理
（
昭
57
）、
副
院

長
（
内
科
）：
宮
原
重
佳
（
昭

船
橋
二
和
病
院

院
長　

長
谷
川　

純
（
昭
49
）

62
）、
小
児
科
科
長
：
森
田
昌
男

（
昭
58
）、
小
児
外
科
科
長
：
新

保
和
広
（
昭
60
）、
病
理
科
長
：

下
山
英
（
平
３
）
放
射
線
科
長
：

加
藤
肇
（
平
３
）、
リ
ハ
ビ
リ
科

長
：
関
口
麻
里
子
（
平
６
）、
ふ

さ
の
く
に
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー

代
表
：
松
岡
角
英
（
平
12
）、
他

７
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
院
の
研
修
で
は
「
主
治
医

を
育
成
す
る
研
修
」
を
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。
年
齢
・
性
別
を

問
わ
ず
、
患
者
さ
ん
を
一
人
の

「
人
間
」
と
し
て
と
ら
え
向
き
合

う
こ
と
。
疾
患
の
種
類
に
よ
ら

ず
心
身
各
部
の
診
療
の
求
め
に

応
じ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
継
続

し
て
患
者
さ
ん
の
生
命
と
生
活

に
責
任
を
持
ち
続
け
る
医
師
の

こ
と
を
「
主
治
医
」
と
定
義
し

育
成
に
努
め

て
い
ま
す
。

研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
30

年
以
上
前
か

ら
行
っ
て
い

る
幅
広
い
ロ

ー
テ
ー
ト
研

修
で
診
療
能

力
の
取
得
を

め
ざ
し
ま
す
。

内
科
、救
急
、

地
域
医
療
と

外
科
（
麻
酔

科
を
含
む
）、

小
児
科
、
産

婦
人
科
、
精

神
科
の
全
て

を
経
験
し
ま
す
。
更
に
、
規
模

の
異
な
る
病
院
（
内
科
）
や
診

療
所
で
の
研
修
に
よ
り
様
々
な

患
者
さ
ん
を
診
療
し
、
総
合
力

の
習
得
が
望
め
ま
す
。
研
修
管

理
委
員
会
、
研
修
評
価
会
議
、

指
導
評
価
会
議
、
他
職
種
も
交

え
た
院
内
医
師
研
修
委
員
会
を

定
期
開
催
す
る
こ
と
で
、
研
修

の
到
達
度
を
多
角
的
に
集
団
で

評
価
し
、
適
切
な
指
導
に
繋
げ

て
い
ま
す
。
会
議
で
だ
さ
れ
た

研
修
医
の
意
見
や
要
望
は
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
研
修
内
容
な
ど

に
も
反
映
し
ま
す
。

初
期
研
修
後
は
、
基
幹
科
や

家
庭
医
な
ど
の
後
期
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
用
意
し
、
地
域
医
療

を
担
う
医
師
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
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後
期
研
修
５
年
目
を
終
え
て

　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
呼
吸
器
内
科

　

安　

部　

光　

洋
（
平
20
）

私
は
平
成
20
年
に
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
君
津
中
央

病
院
に
て
２
年
間
の
初
期
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同

院
呼
吸
器
科
に
て
３
年
間
の
後

期
研
修
を
行
い
、
本
年
４
月
よ

り
呼
吸
器
内
科
に
入
局
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
千
葉
大
学

医
学
部
附
属
病
院
呼
吸
器
内
科

の
病
棟
医
と
し
て
勤
務
し
て
お

り
ま
す
。

君
津
中
央
病
院
は
、
千
葉
県

内
の
基
幹
病
院
と
し
て
主
要
な

診
療
科
が
揃
っ
て
お
り
、
ま
た

三
次
救
急
病
院
と
し
て
救
急
医

療
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
た
め

に
研
修
先
と
し
て
希
望
し
ま
し

た
。
初
期
研
修
を
始
め
た
頃
は
、

内
科
医
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
た
も
の
の
、
内
科
の
中
で
の

専
門
分
野
は
ま
だ
決
め
か
ね
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
専
門
分
野

の
診
療
だ
け
で
な
く
目
の
前
に

い
る
患
者
さ
ん
の
全
身
を
診
て

診
断
、
治
療
が
行
え
る
よ
う
な

内
科
医
に
な
り
た
い
と
思
い
、

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
多
く
の
内

科
診
療
科
が
あ
り
経
験
が
積
め

る
病
院
を
選
択
し
ま
し
た
。
君

津
中
央
病
院
に
は
当
時
、
呼
吸

器
内
科
、
消
化
器
内
科
、
循
環

器
内
科
、
内
分
泌
代
謝
内
科
、

神
経
内
科
の
５
診
療
科
に
常
勤

医
が
い
ま
し
た
し
、
そ
の
後
、

総
合
診
療
科
と
腎
臓
内
科
は
常

勤
医
の
い
る
診
療
科
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
他
、
血
液
内
科
、

膠
原
病
内
科
は
非
常
勤
の
み
な

が
ら
外
来
診
療
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
たICU

を
始
め
救

急
集
中
治
療
科
も
研
修
す
る
こ

と
で
、
内
科
認
定
医
に
必
要
な

症
例
も
ほ
ぼ
す
べ
て
初
期
研
修

の
２
年
間
で
収
集
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

呼
吸
器
内
科
と
の
出
会
い
は

初
期
研
修
医
１
年
目
の
２
月
で

し
た
。
２
月
、
３
月
と
２
ヶ
月

間
の
研
修
で
診
療
し
た
疾
患
は

呼
吸
器
領
域
以
外
の
疾
患
も
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
肺
癌

の
好
発
転
移
部
位
と
し
て
の
頭

蓋
内
や
骨
・
腹
部
臓
器
の
診

察
・
画
像
の
読
影
は
重
要
で
し

た
。
気
管
支
喘
息
を
始
め
と
す

る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
間
質
性
肺
炎
や
肺

胞
出
血
な
ど
を
合
併
す
る
た
め

膠
原
病
や
血
管
炎
な
ど
の
自
己

免
疫
疾
患
の
診
療
に
あ
た
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、

肺
炎
・
胸
膜
炎
、
肺
結
核
な
ど

の
感
染
性
疾
患
、
肺
塞
栓
症
や

心
不
全
な
ど
の
循
環
器
疾
患
な

ど
、
扱
う
疾
患
が
非
常
に
多
岐

に
わ
た
っ
て
お
り
、
全
身
を
診

察
で
き
る
内
科
医
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
た
私
の
理
想
像
と

一
致
し
ま
し
た
。
ま
た
君
津
中

央
病
院
の
呼
吸
器
内
科
で
お
世

話
に
な
っ
た
先
生
方
が
み
な
と

て
も
親
切
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
理
由
か
ら
、
呼
吸
器
内
科
を

生
涯
の
専
門
科
と
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

初
期
研
修
の
後
、
そ
の
ま
ま

後
期
研
修
を
君
津
中
央
病
院
呼

吸
器
内
科
で
３
年
間
行
い
ま
し

た
。
途
中
で
他
の
病
院
へ
の
異

動
も
考
え
ま
し
た
が
、
３
年
間

の
診
療
で
一
人
一
人
の
患
者
さ

ん
を
初
診
か
ら
最
後
ま
で
通
し

て
診
ら
れ
る
機
会
が
多
く
得
ら

れ
た
こ
と
は
大
変
勉
強
に
な
り

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
現
在
は
卒
業
以
来
５

年
ぶ
り
に
千
葉
大
学
に
戻
り
、

呼
吸
器
内
科
の
病
棟
医
と
し
て

の
後
期
研
修
に
励
ん
で
お
り
ま

す
。
大
学
卒
業
時
点
で
は
ま
だ

新
病
棟
建
設
中
で
し
た
の
で
、

新
し
い
病
棟
に
感
激
し
ま
し
た
。

研
修
医
だ
よ
り

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
異
動
で

あ
り
、
当
初
は
不
安
も
多
か
っ

た
も
の
の
、
医
局
の
雰
囲
気
は

非
常
に
よ
く
、
面
倒
見
が
よ
い

指
導
医
の
先
生
方
の
お
か
げ
で

非
常
に
充
実
し
た
研
修
を
行
う

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群
や
肺
高
血
圧

症
、
気
道
出
血
に
対
す
る
気
管

支
動
脈
塞
栓
術
な
ど
君
津
中
央

病
院
で
は
経
験
で
き
な
か
っ
た

疾
患
も
数
多
く
経
験
で
き
て
お

り
、
大
変
有
意
義
な
研
修
を
送

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

呼
吸
器
内
科
医
は
ま
だ
ま
だ

数
が
不
足
し
て
い
る
診
療
科
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
千
葉

県
の
呼
吸
器
内
科
診
療
を
少
し

で
も
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
授

臨
床
試
験
部

　

花
岡　

英
紀
（
平
５
）

 

（
同
部
講
師
よ
り
）

特
任
教
授

社
会
精
神
保
健
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

治
療
・
社
会
復
帰
支
援
研
究
部
門

　

渡
邉　

博
幸
（
平
４
）

 

（
精
神
医
学
准
教
授
よ
り
）

講
師

精
神
医
学

　

橋
本　

佐
（
平
20
院
）

 

（
同
領
域
助
教
よ
り
）

こ
ど
も
の
こ
こ
ろ
診
療
部

　

椎
名　

明
大
（
平
12
）

 

（
同
部
助
教
よ
り
）

他
大
学
教
授
就
任

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
緩
和
医
療
学

麻
酔
科
学
講
座

　

下
山　

直
人
（
昭
57
）

　
　

 （
東
京
医
科
大
学
病
院
緩
和

医
療
部
教
授
よ
り
）

日
本
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

生
体
統
御
科
学

　

柿
沼　

由
彦
（
昭
63
）

 　
　

 （
高
知
大
学
基
礎
医
学
部

門
循
環
制
御
学
准
教
授

よ
り
）

産
業
医
科
大
学
医
学
部
眼
科
学

　

近
藤　

寛
之
（
昭
63
）

 
（
同
准
教
授
よ
り
）

人
事
異
動

ご住所・ご勤務先等に変更がございましたら
ゐのはな同窓会事務局にもご一報ください。

電話　（043）202-3750
FAX　（043）202-3753
e-mail：info@inohana.jp
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医師無料職業紹介
千葉県ドクターバンクでは、県内医療機関で働いていただける医師の

皆さまの登録を受け、求人登録している医療機関に関する情報提供

や紹介等、就業に関する支援を行います。

出産、育児等でしばらく就業していなかった女性医師や、一度退職され

再び職場復帰を考えている医師の方も、是非ご利用ください。

NPO法人 千葉医師研修支援ネットワーク  Chiba Doctors’Career Support Network
〒260-8677 千葉市中央区亥鼻1丁目8番1号  千葉大学医学部附属病院 教育研修棟2階  TEL: 043-222-2005  FAX: 043-222-2733 
【厚生労働省 無料職業紹介事業許可番号 12-ム-300012】  E-mail: office@dcs-net.org

Dr.BANK千葉県
ドクターバンク

千葉県医師キャリアアップ・就職支援センター

定年退職者等のための医師無料職業紹介
千葉県シルバードクターバンクは、定年退職された医師や高年齢の

医師の皆さまに対して、高齢であってもその知識技能を発揮できる

就業が可能な医療機関の情報提供や紹介など、就業に関する支援を

行っています。ベテラン医師としての経験をいかして千葉県で働い

てみませんか ?  ご登録をお待ちしています。

Silver
Dr.BANK

千葉県
シルバードクターバンク

千葉県医師キャリアアップ・就職支援センター

詳細はWEBで！

URL: https://www.chiba-sildr-bank.org/

検索で千葉 シルバードクターバンク

詳細はWEBで！

URL: https://www.chiba-dr-bank.org/

検索で千葉 ドクターバンク

千葉の医療を支える一人に！
千葉県PRマスコットキャラクター チーバくん

千葉県許諾第A305-6号



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報第165号  （18）

※本研究会はスカラーシッププログラムの講義としても位置づけております。

参加費：医師のみ1,000円（研修医、学生は不要）

日　時　平成 26年2月1日（土） 13：00～ 17：   00
場　所　京成ホテル ミラマーレ 6 階ローズルーム
　　　　千葉市中央区本千葉町15-1  TEL：043-222-2111

共催：ちばBasic & Clinical Research Conference
　　　千葉医学会 /第一三共株式会社

千葉大学大学院医学研究院 整形外科学　大鳥　精司
電話 043－226－2117
           （内線 5303、5304）
FAX 043－226－2116　　　　　　　　　　　　 
E-mail sohtori@faculty.chiba-u.jp

ちば Basic & Clinical Research Conference5 ちば Basic & Clinical Research Conference

開
催
の
お
知
ら
せ

【世話人（敬称略）】
千葉大学医学部附属病院長   宮崎　　勝
千葉大学大学院医学研究院長   横須賀　收
千葉労災病院院長    河野　陽一
千葉大学医学部医学教育研究室教授  田邊　政裕
千葉大学大学院医学研究院整形外科学教授  高橋　和久
千葉大学大学院医学研究院分化制御学教授  徳久　剛史
千葉大学大学院医学研究院分子ウイルス学教授 白澤　　浩
千葉大学大学院医学研究院薬理学教授 　　　　中谷　晴昭
千葉大学大学院医学研究院分化制御学  坂本　明美

【事務局】

BBBBBaaaassssiiiicccc &&&&
linical Researchhhh  CCCConference

i
& Clin

Baaaasic &&& Clinical Reeeesssseeeeaaaarrrrcccch Confffeeereeennnncccccccccccccccccccccccccccccceeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee
BBBBBaaaaaaaaaaaaaaaasssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiicccccccccccccccccccccccc &&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&& CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCllllllllllllliiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnnnnniiiiiiiiiiiiiiiiccccccccccccccccccaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaallllllllllllll RRRRRRRRRRRRRRRRRRRR Research Conference

7
チラシポスター

13：00 ～　開会の辞
千葉大学大学院医学研究院長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横須賀　收 先生

13：10 ～　メーカーセッション
座長　千葉大学医学部附属病院 アレルギー・膠原病内科  　　　　教授　中島　裕史 先生
『ステロイド性骨粗鬆症の管理と治療』
演者　千葉大学医学部附属病院 アレルギー・膠原病内科  　　　　助教　玉地　智宏 先生

13：30 ～　講座紹介
座長　千葉大学大学院医学研究院 免疫細胞医学  　　　　　　　　教授　本橋新一郎 先生
『診断推論を如何に学び、如何に教えるか』
演者　千葉大学医学部附属病院 総合診療部  　　　　　　　　　　教授　生坂　政臣 先生
『生物としてのウイルス、無生物としてのウイルス』
　　　千葉大学大学院医学研究院 分子ウイルス学  　　　　　　　教授　白澤　　浩 先生

14：30 ～　学生発表
座長　千葉大学大学院医学研究院 分化制御学
　　　　　　　　　     　　助教　坂本　明美 先生
　　　東邦大学医学部 整形外科学講座（佐倉）
　　　　　　　　　  　　准教授　中島　　新 先生

15：50 ～　特別講演
座長　千葉大学大学院医学研究院 薬理学
　　　　　　　　　　  　　教授　中谷　晴昭 先生
『未来を担う君たちへ ～医学研究を楽しもう～』
演者　千葉大学大学院医学研究院 分化制御学
　　　　　　　　　　  　　教授　徳久　剛史 先生
16：50 ～　学生講演表彰
司会　千葉大学大学院医学研究院 整形外科学
　　　　　　　　　　  　　教授　高橋　和久 先生
17：00 ～　閉会の辞
千葉大学医学部医学教育研究室
　　　　　　　　　　  　　教授　田邊　政裕 先生

15：30 ～　コーヒーブレイク
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学
内
情
報

平
成
25
年
11
月
１
日
（
金
）、

亥
鼻
同
窓
会
館
に
お
い
て
、
第

８
回
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
留
学
生

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
医

療
系
３
学
部
（
医
学
部
、
薬
学

部
、
看
護
学
部
）
が
亥
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
に
統
合
さ
れ
、
海
外
か

ら
の
留
学
生
・
研
究
者
も
総
計

81
名
と
増
加
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
海
外
13
カ
国
（
香
港
・
ウ

ィ
グ
ル
自
治
区
を
含
む
中
国
、

台
湾
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ロ
シ
ア
、
南
ア

フ
リ
カ
共
和
国
、
ネ
パ
ー
ル
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、

タ
イ
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

エ
ジ
プ
ト
）
の
留
学
生
・
研
究

者
51
名
と
そ
の
家
族
22
名
の
計

73
名
、
高
校
生
６
名
を
含
む
各

学
部
の
教
職
員
・
家
族
・
友
人

37
名
、
総
数
１
１
０
名
の
多
数

の
参
加
が
あ
り
、
み
ん
な
で
楽

し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
嬉
し
い
こ
と
に
留

学
生
の
家
族（
奥
様
・
ご
主
人
・

子
供
・
祖
母
、
友
人
な
ど
）
の

参
加
数
は
22
名
で
、
第
１
回
〜

第
７
回
の
１
─５
─８
─10
─11
─14

─14
名
と
比
べ
て
一
番
多
く
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
参
加
し
や

す
い
雰
囲
気
と
な
っ
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

新
し
い
同
窓
会
館
が
現
在
建

設
中
で
あ
り
、
今
年
の
開
催
が

最
後
と
な
る
旧
同
窓
会
館
が
本

当
に
狭
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の

大
盛
況
で
し
た
。
医
学
部
か
ら

吉
田
英
生
副
医
学
研
究
院
長

（
広
報
・
連
携
・
国
際
担
当
）、

木
村
定
雄
教
授
、
看
護
学
部
か

ら
宮
崎
美
佐
恵
看
護
学
研
究
科

長
、
岩
崎
弥
生
国
際
交
流
委
員

長
、
薬
学
部
か
ら
荒
野
泰
薬
学

研
究
院
長
、
西
田
篤
司
教
授
、

石
橋
正
己
教
授
、
齊
藤
和
希
教

授
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

見
城
悌
治
准
教
授
な
ど
多
数
の

ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
餅
つ
き
大
会
が
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
開
催
さ

れ
、
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
る
実

演
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
餅
つ

き
は
言
葉
が
な
く
て
も
通
じ
る

の
で
し
ょ
う
、
女
性
と
子
供
さ

ん
も
参
加
し
て
多
く
の
み
な
さ

ん
が
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
と
く
に
子
供
さ
ん
と

お
祖
母
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
が
と
て

も
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。
留
学

生
の
子
供
さ
ん
が
毎
年
顔
を
合

わ
す
た
び
に
背
丈
が
伸
び
て
お

兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
に
大
き
く
成

長
し
て
い

る
の
が
よ

く
わ
か
り

ま
し
た
。

指
導
教
員

や
多
数
の

教
職
員
を

交
え
て
の

交
流
会
は

年
１
回
で

す
が
や
っ

ぱ
り
大
切

な
憩
い
と

出
会
い
の

場
所
と
い

う
思
い
が

し
ま
し

た
。交

流
会

途
中
の
集

合
記
念
写

真
に
は
84

名
が
写
っ

て
い
ま
す
。

毎
年
交
流

会
の
多
数

の
写
真
は

亥
鼻
地
区

の
各
学

部
・
セ
ン

タ
ー
と
病

院
の
建
物
、

第
８
回
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
留
学
生
交
流
会

生
命
情
報
科
学　

田
村　
　

裕

分
子
生
体
制
御
学　

木
村　

定
雄

小
児
外
科
学　

吉
田　

英
生

桜
の
風
景
の
写
真
と
共
に
Ｃ
Ｄ

と
し
て
無
料
で
留
学
生
全
員
に

記
念
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
参

加
し
た
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
と
て

も
す
て
き
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
支
援

今
後
と
も
、
新
し
い
若
い
世

代
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
日

本
で
の
よ
り
楽
し
い
学
生
生

活
・
研
究
生
活
の
想
い
出
と
な

る
よ
り
充
実
し
た
交
流
会
と
し

て
発
展
・
継
続
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
系

３
学
部
が
勢
揃
い
し
て
、
ま
す

ま
す
密
接
な
交
流
・
協
力
体
制

が
築
け
る
も
の
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。
２
０
０
６
年
に
亥
鼻

地
区
の
留
学
生
交
流
会
を
立
ち

上
げ
た
木
村
教
授
が
来
年
３
月

で
定
年
退
職
さ
れ
ま
す
。
第
８

回
ま
で
の
ご
努
力
に
感
謝
い
た

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｄ
の
渋
谷
圭
美

氏
、
医
学
部
学
務
係
・
豊
田
英

樹
氏
、
小
林
葉
月
氏
、
薬
学
部

と
看
護
学
部
の
学
務
係
の
皆
様
、

留
学
生
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
瀧
口
正
樹
教
授
、
分

子
生
体
制
御
学
の
西
山
眞
理
子

氏
、
住
宮
菜
弥
香
氏
、
ゐ
の
は

な
同
窓
会
、
薬
学
部
薬
友
会
、

看
護
学
部
同
窓
会
の
皆
様
の
ご

協
力
ご
支
援
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

優勝 準優勝 第3位 千葉大学医学部順位
硬式野球 千葉大学 聖マリアンナ医科大学 獨協医科大学 優勝
硬式テニス（男子） 東北大学 慶應義塾大学 信州大学 1回戦敗退
硬式テニス（女子） 筑波大学 福島県立医科大学 日本医科大学 1回戦敗退
ソフトテニス（男子） 新潟大学 岩手医科大学 札幌医科大学 予選トーナメント5位
ソフトテニス（女子） 秋田大学 群馬大学 弘前大学 予選リーグ敗退
卓球（男子） 山形大学 東北大学 千葉大学 第3位
卓球（女子） 順天堂大学 東京女子医科大学 秋田大学 ベスト16
バレーボール（男子） 旭川医科大学 山形大学 新潟大学 第4位

バドミントン（男子） 旭川医科大学 岩手医科大学 千葉大学
福島県立医科大学 第3位

サッカー 順天堂大学 筑波大学 群馬大学 第4位
バスケットボール（男子） 慶應義塾大学 新潟大学 東邦大学 ベスト8

バスケットボール（女子） 昭和大学 東京女子医科大学 筑波大学
聖マリアンナ医科大学 ベスト16

剣道 自治医科大学 旭川医科大学
秋田大学

群馬大学
順天堂大学

予選リーグ1位通過
ベスト16

空手 山形大学 札幌医科大学
獨協医科大学 防衛医科大学校 1回戦敗退

弓道 札幌医科大学 東北大学 千葉大学 第3位入賞（全医体出場）
水泳（男子） 東北大学 慶應義塾大学 防衛医科大学 400mメドレーリレー7位

水泳（女子） 東京女子医科大学 山形大学 筑波大学 200mメドレーリレー8位
400mフリーリレー8位

ヨット 筑波大学 東北大学 東邦大学 総合4位
ゴルフ（男子） 慶應義塾大学 .北海道大学 東京慈恵会医科大学 第23位
ラグビー 弘前大学 獨協医科大学 東北大学 1回戦敗退

第56回　東日本医科学生総合体育大会　夏期競技結果総合ポイント
第1位 第2位 第3位 千葉大学医学部順位

慶応義塾大学 筑波大学 東北大学 12位/36校
個人成績 
卓球（男子） シングルス…ベスト32：小野亮平　ダブルス…ベスト8：小野亮平・藤田教寛
剣道 3回戦進出　澤田大輔・吉村悟志
空手　組手 2回戦敗退　岩田翔平　楽満紳大郎
弓道 個人第十位：堀川貴史　最高学年賞：堀川貴史　敢闘賞：井田友明　射道優秀賞：堀川貴史
水泳（男子） 800m自由形　第7位：宮崎文平　 50m自由形　第4位：横山大騎　100m平泳ぎ　第2位：横山大騎
水泳（女子）  50m平泳ぎ　第2位：齋藤瑞恵　100m平泳ぎ　第4位：齋藤瑞恵
ヨット JPN4305個人戦　第2位：三井健大朗／西織浩信

第56回　東日本医科学生総合体育大会　夏期競技結果
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２
０
１
３
年
度
亥
鼻
祭
（
11

月
２
日
、
３
日
開
催
）
に
つ
い

て
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

亥
鼻
祭
は
今
年
度
復
活
し
て
11

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
１
日
目
は
生
憎
の
雨
で

来
場
者
が
非
常
に
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
２
日
目
は
天
気
も

盛
り
返
し
、
約
２
２
０
０
名
の

方
々
に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
亥
鼻
祭
が
続
い
て
お

り
ま
す
の
も
、
ゐ
の
は
な
同
窓

会
会
員
の
先
生
方
を
始
め
と
致

し
ま
し
て
皆
様
の
ご
協
力
あ
っ

て
の
こ
と
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
一
同
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

今
年
は
記
念
講
堂
が
使
え
な

か
っ
た
関
係
上
、
講
演
会
の
企

画
を
看
護
棟
内
で
行
っ
た
り
、

雨
天
の
中STAGE

上
に
テ
ン

ト
を
設
営
し
て
そ
の
下
で
バ
ン

ド
を
行
っ
た
り
、
後
夜
祭
を
野

外
で
行
っ
た
り
と
、
例
年
に
は

な
い
事
態
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
マ
ン
パ
ワ
ー
と

協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
実
感
し

て
お
り
ま
す
。
大
学
祭
は
在
学

生
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
地

域
の
方
々
、
卒
業
生
の
方
々
、

ご
家
族
の
方
々
、
は
た
ま
た
未

来
の
千
葉
大
生
と
繋
が
る
こ
と

の
で
き
る
貴
重
な
場
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
大
学
祭
が
続
く
こ
と
自
体
に

意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、

末
永
く
こ
の
亥
鼻
祭
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
亥
鼻
祭
を
温
か
く

見
守
っ
て
頂
き
、
毎
年
足
を
お

運
び
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

尚
、
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た

方
々
へ
は
御
礼
が
遅
れ
ま
し
て

大
変
失
礼
致
し
ま
し
た
。
後
日

詳
し
い
企
画
の
内
容
等
に
関
し

ま
し
て
の
報
告
書
及
び
御
礼
状

を
お
送
り
致
し
ま
す
。
今
後
と

も
亥
鼻
祭
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

委
員
長　
　

小
野
亮
平（
医
４
）

副
委
員
長　

近
藤
優
帆（
医
４
）

副
委
員
長　

山
内
優
子（
看
３
）

副
委
員
長　

大
川
結
子（
薬
３
）

施
設
局
長　

寺
川
文
英（
医
４
）

財
務
局
長　

岸
本
真
治（
医
２
）

広
報
局
長　

森　

春
輝（
医
３
）

企
画
局
長　

鈴
木
健
文（
医
５
）

総
務
長　
　

池
田
耀
介（
医
４
）

実
行
委
員　

岩
永
光
巨（
医
５
）

　
　
　
　
　

石
野
貴
雅（
医
４
）

　
　
　
　
　

高
木
賢
人（
医
４
）

　
　
　
　
　

榊
原
の
ぞ
み（
看
４
）

　
　
　
　
　

山
口
弘
美（
薬
４
）

　
　
　
　
　

松
村　

凱（
医
３
）

　
　
　
　
　

武
内　

崇（
医
３
）

　
　
　
　
　

山
田
夏
生（
看
３
）

　
　
　
　
　

冨
澤
優
実（
薬
３
）

２
０
１
３
年
度
亥
鼻
祭
実
行
委
員
長

医
学
部
４
年　

小
野　

亮
平

亥

　鼻

　祭

平
成
25
年
度
第
56
回
東
日
本

医
科
大
学
総
合
体
育
大
会
に
お

き
ま
し
て
千
葉
大
学
医
学
部
硬

式
野
球
部
は
35
年
ぶ
り
６
回
目

の
優
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

東
医
体
で
は
過
去
５
年
で
４

度
の
準
優
勝
と
優
勝
ま
で
あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
で
足
踏
み
を
重

ね
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
本
年

つ
い
に
悲
願
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
初
戦
こ
そ
苦

戦
を
強
い
ら
れ
た
も
の
の
そ
の

後
は
順
調
に
勝
ち
進
み
、
２
年

連
続
し
て
決
勝
戦
に
進
出
し
ま

し
た
。
こ
の
決
勝
の
対
戦
相
手

は
昨
年
と
同
じ
聖
マ
リ
ア
ン
ナ

医
科
大
学
と
な
り
、
終
始
リ
ー

ド
を
許
す
こ
と
な
く
勝
利
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同

じ
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
同
じ

失
敗
を
繰
り
返
さ
な
か
っ
た
こ

と
が
こ
の
一
年
で
チ
ー
ム
の
最

も
成
長
で
き
た
点
で
あ
っ
た
と

考
え
ま
す
。
過
程
は
も
ち
ろ
ん

重
要
で
す
が
、
優
勝
と
い
う
形

と
し
て
結
果
を
得
ら
れ
た
こ
と

は
、
チ
ー
ム
と
し
て
も
個
人
と

し
て
も
今
後
へ
の
自
信
に
繋
が

る
も
の
と
考
え
ま
す
。
こ
の
一

年
間
や
っ
て
き
た
こ
と
が
意
義

あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
実
感
す

れ
ば
次
の
一
年
へ
の
姿
勢
も
変

化
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

ま
た
優
勝
す
る
チ
ー
ム
作
り

の
で
き
る
環
境
が
あ
る
の
は
、

こ
の
硬
式
野
球
部
が
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
の
方
々
に
支
え
続
け
ら
れ
て

い
る
た
め
で
す
。
神
奈
川
県
で

行
わ
れ
た
東
医
体
に
も
多
く
の

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
が
応
援
に

い
ら
し
て
下
さ
り
ま
し
た
。
私

た
ち
部
員
一
同
は
伝
統
あ
る
硬

式
野
球
部
に
所
属
さ
せ
て
頂
い

て
い
る
と
い
う
意
識
を
常
に
持

ち
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
こ
れ
か
ら
も
部
員
と
し
て

自
覚
あ
る
行
動
を
と
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

今
年
度
は
関
東
医
科
大
学
硬

式
野
球
リ
ー
グ
に
お
き
ま
し
て

３
年
ぶ
り
に
Ⅰ
部
リ
ー
グ
優
勝

を
果
た
し
て
お
り
、
硬
式
野
球

部
と
し
て
は
満
足
い
く
結
果
を

得
ら
れ
た
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

し
た
。
た
だ
目
標
を
達
成
し
た

後
も
達
成
感
ば
か
り
に
浸
ら
ず
、

今
後
も
新
し
い
目
標
に
向
か
い
、

慢
心
す
る
こ
と
な
く
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
日
々
努
力
を
続
け

て
い
く
所
存
で
す
。

東
日
本
医
科
大
学
総
合
体
育
大
会
優
勝

硬
式
野
球
部　

医
学
部
４
年　

太
田　
　

仁

２
０
１
３
年
度
亥
鼻
祭
実
行
委
員
会
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千
葉
大
学
医
学
部
山
岳
部
の

部
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
、
吉

元
将
也
で
す
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
、
山
岳
部
に
つ
い
て
の

簡
単
な
紹
介
と
、
今
年
度
の
活

動
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す

ま
ず
山
岳
部
を
簡
単
に
ご
紹

介
し
ま
す
。
山
岳
部
は
１
９
５

３
年
設
立
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど

創
部
60
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。
部
員
が
少
な
い
時
期
も
あ

っ
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
20

〜
25
人
ほ
ど
と
な
り
、
Ｏ
Ｂ
の

先
生
方
、
昨
年
か
ら
顧
問
に
就

任
し
て
下
さ
っ
た
中
島
裕
史
先

生
の
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、

お
陰
様
で
活
発
に
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
部
員
は
亥
鼻
キ
ャ
ン

パ
ス
の
医
学
部
生
、
看
護
学
部

生
、
薬
学
部
生
だ
け
で
な
く
西

千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
育
学
部

生
、
工
学
部
生
な
ど
様
々
な
学

部
・
大
学
院
の
学
生
か
ら
な
り

ま
す
。
な
か
に
は
２
年
生
以
上

で
入
部
す
る
学
生
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
中
学
・
高
校
で
山

岳
部
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル

部
等
を
経
験
し
た
者
も
お
り
ま

す
が
、
多
く
は
大
学
に
入
っ
て

初
め
て
山
と
出
会
っ
た
、
自
然

が
好
き
な
学
生
で
す
。
山
岳
部

だ
け
の
部
員
も
お
り
ま
す
が
、

他
の
運
動
部
・
文
化
部
の
活
動

も
並
行
し
て
行
っ
て
い
る
部
員

も
多
く
、
私
も
ス
キ
ー
部
・
卓

球
部
で
も
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

登
山
の
対
象
と
し
て
は
、
筑

波
山
・
奥
多
摩
・
丹
沢
な
ど
関

東
近
郊
の
低
山
か
ら
、
北
ア
ル

プ
ス
・
南
ア
ル
プ
ス
・
八
ヶ
岳

な
ど
の
本
格
的
な
山
ま
で
、
形

態
も
日
帰
り
・
小
屋
泊
・
テ
ン

ト
泊
な
ど
様
々
で
す
。
登
山
経

験
の
有
無
を
問
わ
ず
「
誰
で
も

気
軽
に
、
安
全
に
山
登
り
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

こ
と
が
山
岳
部
の
魅
力
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
初
心

者
も
低
い
山
か
ら
始
め
て
経
験

を
積
ん
だ
後
、
本
格
的
な
登
山

に
も
挑
戦
で
き
ま
す
。
山
は
、

普
段
絶
対
に
味
わ
う
こ
と
の
で

き
な
い
大
自
然
の
雄
大
さ
や
美

し
さ
を
私
た
ち
に
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
以
前
か
ら
山
中
寮
の
幹

部
も
務
め
る
部
員
が
い
る
こ
と

も
あ
り
、
富
士
山
７
合
目
の
救

護
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
。
山
に
行
く
前
後

に
は
、
打
ち
合
わ
せ
や
反
省
会

と
称
し
、
飲
み
会
、
ご
飯
会
な

ど
、
と
て
も
楽
し
く
活
動
し
て

い
ま
す
。

次
に
２
０
１
３
年
４
月
か
ら

の
活
動
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
５
月
に
新
入
生
歓
迎

登
山
と
し
て
筑
波
山
へ
、
７
月

に
救
護
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
兼

ね
て
富
士
山
に
、
９
月
に
南
ア

ル
プ
ス
の
甲
斐
駒
ケ
岳
、
仙
丈

ケ
岳
へ
テ
ン
ト
泊
で
、
ま
た
10

月
に
は
Ｏ
Ｂ
の
先
生
と
共
に
北

ア
ル
プ
ス
の
鹿
島
槍
ヶ
岳
に
そ

れ
ぞ
れ
登
り
ま
し
た
。
ど
の
山

も
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

私
に
と
っ
て
最
も
印
象
に
残
っ

て
い
る
登
山
と
し
て
甲
斐
駒
ケ

岳
、
仙
丈
ケ
岳
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
甲
斐
駒
ケ
岳
（
２
，
９
６

山
岳
部

　
　

医
学
部
２
年　

吉
元　

将
也

卓
球
部

　
　

医
学
部
３
年　

平
田　
　

優

課
外
活
動
団
体
だ
よ
り

７
ｍ
）
は
花
崗
岩
か
ら
成
る
た

め
に
山
肌
が
常
に
白
く
「
南
ア

ル
プ
ス
の
貴
公
子
」、
仙
丈
ケ
岳

（
３
，
０
３
３
ｍ
）
は
高
山
植
物

が
豊
富
で
山
容
が
な
だ
ら
か
で

あ
る
こ
と
か
ら
「
南
ア
ル
プ
ス

の
女
王
」、
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
幸
い
な
こ
と
に
天

候
に
恵
ま
れ
て
、
富
士
山
は
も

ち
ろ
ん
遠
く
北
ア
ル
プ
ス
ま
で

見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
自
然
の
中
、
自
分
た
ち
で
作

る
ご
飯
、
狭
い
テ
ン
ト
の
中
で

仲
間
と
お
酒
を
片
手
に
笑
い
あ

う
楽
し
さ
、
こ
れ
は
実
際
に
登

っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
で

し
ょ
う
。

写
真
は
新
入
生
歓
迎
登
山
で

登
っ
た
筑
波
山
の
山
頂
で
撮
影

し
た
も
の
で
す
。
今
年
は
新
入

生
が
10
名
と
、
二
年
生
が
４
名

入
部
し
、
ま
す
ま
す
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
、

今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
、

初
心
者
で
も
気
軽
に
楽
し
く
山

千
葉
大
学
亥
鼻
卓
球
部
は
、

水
、
金
、
土
曜
日
の
週
三
回
、

大
学
構
内
の
体
育
館
で
練
習
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
正
規
練
習

日
以
外
で
も
自
主
練
習
が
活
発

で
、
熱
意
の
あ
る
部
員
が
大
勢

い
ま
す
。
現
在
は
、
医
学
部
、

看
護
学
部
に
薬
学
部
を
加
え
、

総
勢
30
名
程
度
の
部
員
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。
中
学
や
高
校
で

卓
球
を
し
て
い
た
経
験
者
と
、

大
学
か
ら
卓
球
を
始
め
た
初
心

者
が
半
々
の
割
合
で
活
動
し
て

お
り
、
体
育
館
で
和
気
あ
い
あ

い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
練
習

に
お
い
て
卓
球
を
す
る
以
外
で

も
、
ご
飯
会
を
行
っ
た
り
、
亥

鼻
祭
で
テ
ン
ト
出
店
を
行
っ
た

り
す
る
こ
と
で
、
部
員
と
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。
春
季
、

秋
季
に
お
け
る
関
東
リ
ー
グ
や

東
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大

会
（
東
医
体
）、
東
日
本
医
歯
薬

卓
球
大
会
な
ど
、
様
々
な
大
会

に
お
い
て
、
個
人
戦
・
団
体
戦

で
好
成
績
を
あ
げ
る
た
め
、

登
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
ぜ
ひ
一
度
千
葉
大
学
医

学
部
山
岳
部
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
あ
な
た
の
そ
の
目
で
、
足

で
、
耳
で
、
五
感
を
フ
ル
に
使

っ
て
共
に
山
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

日
々
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
平
成
25
年
度
の
春
季

関
東
リ
ー
グ
で
は
、
男
子
団
体

で
千
葉
大
学
は
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
春
季
関
東
リ

ー
グ
で
は
数
年
ぶ
り
に
優
勝
で

き
た
と
い
う
こ
と
で
、
部
員
一

同
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

こ
の
大
会
の
数
日
後
に
行
わ
れ

た
新
歓
コ
ン
パ
で
も
、
多
く
の

新
入
部
員
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
の
東
医
体
で
は
、

男
子
団
体
は
三
連
覇
が
か
か
っ

て
い
ま
し
た
が
、
三
位
と
い
う

結
果
で
し
た
。
改
め
て
、
優
勝

す
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
難
し
い

こ
と
か
を
感
じ
ま
し
た
。
女
子

は
初
心
者
と
し
て
大
学
か
ら
始
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私
た
ち
千
葉
大
学
ゐ
の
は
な

音
楽
部
は
、
毎
週
水
・
金
曜
日

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
薬
学
部

講
義
棟
や
サ
ー
ク
ル
会
館
の
ほ

か
、
千
葉
県
文
化
会
館
な
ど
外

部
の
施
設
を
借
り
て
練
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。
現
在
部
員
は
医

学
部
・
看
護
学
部
・
薬
学
部
合

わ
せ
て
80
名
で
、
小
さ
い
頃
か

ら
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い
る
よ

う
な
人
か
ら
、
大
学
に
入
る
ま

で
楽
器
に
触
っ
た
こ
と
の
な
か

っ
た
よ
う
な
人
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
部
員
が
集
ま
っ
て
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

現
在
、
ゐ
の
は
な
手
話
の
会

に
は
医
学
部
生
・
看
護
学
部

生
・
薬
学
部
生
か
ら
な
る
お
よ

そ
１
０
０
名
近
い
在
校
生
が
在

籍
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
20

名
ほ
ど
が
日
々
の
活
動
に
参
加

し
て
い
る
。
ゐ
の
は
な
手
話
の

会
は
毎
週
月
曜
日
の
18
時
半
か

ら
と
木
曜
日
の
18
時
か
ら
同
窓

会
館
を
拠
点
に
勉
強
会
を
行
っ

て
い
る
。
勉
強
会
の
ス
タ
イ
ル

と
し
て
は
、
基
本
的
に
は
３
年

生
を
中
心
と
し
て
１
年
生
に
独

自
に
作
成
し
た
テ
キ
ス
ト
を
元

に
手
話
の
単
語
を
教
え
て
い
く
。

時
々
、
ゐ
の
は
な
手
話
の
会
発

足
当
時
か
ら
交
流
を
も
っ
て
い

る
聾
者
・
鍵
富
孝
氏
が
会
に
参

加
し
て
下
さ
り
、
そ
の
豊
富
な

知
識
を
分
け
て
下
さ
っ
た
り
も

す
る
。
ゐ
の
は
な
手
話
の
会
は

発
足
時
か
ら
暖
か
く
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
雰
囲
気
を
大
切
に
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切

さ
を
学
ん
で
い
る
。
そ
の
暖
か

な
雰
囲
気
は
ゐ
の
は
な
手
話
の

会
が
誇
る
べ
き
特
徴
の
一
つ
で

あ
り
、
守
る
べ
き
伝
統
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
豊
富
な
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で

あ
る
。
ゐ
の
は
な
手
話
の
会
で

は
以
下
の
よ
う
な
年
中
行
事
を

ゐ
の
は
な
音
楽
部
は
、「
病
院

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
が
で

き
た
ら
」
と
い
う
思
い
か
ら
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
年
々
活
動
の

幅
を
広
げ
て
お
り
、
現
在
で
は

年
２
回
の
病
院
で
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
、
定

期
演
奏
会
や
亥
鼻
祭
で
の
音
楽

喫
茶
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

演
奏
を
行
っ
て
い
ま
す
。
部
員

数
が
増
え
、
部
活
の
規
模
も
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
方
々
が
作
り
上
げ
て
き

た
ゐ
の
は
な
音
楽
部
の
サ
ウ
ン

ド
や
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

は
、
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
に
受
け

行
っ
て
お
り
、
多
く
の
メ
ン
バ

ー
が
参
加
し
和
気
藹
々
と
交
流

を
深
め
て
い
る
。

・
４
月
・
５
月　

新
入
生
歓
迎

イ
ベ
ン
ト
（
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、

浅
草
め
ぐ
り
、
新
歓
コ
ン
パ

な
ど
）

・
８
月
・
９
月　

手
話
会
夏
季

補
習
会
、
夏
旅
行
、
八
千
代

医
療
セ
ン
タ
ー
で
のBlack 

Box

・
10
月　

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
会

（
西
千
葉
に
あ
る
手
話
サ
ー
ク

ル
）
と
の
交
流
会

・
11
月　

亥
鼻
祭
で
のBlack 

Box

、
幹
部
交
代
式
、
温
泉

旅
行

・
12
月　

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
・
２
月　

追
い
コ
ン
、
ス
キ
ー

旅
行

・
各
月
に
誕
生
会

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
一

番
特
徴
的
な
の
は「Black Box

」

で
あ
ろ
う
。「Black Box

」
で

は
視
覚
障
害
者
の
江
藤
昌
弘
氏

を
お
招
き
し
、
亥
鼻
に
設
け
ら

れ
た
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
熱
唱
し

て
頂
く
。
そ
こ
に
ゐ
の
は
な
手

話
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
歌
詞
に

手
話
を
つ
け
て
発
表
を
す
る
、

所
謂
「
手
話
ソ
ン
グ
」
あ
る
い

継
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

病
院
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ジ
ブ
リ
な
ど
の

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
ま
で
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
演
奏
し
て

い
ま
す
。
千
葉
大
学
医
学
部
附

属
病
院
で
は
毎
年
12
月
に
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
の
格
好
を
し
た
り
、

着
ぐ
る
み
を
着
た
り
し
て
、
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
な
ど
を
演
奏

し
て
い
ま
す
。
病
院
コ
ン
サ
ー

ト
は
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
る
方

と
の
距
離
が
近
く
、
演
奏
中
に

患
者
さ
ん
の
反
応
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
目
の
前
の

患
者
さ
ん
と
音
楽
を
通
じ
て
会

話
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
笑

顔
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
病

院
コ
ン
サ
ー
ト
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

写
真
は
昨
年
の
９
月
に
行
っ

た
第
11
回
定
期
演
奏
会
の
時
に

撮
っ
た
も
の
で
す
。
夏
に
は
合

宿
を
行
っ
た
り
、
土
曜
日
や
日

曜
日
に
も
一
日
練
習
を
し
た
り

と
、
半
年
間
の
集
大
成
で
あ
る

定
期
演
奏
会
に
向
け
て
日
々
練

習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
困
難

な
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

部
員
一
人
ひ
と
り
が
一
生
懸
命

に
曲
と
向
き
合
い
、
パ
ー
ト
や

セ
ク
シ
ョ
ン
を
超
え
て
互
い
に

意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
一
つ

ゐ
の
は
な
音
楽
部

　
　

医
学
部
３
年　

斉
藤　

加
奈　

ゐ
の
は
な
手
話
の
会

　
　

医
学
部
３
年　

吉
村　

悟
志

　
　

看
護
学
部
３
年　

柏
倉　

早
紀

　
　

看
護
学
部
３
年　

渡
邉　

裕
子

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
ま
と

ま
っ
て
音
楽
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
と
き
の
喜
び
や
達

成
感
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

最
後
に
、
私
は
ゐ
の
は
な
音

楽
部
に
入
っ
て
多
く
の
貴
重
な

経
験
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
楽
器
を
演
奏
す
る
楽
し
さ

や
、
演
奏
を
通
じ
て
音
楽
の
楽

し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
喜
び
、
そ

し
て
音
楽
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
、

た
く
さ
ん
の
人
と
の
つ
な
が
り

め
た
部
員
が
多
い
の
で
す
が
、

東
医
体
な
ど
の
大
会
で
好
成
績

を
あ
げ
る
た
め
に
一
生
懸
命
練

習
し
て
い
ま
す
。

部
活
で
は
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

先
生
方
に
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
練
習
や
部
活
の

行
事
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
先
生
方
か
ら
は
、
卓
球

の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
部
活
と

い
う
組
織
を
ど
う
し
て
い
く
と

よ
い
か
、
卒
業
し
て
現
場
に
出

た
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
う
し
た
縦
の
つ
な
が

り
が
で
き
る
の
も
、
部
活
の
利

点
で
す
。
部
活
動
の
運
営
に
は

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
先
生
方
の
ご
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
場

を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

部
活
に
お
い
て
情
熱
を
も
っ

て
努
力
す
る
こ
と
は
、
必
ず
将

来
医
療
の
現
場
に
出
る
と
き
の

糧
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

部
員
と
一
緒
に
汗
を
流
し
た
時

間
は
、
貴
重
な
思
い
出
と
し
て

一
生
心
に
残
る
も
の
に
な
る
と

も
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
部
活

で
の
時
間
を
一
瞬
一
瞬
大
事
に

し
、
励
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。（
写
真
は
Ｈ
25
年
度

東
医
体
で
の
も
の
）

は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。

大
学
生
活
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
得
ら
れ
た
こ
と
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

一
生
懸
命
部
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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は
「
歌
手
話
」
の
発
表
の
場
と

な
っ
て
い
る
。
江
藤
氏
の
歌
声

は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
亥
鼻
祭

に
訪
れ
た
人
々
が
ス
テ
ー
ジ
の

前
で
思
わ
ず
足
を
止
め
て
し
ま

う
ほ
ど
だ
。
視
覚
障
害
と
い
う

ハ
ン
デ
を
負
っ
た
江
藤
氏
の
美

し
い
歌
声
と
、
聴
覚
障
害
を
抱

え
た
人
々
へ
さ
さ
や
か
に
で
も

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
た
い
と
願

う
学
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

一
体
と
な
り
、
観
客
へ
訴
え
か

け
る
も
の
が
あ
る
。
２
０
０
８

年
に
は
、
廣
瀬
陽
介
氏
（
03
年

卒
・
東
京
女
子
医
科
大
学
付
属

八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科

勤
務
）
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
、

八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
の
納
涼

東
京
都
中
央
区
銀
座
の
歴
史

を
辿
る
と
、
江
戸
幕
府
が
神
田

山
を
崩
し
て
埋
め
立
て
た
地
に
、

丁
銀
・
小
粒
銀
な
ど
の
銀
貨
を

鋳
造
す
る
役
所
（
銀
座
）
を
置

い
た
の
が
、
地
名
の
由
来
で
あ

る
。
正
式
な
町
名
は
、
新
両
替

町
一
〜
四
丁
目
で
、
二
丁
目
に

銀
座
が
置
か
れ
た
。
一
・
三
・

四
丁
目
は
、
銀
座
の
役
人
・
職

人
ら
の
住
居
、
鋳
造
所
に
あ
て

ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

銀
座
と
い
う
町
名
は
、
新
両

替
町
の
通
称
で
あ
る
。
当
時
、

小
判
な
ど
の
金
貨
を
鋳
造
す
る

役
所
で
あ
る
金
座
は
、
本
両
替

町
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
日
本

銀
行
本
店
（
中
央
区
日
本
橋
本

石
町
２
─
１
）
が
、
金
座
が
置

か
れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
の

東
京
遷
都
に
際
し
て
、
新
両
替

町
一
〜
四
丁
目
に
、尾
張
町（
銀

座
五
・
六
丁
目
）
竹
川
町
（
同

七
丁
目
）・
出
雲
町
（
同
八
丁

目
）
を
加
え
て
、
正
式
な
町
名

を
銀
座
と
し
た
。
こ
う
し
て
、

銀
座
八
丁
が
で
き
上
が
っ
た
。

銀
貨
鋳
造
所
と
し
て
の
銀
座

は
、
勘
定
奉
行
荻
原
重
秀
と
、

銀
座
の
年
寄
（
役
職
名
）
が
結

託
し
て
行
っ
た
悪
貨
鋳
造
が
摘

発
さ
れ
た
後
、
享
和
元
年
（
１

８
１
１
）
日
本
橋
蛎
殻
町
に
移

転
し
た
（
正
徳
の
銀
座
騒
動
）。

銀
座
が
移
転
し
た
後
の
新
両
替

町
に
は
、
染
物
所
・
菓
子
司
・

瀬
戸
物
商
・
薬
種
商
・
茶
問
屋

な
ど
の
店
が
で
き
た
が
、
大
商

人
も
お
ら
ず
、
あ
ま
り
振
る
わ

な
か
っ
た
。
銀
座
が
賑
う
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
明
治
に
入
っ

て
か
ら
で
あ
る
。

三
笠
会
館
の
近
く
に
、
交
旬

ビ
ル
と
い
う
建
物
が
あ
る
。
福

沢
諭
吉
が
提
唱
し
て
設
立
さ
れ

た
、
本
邦
初
の
実
業
家
の
社
交

ク
ラ
ブ
交
旬
社
が
入
っ
て
い
る
。

数
年
前
に
建
物
が
老
朽
化
し
た

の
と
、
設
備
が
現
在
の
消
防
法

に
抵
触
す
る
と
い
う
の
で
、
取

り
壊
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。
し

か
し
設
計
者
の
お
孫
さ
ん
ら
が
、

保
存
運
動
を
お
こ
し
て
、
外
装

を
一
部
残
し
て
改
築
さ
れ
た
。

改
築
前
の
建
物
の
一
階
に
、

サ
ン
・
ス
ー
シ
と
い
う
バ
ー
が

入
っ
て
い
た
。
銀
座
で
一
番
旧

い
バ
ー
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
、

芝
御
門
近
く
の
ボ
ル
ド
ー
（
昭

和
２
年
）
で
、
２
番
目
に
旧
い

の
が
、
作
家
の
太
宰
治
や
坂
口

安
吾
が
通
っ
た
五
丁
目
に
あ
る

ル
パ
ン
（
昭
和
３
年
）
で
あ
る
。

サ
ン
・
ス
ー
シ
は
昭
和
４
年
の

開
業
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
カ
ウ
ン
タ
ー
に
坐
っ

て
、
ド
ラ
イ
・
マ
テ
ィ
ニ
を
注

文
し
た
。
バ
ー
テ
ン
が
カ
ウ
ン

タ
ー
の
上
を
、
ソ
ッ
と
押
す
よ

う
に
グ
ラ
ス
を
出
し
て
き
た
。

見
る
と
、
マ
テ
ィ
ニ
が
グ
ラ
ス

の
縁
か
ら
盛
り
上
が
っ
て
、
こ

ぼ
れ
そ
う
で
あ
る
。「
こ
れ
、
ど

う
や
っ
て
飲
む
の
か
ね
」
と
尋

ね
る
と
、
バ
ー
テ
ン
曰
、「
口
を

持
っ
て
い
っ
て
、飲
む
ん
で
す
」。

こ
れ
は
呑
ん
平
の
飲
み
方
で
あ

る
。
最
近
は
、
扇せ

ん
す子

や
手て

ぬ

拭ぐ
い

を

使
っ
た
処
作
を
す
る
噺は

な
し
か家
が
、

少
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
が
、
盃
を
持
つ
手
を
動
か
さ

ず
に
、
盃
に
顔
を
近
付
け
る
し

ぐ
さ
を
す
る
と
、
い
か
に
も
酒

好
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

話
の
続
き
。「
こ
こ
は
、
銀
座

の
旦
那
衆
が
来
る
所
じ
ゃ
な
い

の
か
ね
」
と
聞
く
と
、
更
に
バ

ー
テ
ン
答
え
て
曰
、「
そ
の
旦
那

衆
が
、
グ
ラ
ス
の
縁
か
ら
盛
り

上
っ
て
い
な
い
と
、〝
表
面
張

力
〟
と
言
っ
て
承
知
し
な
い
ん

で
す
」
と
。

英
和
辞
書
を
ひ
く
と
、サ
ン
・

ス
ー
シsun susi

と
は
、「
気
ま

ま
に
」
と
あ
る
。
店
名
の
名
付

親
は
、
作
家
の
谷
崎
潤
一
郎
だ

と
い
う
。
ス
テ
ン
ド
・
グ
ラ
ス

を
店
の
売
り
物
に
し
て
い
た
。

交
旬
ビ
ル
の
工
事
が
始
ま
る
と
、

近
く
の
金か

ね

田た

中な
か

ビ
ル
の
２
階
に

移
っ
て
営
業
を
続
け
て
い
た
。

移
転
後
も
２
、
３
度
行
っ
た
の

だ
が
、
常
連
客
が
定
年
な
ど
で

減
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

銀
座
の
表
面
張
力

石　

出　

猛　

史
（
昭
52
）

雑
文
雑
談

祭
で
亥
鼻
祭
と
同
様
な
「Black 

Box

」
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
発

表
は
大
変
好
評
で
、
今
年
（
２

０
１
３
年
）
の
９
月
に
も
引
き

続
き
お
招
き
頂
い
た
。
今
後
も

ゐ
の
は
な
手
話
の
会
の
新
た
な

伝
統
と
し
て
続
い
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

活
動
を
通
し
て
手
話
を
学
び

つ
つ
、
学
生
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
術
や
そ
の
大
切
さ
を
も

貪
欲
に
学
び
取
っ
て
い
る
。
そ

の
姿
勢
は
将
来
、
人
を
相
手
に

医
療
を
行
う
者
達
に
と
っ
て
大

変
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も

ち
ろ
ん
手
話
の
技
術
力
を
上
げ

る
こ
と
も
と
て
も
大
切
な
課
題

だ
。
だ
が
、
ゐ
の
は
な
手
話
の

会
で
は
そ
れ
以
上
に
人
同
士
の

関
わ
り
や
交
流
を
大
切
に
し
て

い
る
。
今
後
も
更
に
活
動
を
充

実
さ
せ
、
会
の
発
展
の
た
め
に

尽
力
し
た
い
。

で
、
交
旬
ビ
ル
の
完
成
前
に
店

を
閉
め
て
し
ま
っ
た
。

時
計
塔
で
知
ら
れ
る
服
部
時

計
店
と
並
ん
で
、
銀
座
の
顔
と

い
っ
て
よ
い
の
が
、
資
生
堂
で

あ
ろ
う
。
創
業
者
の
福
原
有
信

（
１
８
４
８
─
１
９
２
４
）
は
、

大
学
東
校
（
現
東
京
大
学
医
学

部
）
で
薬
学
を
学
ん
だ
後
、
海

軍
病
院
薬
局
長
・
日
本
薬
剤
師

会
々
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
現

在
の
館
山
市
（
安
房
国
松
岡
村
）

の
出
身
で
あ
る
。

銀
座
と
直
接
の
関
係
は
な
い

が
、
大
正
15
年
（
１
９
２
７
）

本
邦
で
最
初
の
洋
裁
学
校
ド
レ

ス
メ
ー
カ
ー
学
院
（
ド
レ
メ　

現
杉
野
学
園
）
の
創
立
者
杉
野

芳
子
（
１
８
９
２
─
１
９
７
８
）

は
山
武
郡
横
芝
光
町
の
出
身
で
、

旧
県
立
千
葉
高
女
（
現
県
立
千

葉
女
子
高
校
）
の
卒
業
生
で
あ

る
。
近
代
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
千
葉
県
か
ら
発
信
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

［
循
環
病
態
医
科
学
］

　

丘
慎
清
、
宮
澤
一
雄
、

　

杉
浦
淳
史

［
公
衆
衛
生
学
］

　

西
出
朱
美

［
法
医
学
］

　

安
部
寛
子

［
臨
床
分
子
生
物
学
］

　

幸
塚
裕
也

［
放
射
線
医
学
］

　

原
田
亜
里
咲

平
成
25
年
度　

大
学
院
医
学
薬
学
府
10
月
入
学
者

［
放
射
線
治
療
学
］

　

塩
見
美
帆

［
細
胞
分
子
医
学
］

　

司
沙

［
細
胞
治
療
内
科
学
］

　

駒
井
絵
里
、
永
尾
侑
平

［
分
子
腫
瘍
生
物
学
］

　

李
知
瀚

［
医
療
行
政
学
］

　

片
山
加
奈
子
、
宮
崎
浩
一

［
神
経
科
学
］

　

楊
春
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筆
者
は
一
九
八
〇
年
、JICA

マ
ラ
リ
ア
対
策
計
画
の
使
節
団

長
と
し
て
ス
ー
ダ
ン
を
訪
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
十
年
続
い
た
交

流
は
外
交
上
の
理
由
で
打
ち
切

ら
れ
連
携
は
途
絶
え
て
お
り
ま

し
た
。
私
が
主
宰
し
て
い
た
群

馬
大
学
医
学
部
寄
生
虫
学
教
室

は
外
務
省
医
務
官
の
マ
ラ
リ
ア

研
修
機
関
と
し
て
委
嘱
を
う
け

て
い
ま
し
た
。
研
修
生
の
中
に

九
大
の
第
二
外
科
か
ら
医
務
官

の
ポ
ス
ト
に
派
遣
さ
れ
た
川
原

尚
行
博
士
が
お
り
ま
し
た
。
ア

フ
リ
カ
に
赴
任
し
て
熱
帯
医
学

に
深
い
関
心
を
持
っ
た
川
原
医

師
は
ロ
ン
ド
ン
熱
帯
医
学
研
究

所
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
も
取
得
し
ま

し
た
。
大
学
の
外
科
に
戻
る
も

可
、
熱
帯
医
学
専
門
家
も
よ
し
、

そ
の
ま
ま
外
交
官
と
し
て
留
ま

る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
前
途

を
約
束
さ
れ
た
川
原
医
師
は
突

然
、「
単
独
ス
ー
ダ
ン
の
無
医
村

で
医
療
活
動
に
身
を
投
ず
る
」

決
意
を
表
明
し
、
外
務
省
を
辞

任
し
ま
し
た
。
小
学
生
の
長
男

以
下
３
人
の
愛
児
は
九
州
に
も

ど
り
、
奥
さ
ん
が
小
学
校
の
臨

時
教
員
を
つ
と
め
て
一
家
を
支

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
八

年
前
の
こ
と
で
す
。
彼
が
一
時

帰
国
し
て
ま
た
ス
ー
ダ
ン
に
発

つ
時
、
別
れ
の
辛
さ
に
涙
す
る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

小
倉
高
校
の
ラ
グ
ビ

ー
部
Ｏ
Ｂ
有
志
は

「
放
っ
て
お
け
な
い
」

と
支
援
母
体
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス

を
立
ち
上
げ
、
そ
の

事
務
所
が
今
小
倉
に

開
設
さ
れ
て
い
ま

す
。川

原
医
師
の
活
動

は
、
巡
回
し
て
住
民

の
家
を
一
軒
ず
つ
回
る
と
こ
ろ

か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
今
も

原
則
そ
の
姿
勢
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
現
地
の
人
び
と
の
自
助
体

制
に
よ
り
地
域
医
療
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
を
め
ざ
す
川
原
医
師

は
女
子
教
育
の
た
め
の
学
校
も

作
り
、
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
も
進
め
、
若
者
に
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
根
付
か
せ
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
身
に
つ
け
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
も
広
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
活
動
資
金
は
ロ
シ
ナ
ン
テ

ス
会
員
の
会
費
、
帰
国
時
の
講

演
会
の
謝
金
、
寄
付
金
な
ど
、

す
べ
て
浄
財
に
よ
り
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。
川
原
医
師
に
対
す
る

講
演
依
頼
は
、
大
学
、
学
会
、

学
生
を
は
じ
め
会
社
の
幹
部
研

修
、
小
中
学
生
、
高
校
生
な
ど

全
国
か
ら
よ
せ
ら
れ
ま
す
。「
ス

ー
ダ
ン
に
は
何
も
な
い
、
し
か

し
日
本
が
失
っ
た
何
か
が
あ

る
。」
実
践
に
基
づ
く
ア
ピ
ー
ル

は
、
日
本
社
会
に
波
紋
を
広
げ

Ｔ
Ｖ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
の

取
材
も
頻
繁
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。伊

香
保
温
泉
で
の
「
同
窓
会

親
睦
会
」
に
際
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

総
合
テ
レ
ビ
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
・
仕
事
の
流
儀
」
に
放

映
さ
れ
た
川
原
医
師
の
現
地
の

様
子
を
皆
様
に
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
伊
藤
同
窓
会
長
も
川

原
医
師
の
行
動
に
感
銘
を
う
け
、

「
千
葉
に
お
い
て
も
講
演
を
お
願

い
し
た
い
」
旨
話
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
十
月
二
十
二
日
に
は
、

川
原
医
師
を
伴
っ
て
亥
鼻
台
を

訪
れ
、
千
葉
大
学
真
菌
医
学
研

究
セ
ン
タ
ー
の
笹
川
千
尋
セ
ン

タ
ー
長
、
亀
井
克
彦
教
授
を
表

敬
し
、
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
し
た
。
本
件
を
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
の
大
き
な
視
点
で
取
り
上

げ
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
約
束

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ

ー
訪
問
後
、
呼
吸
器
外
科
の
吉

野
一
郎
教
授
（
九
大
出
身
）
を

お
訪
ね
し
、
伊
藤
同
窓
会
長
の

お
考
え
を
お
伝
え
い
た
し
ま
し

平
成
25
年
10
月
７
日
よ
り
13

日
ま
で
、
第
38
回
ゐ
の
は
な
美

術
展
が
銀
座
ギ
ヤ
ラ
リ
ー
向
日

葵
に
て
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
記
名
上
入
場
者

１
２
０
名
と
昨
年
を
大
幅
に
上

回
り
盛
会
で
し
た
。

10
月
12
日
（
土
）
午
後
、
初

出
品
の
橋
本
英
明
先
生
（
昭
45
）

に
も
参
加
頂
き
会
場
に
て
合
評

会
を
行
い
ま
し
た
。
席
上
、
吉

川
広
和
先
生
よ
り
、
同
総
会
か

ら
写
真
の
部
も
併
設
し
た
ら
と

の
要
望
が
あ
る
旨
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
オ
ー
ナ
ー
斉
藤

誠
一
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
会
場
だ

け
で
の
併
設
は
難
し
い
と
の
お

話
で
し
た
。

第38回　ゐのはな美術展　出品作品
氏　　名 卒業年 作　　　品

1 島田　哲夫 昭41 ①九月のある日　②眠り　③新穂高

2 榎本　貴夫 昭47 ①ハロン湾─北ベトナム─
②桜─福岡堰・茨城─

3 石井　邦夫 昭26 ①裸婦　②哄笑　③静物
4 石谷　治彦 昭24 ①箱根

5 伊藤　　進 昭26 ①紙風船　②秋の花　③玉蜀黍
④新宿御苑　台湾閣

6 野口　眞利 昭40 ①バルビゾン風景　②自画像
③オンフルールの建物

7 吉川　広和 昭40 ①堂が島薄暮

8 川村　孝子 昭36
①バレリーナＡ　②バレリーナＢ　③ニュルン
ベルクにて─かつての修道院のある水辺─　④
素描

9 宮下　久夫 昭38 ①天空の里　下栗

10 橋本　英明 昭45 ①シンプルな耳飾り　②グラン・ジュテ（ロバ
ート・ハインデルの複写）　③フランス語の勉強

11 神山　英明 昭22 ①皿とスプーン
◎不出品者　　関根博・柴崎晃（順不同）

第
38
回
ゐ
の
は
な
美
術
展
開
催 

 

島
田
　
哲
雄
（
昭
41
）

 25年度収入  25年度支出
　同窓会賛助金 200,000 　会場費 420,000
　会員出品料 11名 330,000 　案内状印刷・通信用品等 43,950
　不出品        2名 10,000 　懇親会・前年度不足金 13,950

合　計 540,000 合　計 477,900

25年度会計報告
平成25年10月18日現在

　

会
員
か
ら

ス
ー
ダ
ン
の
無
医
村
で
の
医
療
活
動

ゐ
の
は
な
同
窓
会
で
も

　
　

話
を
き
い
て
み
よ
う

　
　
　
　
　

前
上
武
大
学
長　

前
群
馬
大
学
長

鈴　

木　
　

守
（
昭
39
）

た
。
吉
野
教
授
も
川
原
医
師
の

講
演
で
学
生
の
視
野
が
大
き
く

開
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
の

ご
意
向
で
し
た
。

「
ひ
と
り
は
み
ん
な
の
た
め

に
、
み
ん
な
は
ひ
と
り
の
た
め

に
」
こ
の
ラ
グ
ビ
ー
の
標
語
は

そ
の
ま
ま
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
の
理

念
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
も

一
緒
に
川
原
医
師
の
講
演
を
聞

く
催
し
が
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の

主
催
に
よ
り
千
葉
で
実
現
す
る

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

写真右から　
川村孝子、島田哲夫、石井邦夫、宮下久夫、吉川広和、橋本英明



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報（25） 会 員 か ら   第165号

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ

の
本
部
に
赴
任
し
て
７
回
目
の

冬
を
迎
え
ま
し
た
。
朝
食
の
食

卓
、
ま
た
通
勤
の
車
窓
か
ら
モ

ン
ブ
ラ
ン
を
眺
め
る
生
活
と
い

う
と
羨
ま
れ
ま
す
が
、
冬
は
レ

マ
ン
湖
に
か
か
る
霧
の
た
め
、

ま
た
年
間
の
半
分
は
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
の
結
核
高
ま
ん
延
国

へ
の
出
張
の
た
め
な
か
な
か
ス

イ
ス
の
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す

る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
い
き

ま
せ
ん
。

私
は
１
９
８
４
年
に
卒
業
後
、

肺
が
ん
研
究
施
設
呼
吸
器
内
科
、

千
葉
市
立
海
浜
病
院
、
結
核
予

防
会
千
葉
県
支
部
（
現
ち
ば
県

民
保
健
予
防
財
団
）
な
ど
で
諸

先
輩
方
に
お
世
話
に
な
り
な
が

ら
、
１
９
９
０
年
代
初
頭
の
ネ

パ
ー
ル
に
お
け
る
短
期
化
学
療

法
の
導
入
、
同
後
半
か
ら
戦
乱

に
荒
れ
果
て
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

結
核
医
療
・
対
策
の
立
て
直
し

な
ど
、
海
外
と
国
内
と
を
３
─

４
年
お
き
に
交
互
に
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
少
し
落
ち

着
い
て
ア
フ
リ
カ
の
状
況
を
見

て
み
よ
う
と
２
０
０
７
年
に
Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
公
募
に
よ
り
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
本
部
結
核
対
策
部
に
職
を
得

て
か
ら
７
年
目
と
な
り
ま
す
。

長
い
間
軽
視
さ
れ
て
き
た
開

発
途
上
国
の
結
核
医
療
・
対
策

で
す
が
、
２
０
０
０
年
以
降
国

際
的
な
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
（
患
者
さ
ん

が
薬
を
確
実
に
服

用
で
き
る
よ
う
な

包
括
的
な
結
核
対

策
・
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）

普
及
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
、
エ
イ
ズ
・

結
核
・
マ
ラ
リ
ア

対
策
の
た
め
の
世

界
基
金
の
創
設
な

ど
に
よ
り
、
状
況

は
飛
躍
的
に
改
善

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
年

間
９
０
０
万
人
近
い
患
者
が
発

生
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
要
素
を
除
い

て
も
１
０
０
万
人
ほ
ど
の
死
者

が
発
生
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
昨
今
は
多
剤

耐
性
結
核
、
超
耐
性
結
核
の
存

在
、
伝
搬
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
貧
困
・
保
健
衛
生
・
教

育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
21

世
紀
に
な
り
２
０
１
５
年
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
年
と
し
た
国
連
の
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
関
連
し
て

結
核
死
、
有
病
率
の
半
減
な
ど

の
国
際
的
な
目
標
も
定
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
開
発
途
上
国
で
病

気
の
実
態
や
疫
学
的
な
推
移
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
こ
と
に
よ
りW

HO

で

は
各
国
や
専
門
機
関
と
協
力
し

てGlobal Task Force on 
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を
２
０
０
６
年
に
創
設
し
ま
し

た
。
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
は
サ

ー
ベ
ー
ラ
ン
ス
強
化
な
ど
３
つ

の
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
私

は
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
全
国
結

核
有
病
率
調
査
実
施
促
進
の
リ

ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
。

胸
部
Ｘ
線
に
よ
る
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
や
細
菌
培
養
同
定
検
査

に
基
づ
く
診
断
な
ど
は
、
私
た

ち
に
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で

す
が
、
電
気
も
水
道
も
な
い
村

も
多
い
国
で
は
な
か
な
か
実
施

で
き
ま
せ
ん
。
調
査
チ
ー
ム
を

20
余
り
の
重
点
国
各
国
で
組
織

し
、
疫
学
的
手
法
で
全
国
に
50

か
ら
１
０
０
程
度
の
調
査
地
点

を
設
定
し
、
Ｘ
線
読
影
や
ラ
ボ

の
検
査
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
し
、
村
か
ら
首
都
の
中
央
ラ

ボ
へ
の
検
体
搬
送
シ
ス
テ
ム
を

確
立
し
て
な
ど
な
ど
、
最
初
の

数
年
は
ア
フ
リ
カ
で
は
手
取
り

足
取
り
の
暗
中
模
索
で
し
た
。

し
か
し
２
０
０
９
年
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
や
２
０
１
１
年
の
カ
ン
ボ

ジ
ア
な
ど
ア
ジ
ア
で
の
成
功
を

お
手
本
に
、
２
０
１
１
年
に
は

ア
フ
リ
カ
で
は
50
年
ぶ
り
と
な

る
全
国
調
査
が
エ
チ
オ
ピ
ア
で
、

２
０
１
２
年
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
で

完
了
す
る
な
ど
よ
う
や
く
目
に

見
え
た
成
果
が
出
て
き
ま
し
た
。

ア
フ
リ
カ
で
も
10
カ
国
程
度
の

デ
ー
タ
の
そ
ろ
う
２
０
１
４
年

中
に
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
だ

っ
た
ア
フ
リ
カ
の
結
核
の
状
況

を
は
じ
め
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

調
査
の
準
備
、
実
施
を
通
じ
た

各
国
の
若
い
医
師
・
研
究
者
た

ち
と
の
交
流
に
よ
り
彼
ら
の
力

が
伸
び
て
い
る
こ
と
を
直
接
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
喜
び

で
す
。

す
で
に
大
半
の
国
で
調
査
を

完
了
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
で

痛
切
に
感
じ
た
の
は
、
科
学
的

な
証
拠
に
基
づ
く
対
策
の
重
要

性
で
す
。
調
査
に
よ
り
従
来
推

定
の
倍
以
上
の
人
口
10
万
対
３

０
０
を
越
え
る
菌
陽
性
結
核
の

患
者
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
相

G
lobal�T

B
�Program

m
e

　
　
　
　
　

世
界
保
健
機
関
本
部　

結
核
対
策
部

小
野
崎　

郁
史
（
昭
59
）

海
外
便
り

次
い
で
お
り
、
今
世
紀
に
な
っ

て
急
速
に
高
齢
化
す
る
人
口
構

造
の
シ
フ
ト
と
あ
い
ま
っ
て
ア

ジ
ア
の
結
核
は
い
ま
だ
に
た
い

へ
ん
大
き
な
問
題
で
す
。
し
か

し
そ
の
反
面
、
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
を
採

用
し
患
者
へ
の
服
薬
支
援
を
強

化
し
た
国
で
は
多
剤
耐
性
結
核

の
出
現
が
最
小
限
に
止
ま
っ
て

い
る
な
ど
う
れ
し
い
デ
ー
タ
も

で
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
も
調
査
結
果
を
評
価

資
料
と
し
て
終
わ
ら
せ
る
だ
け

で
な
く
、
い
か
に
各
国
の
結
核

医
療
の
改
善
に
役
立
た
せ
る
か

と
い
う
処
方
箋
を
書
く
、
ま
た

政
策
指
針
を
つ
く
る
お
手
伝
い

を
す
る
と
い
う
の
が
、
国
際
機

関
の
専
門
家
と
し
て
単
な
る
技

術
援
助
を
越
え
た
役
割
で
す
。

こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た

と
い
う　

忙
し
さ
の
積
み
重
ね

で
Ｗ
Ｈ
Ｏ
本
部
勤
務
７
年
目
に

突
入
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
暮
ら

し
た
多
く
の
皆
さ

ん
が
伝
え
る
よ
う

に
、
夏
と
年
末
年

始
に
は
少
な
く
て

も
２
週
間
は
続
け

て
休
む
の
は
あ
た

り
ま
え
で
す
。
ま

た
金
曜
日
の
夕
方

か
ら
で
も
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
大
半
に
簡

単
に
飛
ん
で
週
末

の
小
旅
行
を
楽
し

め
る
、
モ
ン
ブ
ラ

ン
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
ア
イ

ガ
ー
・
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
の
展
望

台
は
日
帰
り
ド
ラ
イ
ブ
の
範
囲

と
い
う
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
地
の
利

を
活
か
し
て
生
活
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
国
連
機
関
の
職
員
は
、

先
進
国
の
公
務
員
に
劣
ら
な
い

と
い
う
待
遇
規
定
と
な
っ
て
お

り
、
日
本
よ
り
充
実
し
た
国
連

年
金
制
度
や
、
年
間
30
日
の
休

暇
の
消
費
が
促
進
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
け
っ
し

て
悪
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
は

厚
生
労
働
省
や
関
連
機
関
か
ら

の
出
向
者
が
多
い
の
も
事
実
で

す
が
、
開
発
途
上
国
で
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
知
己
を
広

め
た
こ
と
や
、各
種
の
委
員
会
・

諮
問
会
議
な
ど
に
日
本
か
ら
積

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
採
用
さ
れ
る
専
門
家

も
少
な
い
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
２
０
１
２
年
度
の
千

葉
大
学
校
友
会
の
総
会
で
の
講

演
に
お
招
き
い
た
だ
い
た
際
に

も
お
話
し
た
の
で
す
が
、
千
葉

大
学
の
〝
母
港
〟
と
し
て
の
存

在
が
、
私
が
さ
ま
ざ
ま
な
国
で

の
結
核
対
策
へ
の
関
り
を
支
え

て
く
れ
ま
し
た
。
い
ざ
と
な
れ

ば
千
葉
に
帰
っ
て
く
れ
ば
、
生

活
も
含
め
て
何
と
か
な
る
と
い

う
思
い
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
話

を
聞
い
て
く
れ
る
職
場
の
先

輩
・
後
輩
、
同
窓
・
同
門
の
先

生
方
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
大

き
な
支
え
で
し
た
。
お
世
話
に

な
っ
て
き
た
先
生
方
に
、
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
し
か
し

最
近
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
イ
ン
タ
ー

ン
や
見
学
に
来
る
日
本
の
若
い

先
生
方
か
ら
は
、
国
際
協
力
に

は
関
り
た
い
が
、
大
学
や
組
織

を
離
れ
て
根
な
し
草
に
な
っ
て

し
ま
う
の
は
不
安
だ
と
い
う
悩

み
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
亥
鼻
同

窓
会
館
が
新
装
さ
れ
ま
す
が
、

成
田
か
ら
飛
び
立
っ
て
行
く
若

者
の
精
神
的
な
支
柱
に
な
る
よ

う
な
千
葉
大
学
で
在
り
続
け
て

欲
し
い
と
お
願
い
し
て
稿
を
終

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
な
お
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

見
学
な
ど
希
望
の
方
は
、

onozakii@who.int

ま
で
メ
ー

ル
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
出
張

で
不
在
の
た
め
失
礼
す
る
事
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
で
き

る
か
ぎ
り
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。」
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公
立
千
葉
病
院
付
属

　
　

医
学
教
場
設
立
の
経
緯

石　

出　

猛　

史
（
昭
52
）

は
じ
め
に

千
葉
大
学
医
学
部
の
起
源
は
、

明
治
７
年
（
１
８
７
４
）
千
葉

町
に
創
立
さ
れ
た
共
立
病
院
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
医
学
教

育
・
医
師
養
成
機
関
と
し
て
は
、

共
立
病
院
を
発
展
・
改
称
さ
せ

た
公
立
千
葉
病
院
に
付
設
さ
れ

た
、
医
学
教
場
を
最
初
と
す
る
。

医
学
教
場
設
立
の
経
緯
に
つ

い
て
、『
千
葉
大
学
医
学
部
八
十

五
年
史
』（
昭
和
39
年
刊
）で
は
、

「
明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
県
か

ら
２
６
０
円
の
交
付
が
あ
っ
た

の
で
、
新
た
に
病
院
を
建
設
・

改
称
し
て
」「
院
内
に
修
行
年
限

３
年
の
医
学
教
場
を
付
設
し
」

と
、
簡
略
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

単
純
に
事
が
運
ば
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。

交
付
金
の
支
給
・
新
病
院
の

建
設
・
医
学
教
場
の
付
設
計
画

な
ど
は
、
す
べ
て
初
代
千
葉
県

令
（
知
事
）
柴
原
和

や
わ
ら
（
１
８

３
２
─
１
９
０
５
）
に
よ
る
、

千
葉
県
の
医
療
行
政
の
一
環
と

し
て
遂
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
千
葉
県
の
資
料
な

ど
か
ら
、
医
学
教
場
設
立
の
経

緯
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

明
治
新
政
府
の
医
療
政
策

明
治
政
府
内
で
、
強
力
に
西

洋
式
医
学
の
採
用
を
唱
え
た
の

が
、
長
州
藩
士
大
村
益
次
郎
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（『
懐

旧
九
十
年
』
石
黒
忠
悳
著
）。
医

学
教
場
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、

明
治
初
頭
に
行
わ
れ
た
医
事
行

政
に
つ
い
て
、
時
間
を
追
っ
て

概
観
す
る
。

（
明
治
６
年
６
月
15
日
）
太
政

官
よ
り
文
部
省
に
、
医
制
の
取

調
が
命
ぜ
ら
れ
る
。（
同
月
）
全

国
の
府
県
に
、
管
内
の
医
師
お

よ
び
薬
舗
の
状
況
を
調
査
さ
せ

る
。（
同
７
月
）
病
院
設
立
の
状

況
を
調
査
さ
せ
る
。（
同
12
月
27

日
）
文
部
省
よ
り
太
政
官
に
、

医
制
発
布
の
具
申
が
さ
れ
る
。

（
明
治
７
年
８
月
18
日
）
文
部
省

よ
り
東
京
府
に
、「
医
制
七
十
六

カ
条
」
を
発
布
。（
同
９
月
）
京

都
・
大
阪
の
二
府
に
、「
医
制
七

十
六
カ
条
」
を
発
布
。

『
医
制
百
年
史
』（
厚
生
省
医

務
局
編
）
に
よ
る
と
、
そ
の
内

容
は
、（
１
）
衛
生
行
政
の
目
的

及
び
機
構
（
２
）
医
学
教
育

（
３
）
病
院
（
４
）
医
師
・
産

婆
・
鍼
灸
業
（
５
）
薬
事
の
五

つ
の
分
野
に
つ
い
て
、
施
政
方

針
を
定
め
て
い
る
。

医
学
教
育
に
つ
い
て
は
、
各

大
学
区
毎
に
医
学
校
一
校
を
設

け
て
、
病
院
を
付
属
さ
せ
る
こ

と
、
医
学
校
の
入
学
資
格
・
教

科
目
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い

る
。
病
院
に
つ
い
て
、
公
私
立

病
院
の
開
設
に
は
文
部
省
の
許

可
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
院
長

は
医
術
開
業
免
状
を
所
持
す
る

者
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し

て
い
る
。
医
師
に
つ
い
て
も
、

医
業
に
従
事
す
る
た
め
に
は
、

開
業
免
状
を
所
持
し
て
い
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
施

政
方
針
で
、
即
実
行
に
移
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

（
明
治
８
年
２
月
10
日
）
医
術

開
業
試
験
の
実
施
に
つ
い
て
、

文
部
省
か
ら
三
府
に
布
達
。（
同

５
月
14
日
）「
医
制
改
正
全
五
十

五
カ
条
」
を
発
布
。
こ
の
改
正

さ
れ
た
「
医
制
」
で
は
、
医
学

教
育
に
関
す
る
事
項
が
削
除
さ

れ
て
い
る
。（
同
６
月
）
衛
生
事

務
が
文
部
省
か
ら
内
務
省
に
移

管
さ
れ
、
衛
生
行
政
と
医
育
行

政
が
分
離
さ
れ
た
。（
同
９
年
１

月
12
日
）
各
県
に
対
し
て
、
医

術
開
業
試
験
の
実
施
に
関
す
る

達
が
布
告
さ
れ
る
。（
同
３
月
３

日
）「
公
立
私
立
病
院
設
立
伺
及

願
書
式
」
を
各
府
県
に
布
達
。

公
立
病
院
の
設
立
に
つ
い
て
は
、

内
務
省
の
所
管
と
な
っ
た
。

以
上
が
、
公
立
千
葉
病
院
が

発
足
し
た
当
時
、
国
が
進
め
て

い
た
医
療
制
度
の
概
略
で
あ
る
。

医
学
教
場
の
設
立

公
立
千
葉
病
院
付
属
医
学
教

場
の
設
立
過
程
に
つ
い
て
、
紹

介
す
る
。

（
明
治
７
年
７
月
）
千
葉
町
に

病
院
を
設
立
す
る
に
あ
た
り
、

三
井
組
な
ど
に
献
金
を
要
請
。

（
同
20
日
）
共
立
病
院
規
則
を
制

定
。（
同
８
月
１
日
）
共
立
病
院

で
医
師
２
名
に
よ
り
、
診
療
を

開
始
。（
同
23
日
）
第
二
回
千
葉

県
議
事
会
（
県
議
会
）
で
、
議

員
河
野
通
樸
の
発
議
に
よ
る
、

医
学
教
場
設
立
案
が
採
択
さ
れ

た
。（同

８
年
２
月
）
柴
原
和
か
ら

文
部
省
に
、
こ
れ
ま
で
東
京
医

学
校
に
提
供
し
て
い
た
解
剖
用

の
遺
体
に
つ
い
て
、
今
後
数
体

を
共
立
病
院
に
下
付
し
て
欲
し

い
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
て
受

理
さ
れ
た
。

（
同
９
年
１
月
６
日
）
県
よ
り

内
務
卿
大
久
保
利
通
宛
に
、「
公

立
病
院
設
立
伺
書
差
出
候
儀
ニ

付
申
上
書
」
を
提
出
。（
同
20

日
）
前
記
「
伺
書
」
が
受
理
許

可
さ
れ
た
。（
同
６
月
19
日
）
内

務
省
宛
に
、「
医
学
教
場
並
医
学

講
習
所
経
費
課
出
之
儀
ニ
付
伺
」

を
提
出
。
医
学
教
場
と
医
学
講

習
所
（
従
来
か
ら
開
業
し
て
い

る
漢
方
医
を
対
象
と
し
て
、
洋

式
医
学
を
修
得
さ
せ
る
機
関
）

の
運
営
費
用
と
し
て
、
開
業
医

か
ら
賦
課
金
を
徴
収
し
た
い
と

い
う
内
容
で
あ
る
。（
同
10
月
31

日
）「
公
立
千
葉
病
院
々
則
并
医

学
教
場
規
則
及
び
講
習
所
規
則
」

を
制
定
。（
同
11
月
９
日
）「
千

葉
病
院
医
学
県
費
生
規
則
」
を

定
め
る
。（
同
15
日
）
公
立
千
葉

病
院
開
院
。

（
同
10
年
１
月
）
県
費
生
17

名
・
私
費
生
40
名
を
以
て
、
付

属
医
学
教
場
が
始
業
す
る
。（
同

４
月
11
日
）
内
務
省
に
宛
、「
育

児
資
金
拝
借
之
分
衛
生
費
へ
拝

借
之
儀
ニ
付
伺
」
を
提
出
。（
同

13
年
６
月
）
第
一
期
生
18
名
が

卒
業
。

明
治
初
頭
の
千
葉
県
の
医
療
制

度
共
立
病
院
で
診
療
が
開
始
さ

れ
た
翌
明
治
８
年
10
月
、
県
令

柴
原
和
は
『
縣
治
方
向
』
を
公

に
し
た
。
議
会
の
こ
と
、
民
費

の
こ
と
な
ど
20
項
目
に
わ
た
っ

て
、
そ
の
施
政
方
針
を
明
ら
か

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
医
療
に

つ
い
て
は
「
衛
生
の
こ
と
」
と

い
う
項
目
で
、
５
つ
の
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。

（
１
）
千
葉
県
内
に
近
代
的
医

療
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
県
内

の
医
師
を
教
育
し
、
旧
来
の
治

術
と
薬
舗
の
習
慣
を
改
め
る
。

（
２
）
経
済
力
に
乏
し
い
な
ど
の

理
由
か
ら
、
医
学
の
修
行
が
で

き
な
い
子
弟
の
教
育
を
援
助
す

る
。（
３
）
伝
染
病
に
対
す
る
、

予
防
法
・
治
療
法
を
確
立
す
る
。

（
４
）
薬
物
検
査
・
劇
薬
・
毒
薬

の
取
締
方
法
を
確
立
す
る
。（
５
）

県
民
に
摂
生
健
康
維
持
の
方
法

を
教
育
す
る
。
さ
ら
に
県
内
各

所
に
病
院
を
設
け
て
、
こ
れ
ら

５
項
目
の
普
及
に
役
立
た
せ
た

い
と
し
て
い
る
。
医
学
教
場
に

つ
い
て
は
、
既
に
設
立
に
向
け

て
着
手
さ
れ
て
い
る
の
で
、
触

れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

し
ば
し
ば
千
葉
県
と
比
較
の

対
象
と
さ
れ
る
埼
玉
県
で
は
、

千
葉
県
で
医
学
教
場
に
生
徒
を

受
け
入
れ
る
前
年
の
明
治
９
年

４
月
、
浦
和
に
設
立
さ
れ
た
埼

玉
県
医
学
校
で
講
義
を
開
始
し

た
。
同
12
年
に
は
診
療
所
も
併

設
さ
れ
、
後
に
県
立
病
院
に
拡

充
さ
れ
た
。
ま
た
熊
谷
に
も
分

院
が
設
置
さ
れ
た
。

同
11
年
12
月
医
学
校
第
一
回

生
８
名
が
、
翌
12
年
に
は
二
回

生
25
名
が
卒
業
し
た
。
し
か
し

県
費
に
対
す
る
、
医
学
校
の
運

営
費
の
負
担
が
大
き
過
ぎ
る
と

い
う
理
由
か
ら
、
同
12
年
６
月

23
日
第
一
回
埼
玉
県
会
で
、
そ

の
予
算
が
否
決
さ
れ
た
。
こ
の

た
め
同
年
８
月
18
日
医
学
校
は

閉
鎖
さ
れ
た
。
ま
た
熊
谷
の
分

院
は
同
14
年
に
、
本
院
も
同
23

年
に
廃
止
さ
れ
た
。
埼
玉
県
に

お
け
る
医
師
養
成
と
病
院
運
営

事
業
は
、
発
足
後
わ
ず
か
14
年

で
消
滅
し
た
。

埼
玉
県
が
医
療
制
度
の
構
築

に
失
敗
し
た
理
由
と
し
て
、
経

費
の
問
題
の
他
に
、
県
会
議
員

の
医
学
医
療
に
対
す
る
理
解
の

不
足
、
県
会
議
員
の
官
僚
に
対
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す
る
反
発
、
県
内
に
お
け
る
南

北
県
民
の
対
立
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

明
治
政
府
の
布
達
と
、
公
立

千
葉
病
院
付
属
医
学
教
場
設
立

の
進
捗
を
経
時
的
に
比
較
す
る

と
、
三
府
に
「
医
制
七
十
六
カ

条
」
が
布
達
さ
れ
る
以
前
、
既

に
共
立
病
院
で
診
療
を
開
始
し

て
い
る
。
病
院
の
設
立
に
あ
た

っ
て
は
、
三
井
組
（
後
の
三
井

財
閥
）、
千
葉
町
・
登
戸
村
・
寒

川
村
の
有
力
者
ら
に
献
金
さ
せ

て
い
る
。
病
院
の
開
設
・
診
療

開
始
は
、
洋
式
医
学
を
認
識
さ

せ
る
の
に
役
に
立
っ
た
で
あ
ろ

う
。東

京
府
に
「
医
制
」
が
布
達

さ
れ
た
直
後
に
は
、
県
議
会
で

医
学
校
の
設
立
が
可
決
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
経
緯

は
、県
議
会
・
県
民
と
も
病
院
・

医
学
校
の
運
営
に
、
積
極
的
に

賛
同
す
る
意
思
表
示
と
と
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

柴
原
和
は
、
病
院
・
医
学
校

の
運
営
資
金
を
捻
出
す
る
た
め

に
、
従
来
開
業
医
に
賦
課
金
を

課
し
（
明
治
９
年
１
月
19
日
文

書
）、
国
か
ら
下
付
さ
れ
た
育
事

資
金
を
、
病
院
・
医
学
教
場
の

運
営
資
金
に
流
用
す
る
こ
と
を

願
い
出
て
、
許
可
さ
れ
て
い
る

（
明
治
10
年
４
月
11
日
文
書
）。

柴
原
和
は
、
運
営
資
金
の
調
達

に
も
、
様
々
な
工
夫
を
こ
ら
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
情
を
勘
案
す
る

と
、
医
療
事
業
を
遂
行
す
る
上

で
、
柴
原
和
の
周
囲
に
対
す
る

巧
み
な
対
応
が
推
定
さ
れ
る
。

埼
玉
県
の
事
例
と
比
較
す
る
と
、

こ
れ
も
千
葉
県
で
成
功
し
た
大

き
な
要
因
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

柴
原
和
が
県
令
を
務
め
て
い

た
期
間
（
１
８
７
３
─
１
８
８

０
）、
千
葉
県
で
遂
行
さ
れ
た
医

療
に
関
す
る
事
業
は
、
県
立
病

院
と
医
学
教
場
の
設
立
・
運
営

だ
け
で
は
な
い
。

（
１
）
県
内
各
郡
に
医
学
講
習

所
を
設
け
て
、従
来
開
業
医（
漢

方
医
）
を
対
象
と
し
て
、
洋
式

医
学
を
教
育
し
、明
治
13
年（
１

８
８
０
）
ま
で
に
、
一
気
に
３

３
２
名
の
西
洋
医
を
誕
生
さ
せ

た
。
出
典
は
詳
ら
か
で
は
な
い

も
の
の
、
明
治
22
年
（
１
８
８

９
）
埼
玉
県
内
の
開
業
医
は
６

６
６
名
で
、
う
ち
５
３
０
人
が

漢
方
医
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ

る
。（２

）
千
葉
病
院
の
分
院
を
、

銚
子
・
船
橋
・
松
戸
（
後
に
銚

子
・
木
更
津
・
館
山
）
の
三
カ

所
に
設
け
た
。

（
３
）
種
痘
・
コ
レ
ラ
に
対
す

る
疾
病
対
策
が
と
ら
れ
た
。

明
治
11
年
１
月
、
柴
原
和
は

『
縣
治
実
践
録
』
を
公
表
し
て
、

自
己
の
施
政
評
価
を
行
っ
て
い

る
。「
衛
生
の
こ
と
」
で
、『
縣

治
方
向
』
に
お
い
て
示
し
た
方

針
は
、
ほ
ぼ
達
成
し
た
と
し
て

い
る
。

公
立
千
葉
病
院
と
付
属
医
学

千葉医学雑誌89巻5号　2013年10月
症　　　例
　肝外胆道閉塞を伴い頭蓋内出血で発症したAlagille症候群の１例
 松浦　玄　東本恭幸　岩井　潤　村山　圭　堀江　弘　鈴木敏洋
　合流部嵌頓結石に対する腹腔鏡下胆嚢摘出術の１例
 牧野治文　山本譲司　永井基樹　藤川幸一　佐々木健
 寺澤無我　小島成浩　大平　学　当間雄之　松原久裕
話　　　題
　医学用語語源対話　Ⅲ 杉田克生　池田黎太郎
　「第20回小学館ノンフィクション大賞」への道 松永正訓
千葉医学会奨励賞
　慢性腰痛メカニズム解明と新規治療開発に関する研究 宮城正行
海外だより
　感謝のシンシナティ留学記 野島広之
学　　　会
　第1254回千葉医学会例会・平成24年度細胞治療内科学例会
　第 1261回千葉医学会例会・平成24年度第12回千葉大学大学院医学研究院 

呼吸器病態外科学教室例会
　第1265回千葉医学会例会・第28回千葉泌尿器科同門会学術集会
研究報告書
　平成24年度猪之鼻奨学会研究補助金による研究報告書
OAP要旨
　難治性冠攣縮性狭心症にデノパミンの単独投与が有効であった1例
　─その作用の薬理学的機序─ 石出猛史
編集後記 龍岡穂積

CHIBA MEDICAL JOURNAL Open Access Paper
Case Report
A case of refractory vasospastic angina pectoris treated effectively with 
denopamine alone－Pharmacological mechanism of its action－
 Takeshi Ishide

千葉医学雑誌89巻6号　2013年12月
症　　　例
　ビスホスホネート長期服用例に発生した非定型大腿骨骨幹部骨折の検討
 野中秀規　土屋惠一　北崎　等　米田みのり　新井　玄
千葉医学会奨励賞
　分子イメージングによる変性性認知症の病態解明 島田　斉
学　　　会
　第1247回千葉医学会例会・第2回臨床研修報告会 
　第1255回千葉医学会例会・第33回歯科口腔外科例会
　第1263回千葉医学会例会・第30回千葉精神科集談会
OAP要旨
　 多変量pooled logistic回帰分析の応用による日本人男性労働者の低HDLコレ

ステロール血症発症に対する血清高感度CRP値の影響評価
 能川和浩　坂田晃一　大石充弘　田中久巳彦　諏訪園靖
　IKK2によるFcεRI誘導性脱顆粒の制御 鈴木浩太郎
編集後記 織田成人

CHIBA MEDICAL JOURNAL Open Access Paper
Original Paper
Association of high-sensitive C-reactive protein with the development of 
hypo-high density lipoprotein cholesterolemia using a pooled logistic-
regression analysis of annual health screening information from male 
Japanese workers
 Kazuhiro Nogawa, Kouichi Sakata, Mitsuhiro Oishi,
 Kumihiko Tanaka and Yasushi Suwazono 
The Chiba Medical Society Award （2013）
Critical roles of IKK2 in mast cell degranulation Kotaro Suzuki

第六回（2014年度）千葉医学会賞および奨励賞候補者の公募について
第7回　ちばBasic & Clinical Research Conference開催のお知らせ
89巻総目次・索引

教
場
、
後
身
の
県
立
甲
種
医
学

校
の
運
営
を
成
功
さ
せ
た
事
が
、

後
の
国
立
第
一
高
等
中
学
校
医

学
部
の
誘
致
の
際
に
、
有
利
に

働
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。そ

の
成
り
立
ち
を
比
較
す
る

と
、
東
京
大
学
医
学
部
を
国
策

会
社
と
し
た
な
ら
、
千
葉
大
学

医
学
部
は
地
場
産
業
と
い
え
よ

う
。
現
在
国
際
的
に
活
躍
し
て

い
る
本
邦
の
企
業
に
は
、
そ
の

発
祥
が
地
場
産
業
で
あ
っ
た
も

の
が
少
な
く
な
い
。
公
立
千
葉

病
院
付
属
医
学
教
場
の
成
立
過

程
を
振
り
返
る
と
、
指
導
者
が

抱
く
理
念
と
、
そ
れ
を
推
進
す

る
情
熱
と
、
実
行
力
が
い
か
に

必
要
か
が
判
る
。

資
料

「
千
葉
大
学
医
学
部
前
史

　

 

─
共
立
病
院
・
公
立
千
葉
病

院
時
代
」

　
　

 

石
出
猛
史　

千
葉
医
学
２

０
１
１

「
初
代
県
令
柴
原
和
の

　

医
療
事
業
に
お
け
る
業
績
」

　
　

 

石
出
猛
史　

千
葉
県
の
文

書
館
２
０
１
３

「
公
立
千
葉
病
院
医
学
教
場
」

　
　

 

石
出
猛
史　

千
葉
医
学
２

０
１
３



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報第165号   懇 談 会 （28）

内
に
２
０
０
０
人
く
ら
い
い
ま

す
が
、
開
業
さ
れ
て
い
る
会
員

も
多
い
の
で
、
待
合
室
な
ど
に

千
葉
日
報
を
配
架
す
る
こ
と
も

一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

提
案
と
し
て
は
、
会
員
の
皆
様

に
千
葉
日
報
の
購
読
を
勧
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
千
葉
県
は
大

き
な
県
で
す
が
、
そ
の
県
紙
と

い
う
こ
と
で
、
非
常
に
重
要
な

役
割
が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、

期
待
も
致
し
て
お
り
ま
す
。
同

窓
会
の
行
事
な
ど
の
記
事
、
会

員
相
互
の
連
絡
、
広
報
等
で
連

携
で
き
る
方
法
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木
：
そ
れ
で
は
、
千
葉
日
報

社
か
ら
の
要
望
等
も
含
め
ま
し

て
、
連
携
に
つ
い
て
の
お
話
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

萩
原
：
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
会

員
は
、
千
葉
大
学
医
学
部
の
卒

業
生
が
主
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
千
葉
大
の
医
学
部
は
、
千

葉
県
内
の
医
療
機
関
に
多
数
の

医
師
を
輩
出
し
県
民
の
健
康
や

保
健
の
軸
と
な
っ
て
貢
献
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ゐ
の
は

な
同
窓
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
は
、

県
内
等
で
地
域
医
療
や
高
度
医

療
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

千
葉
日
報
社
と
し
て
は
、
そ

う
し
た
先
生
方
に
主
と
し
て
千

葉
県
内
の
医
療
、
保
健
、
健
康

関
係
の
最
新
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
日
々
の
医
療
活
動
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
、
報
道
機
関
と
し
て
の
基

本
的
な
役
割
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
縁
が
あ
っ
て
、
千
葉

大
学
の
医
学
部
で
学
ば
れ
た

方
々
に
、
千
葉
を
第
二
の
ふ
る

さ
と
と
し
て
、
常
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
し
て
、
そ
う
し
た
意
識

を
喚
起
す
る
よ
う
な
情
報
を
発

信
し
て
い
く
こ
と
も
務
め
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
地
域
医
療
に
占
め

る
在
宅
医
療
の
重
要
性
、
役
割

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で

頑
張
っ
て
い
る
個
人
医
院
、
診

療
所
等
を
県
民
に
紹
介
す
る
意

義
も
あ
る
と
思
い
ま
し
て
、
ゐ

の
は
な
同
窓
会
の
協
力
で
ス
タ

ー
ト
し
た
の
が
「
頼
り
に
な
り

ま
す
街
の
お
医
者
さ
ん
」
と
い

う
企
画
で
す
。
不
定
期
で
す
が

「
医
療
新
世
紀
」
と
い
う
紙
面
の

中
の
一
部
に
入
れ
て
い
ま
す
が
、

読
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
寄

鈴
木
：
本
日
は
、
千
葉
日
報
社

代
表
取
締
役
社
長　

萩
原
博
様

を
お
招
き
し
て
、今
後
の
連
携
・

交
流
に
向
け
て
、
懇
談
会
を
企

画
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、

司
会
役
を
鈴
木
が
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ

れ
ま
で
の
千
葉
日
報
社
と
千
葉

大
学
医
学
部
ゐ
の
は
な
同
窓
会

（
以
下
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
）
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
伊
藤
会

長
よ
り
お
話
を
願
い
ま
す
。

伊
藤
：
ゐ
の
は
な
同
窓
会
で
は

年
３
回
会
報
を
発
行
し
て
お
り

ま
す
。
発
行
部
数
は
約
８
０
０

０
部
で
千
葉
県
内
向
け
に
は
約

２
０
０
０
部
で
す
。
最
近
、
こ

の
会
報
の
印
刷
を
千
葉
日
報
社

に
発
注
し
て
お
り
ま
す
。
紙
面

も
全
面
カ
ラ
ー
化
と
な
り
、
会

員
の
方
々
か
ら
は
好
評
を
得
て

お
り
ま
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
同
窓
会

報
に
加
え
て
、
Ｉ
Ｔ
を
使
い
こ

な
す
若
い
会
員
に
向
け
て
、
Ｈ

Ｐ
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
鈴
木

副
会
長
の
ご
努
力
も
あ
り
充
実

し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｈ
Ｐ
上
で
は
既
に
千
葉
日
報
社

と
同
窓
会
の
連
携
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
に
つ
い
て
は

鈴
木
先
生
に
ご
説
明
い
た
だ
き

ま
す
。

鈴
木
：
現
在
は
千
葉
日
報
社
の

Ｈ
Ｐ
と
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
病
院
紹
介
を
掲

載
し
て
い
た
だ
い
く
な
ど
連
携

を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
さ
ら
な
る
連
携
に
つ
い

て
は
、
伊
藤
会
長
よ
り
ご
提
案

な
ど
ご
ざ
い
ま
す
か
？

伊
藤
：
千
葉
日
報
社
と
連
携
で

き
る
と
こ
ろ
は
大
い
に
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
千
葉
日
報
社

の
新
聞
を
拝
見
い
た
し
ま
す
と
、

医
療
、
介
護
に
関
す
る
記
事
に

力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
こ
の
点
で
も
連
携
は

い
ろ
い
ろ
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
同
窓
会
員
は
千
葉
県

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

企
画
は
継
続
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
の
で
、
積
極
的
な
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
も
飛
躍
的
に
発
展
し
て
、
情

報
が
大
爆
発
す
る
時
代
で
す
。

そ
の
中
か
ら
、
正
し
く
適
切
な

医
療
、
健
康
情
報
を
判
り
や
す

く
県
民
に
発
信
す
る
必
要
が
高

ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
伊

藤
先
生
の
執
筆
に
よ
る
コ
ラ
ム

も
新
し
く
始
ま
り
ま
し
た
が
、

今
後
の
成
果
に
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
ゐ
の
は
な
同
窓
会

と
の
連
携
に
よ
る
記
事
な
ど
は
、

必
要
な
方
々
に
届
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
こ
で
、
千
葉
日
報

社
と
致
し
ま
し
て
は
、
ゐ
の
は

な
同
窓
会
の
ご
協
力
を
得
て
、

な
る
べ
く
多
く
の
個
人
医
院
、

診
療
所
に
千
葉
日
報
社
の
新
聞

が
配
架
さ
れ
る
こ
と
で
、
新
聞

の
使
命
が
果
た
さ
れ
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

千
葉
日
報
社
と
致
し
ま
し
て

は
、
取
材
で
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
ご
紹
介
す
る
な
ど
紙
面
で
ご

協
力
を
致
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
医
療
等
は
県
民
の
関

心
の
非
常
に
高
い
分
野
で
す
の

で
、
正
し
い
情
報
を
県
民
の
皆

様
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ゐ
の
は
な
同
窓
会

と
の
連
携
に
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

鈴
木
：
い
ろ
い
ろ
な
ご
提
案
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

伊
藤
：
私
か
ら
も
感
謝
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
ゐ
の
は
な
同
窓

会
は
千
葉
大
学
の
卒
業
生
ば
か

り
で
は
な
く
、
他
大
学
卒
業
生

の
先
生
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

萩
原
：
そ
う
で
す
か
。
い
ず
れ

に
致
し
ま
し
て
も
、
千
葉
に
縁

が
あ
っ
て
こ
ら
れ
た
先
生
方
に

も
、
千
葉
に
も
っ
と
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

伊
藤
：
千
葉
県
は
大
き
な
県
で

し
か
も
首
都
圏
に
あ
り
ま
す
が
、

逆
に
東
京
に
近
す
ぎ
る
の
で
、

皆
さ
ん
東
京
に
向
い
て
い
る
と

い
っ
た
不
利
な
点
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
点
で
の

ご
苦
労
は
あ
り
ま
す
か
。

萩
原
：「
千
葉
都
民
」
の
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
一
般
的
な
千
葉
都

民
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
仕
事
は
東

京
、
千
葉
に
は
寝
に
帰
っ
て
き

て
い
る
だ
け
で
地
元
の
出
来
事

に
関
心
が
な
い
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。
私
も
都
内
か

ら
市
川
に
転
入
し
て
き
た
の
で

当
時
は
千
葉
都
民
で
し
た
。
市

川
市
民
の
自
覚
は
あ
っ
て
も
千

葉
県
民
の
意
識
は
余
り
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
ね
。

　

千
葉
都
民
は
確
か
に
頭
の
痛

い
問
題
で
す
。
た
だ
、
こ
れ
か

ら
は
超
高
齢
化
社
会
に
突
入
す

る
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
い
、

定
年
後
は
千
葉
県
が
終
の
住
処

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
な
れ
ば
、
自
ず
と
地

　

２
０
１
３
年
７
月
25
日
付
け
で
、
千
葉
日
報
社
の
社
長
に
、
萩
原
博
様
が
ご
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
萩
原
博
様
は
、
以
前
よ
り
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
活
動
に
ご
理
解
が

あ
り
、
種
々
ご
造
詣
も
深
い
方
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ご
就
任
を
機
に
、
懇
談
の
場
を
設
け
ま
し
た
。
11
月
11
日
、
京
成
ホ
テ

ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
に
て
、
会
長
伊
藤
晴
夫
と
副
会
長
鈴
木
信
夫
が
、
千
葉
日
報
社
広
告

局
企
画
事
業
部
の
部
長
で
あ
る
加
納
仁
様
も
ご
同
席
の
上
で
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
と

千
葉
日
報
社
と
の
今
後
の
連
携
に
関
し
て
、
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

千
葉
日
報
社
　
萩
原
博 

社
長
と
語
る

─
ゐ
の
は
な
同
窓
会
と
千
葉
日
報
社
と
の
連
携
─

域
に
関
心
を
持
つ
、
或
は
持
た

ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

そ
う
し
た
方
々
の
関
心
は
ど

ん
な
こ
と
か
、
地
方
新
聞
な
ら

で
は
の
役
割
は
何
か
を
捉
え
て
、

紙
面
や
主
催
事
業
な
ど
で
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

若
い
方
々
に
は
、
新
聞
を
読

ま
な
い
無
読
層
が
大
変
な
勢
い

で
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

紙
媒
体
は
見
な
い
け
れ
ど
、
Ｈ

Ｐ
は
見
る
と
い
う
方
に
向
け
て
、

千
葉
日
報
の
Ｈ
Ｐ
「
ち
ば
と
ぴ
」

を
来
年
４
月
頃
に
は
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
充
実
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木
：
同
窓
会
員
の
先
生
方
に

も
自
費
出
版
を
さ
れ
る
方
が
お

ら
れ
ま
す
が
、
出
版
等
に
関
し

て
は
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
？

萩
原
：
自
費
出
版
に
関
し
て
は
、

い
つ
で
も
ご
協
力
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

鈴
木
：
高
齢
化
社
会
に
関
し
て

で
す
が
、
同
窓
会
員
の
中
に
は

介
護
施
設
の
経
営
を
し
て
い
る

先
生
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
情
報
提
供
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

萩
原
：
介
護
施
設
は
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
（
以
下
、
特
養
）

等
公
的
な
も
の
以
外
で
あ
れ
ば

入
居
可
能
で
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
情
報
を
見
て
申
し
込
ん
だ

と
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
と
い
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っ
た
状
況
で
は
読
者
も
困
る
と

思
い
ま
す
。
広
告
で
は
な
く
、

介
護
施
設
の
報
道
を
す
る
場
合

に
は
、
取
材
等
に
基
づ
く
明
確

な
根
拠
が
必
要
で
す
の
で
、
慎

重
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
：
特
養
は
入
り
に
く
い
と

い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
知

り
合
い
の
経
営
者
に
聞
い
た
と

こ
ろ
、
近
頃
は
特
養
の
数
も
増

え
て
い
る
の
で
、
経
営
も
大
変

だ
と
聞
き
ま
し
た
。
地
域
に
よ

る
と
は
思
い
ま
す
が
。

鈴
木
：
ゐ
の
は
な
同
窓
会
と
し

て
も
、「
頼
り
に
な
り
ま
す
街
の

お
医
者
さ
ん
」
の
紹
介
を
す
る

と
き
に
は
慎
重
に
選
択
し
て
お

り
ま
す
。
介
護
施
設
は
県
民
の

ニ
ー
ズ
も
高
い
分
野
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
ご
検
討
下
さ

い
。

萩
原
：
高
齢
化
ば
か
り
で
は
な

く
少
子
化
の
時
代
で
も
あ
り
、

新
聞
社
と
し
て
情
報
を
提
供
す

る
側
か
ら
、
病
院
の
役
割
と
し

て
病
児
保
育
の
必
要
性
も
感
じ

て
お
り
ま
す
。
子
育
て
世
代
の

ニ
ー
ズ
も
高
い
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

鈴
木
：
大
変
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
員
が
超
高
齢

化
・
少
子
化
社
会
に
ど
の
よ
う

な
役
割
を
担
い
貢
献
で
き
る
の

か
、
今
後
も
千
葉
日
報
社
と
連

携
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

夢をカタチに「自費出版のお手伝い」
写真集や画集、随筆や小説、記念誌、論文集など、ジャンルを問わずに書籍製作のお手伝い

　千葉日報社では、新聞編集のノウハウを生かした自費出版のお手伝いもしております。全国流通

の書籍として発行することも可能です。お見積りは無料、お気軽にご相談をお待ちしております。

お問い合わせ先

株式会社千葉日報社　広告局企画事業部　ゐのはな係

〒260‒0013千葉県千葉市中央区中央4‒14‒10

TEL 043－227－0066　FAX 043－224－3662

ちばとぴ　http://www.chibanippo.co.jp/
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千葉日報　平成25年6月17日号より転載──三枝一雄先生（昭32）

　同窓会会員の活躍等をインターネット上で配信する「オンライン会報」では、10月より総合目次の
追加とMACユーザー対応の動画配信を開始いたしました。そこで今回は、追加された項目と2013年
10月前半までに新しく配信されたものをいくつか紹介します。なお、配信中の「同窓会員経営の病院・
医院・診療所の紹介」では、2013年以降、千葉日報紙上での「頼りになります街のお医者さん」とも
連動させて、千葉県内の病院・医院・診療所を、掲載可能としております。動画の画面と記事の両方
でお楽しみ下さい。本紙面では、これまでの千葉日報紙上で紹介された記事の2件の例を紹介します。
オンライン会報をより身近に感じていただけるよう、今後も続々とホットな情報を配信してまいりま
す。皆様からのご提案を、心からお待ちしております。

・病院紹介 ・オンライン書庫
・同窓会員経営の病院・医院・診療所の紹介 ・話題
・生涯学習講座 ・同窓会
・求人・求職 ・クラス会・他大学等
・インタビュー ・「ほっとひといき」ちば通信（千葉日報）
・国際交流 ・キャンパス便り
・都道府県医師対策 ・協賛企業からのお知らせ

Renewal!!!　総合目次を作成しました。

Renewal!!!　 ご迷惑をおかけしておりましたが、掲載例のように
＊Mac/スマホ対応＊ と表示されているものについ
てはMacユーザーの方にもプラグイン無しで動画を
ご覧いただけるようになりました。

オンライン会報　総合目次

オンライン書庫

Windowsで動画をご覧になる場合はInternet Explorerを推奨します。
Macintoshで動画をご覧になる場合はプラグインソフト「Flip4Mac」をインストールしてください。
>>ダウンロード　　>>インストール方法
ただし「＊Mac/スマホ対応＊」があるものは、プラグイン無しでご覧になれます。

ライフセラミックスから学ぶ健康の泉
─放射線・生活習慣病編─
・「目次」を読む・「はしがき」を読む
・ライフセラミックス化学を読む
ライフセラミックス
ライフセラミックス処理飲用水ペットボトル

＊Mac/スマホ対応＊

＊Mac/スマホ対応＊

おしらせ
同窓会員が千葉県内で経営する病
院・医院・診療所については、オ
ンライン会報および千葉日報との
両メディアでの連動による紹介が
可能です。
詳細につきましては、同窓会事務
局までお問合せ下さい。
Tel：043-202-3750
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千葉日報　平成25年6月21日号より転載──山森秀夫生先生（昭47）

特別講演　千葉県の医事紛争処理システムは日本一
第89回千葉医学会学術大会における講演・2013.6.18開催

招待講演　脳神経外科医療　現在・未来

生涯学習講座

第38回医工学研究会における講演・2013.4.26開催
直腸癌に対する先進的外科治療開発
─機能を残し、やさしく治す─

千葉市民文化大学における講演・2013.6.19開催
1．腰痛（腰）の仕組み・代表的な腰痛疾患
2．腰痛の予防と治療・ロコモティブシンドローム

腰痛の予防と対策

（独）国立がん研究センター東病院
大腸外科　医長　伊藤雅昭

［2013.7.29掲載］

千葉県立保健医療大学学長
千葉大学名誉教授
山浦　晶

［2013.7.29掲載］

同窓会員経営の病院・医院・診療所の紹介
地域に根差した優しい精神医療を目指して神経難病を中心とした在宅医療

医療法人社団豊心会
中野内科クリニック
院長　中野義澄

［2013.7.29掲載］

医療法人同仁会
そが西口クリニック
顧問　佐藤壹三（写真左）
院長　古田多真美（写真右）

［2013.7.29掲載］

千葉大学大学院医学研究院
脳神経外科学
教授　佐伯直勝

［2013.7.29掲載］

高橋和久（千葉大学大学院医学研究院整形外
科学　教授）

［2013.10.1掲載］

＊Mac/スマホ対応＊

キャンパス便り
-will-11th anniversary
未来へ向けて亥鼻祭を発信しよう!!
千葉大学医・薬・看護学部大学祭
千葉大学亥鼻祭2013年度実行委員会
委員長　小野亮平

［2013.10.15掲載］

千葉大学医学部後援会
平成25年度総会
平成25年6月22日（土）午後1時〜
三浦正義（後援会会長）［2013.10.1掲載］

＊Mac/スマホ対応＊

＊Mac/スマホ対応＊
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新ゐのはな同窓会館設立事業募金状況

平成21年の千葉大学医学部創立135周年を機に始まりま
した募金につきまして、下記の方々、施設、団体等か
らご協力を頂きました。ご芳名は新会館の銘板に刻さ
せて頂きたく存じます。なお、日頃よりご厚情をお寄
せ頂いております医療機関等におかれましても、なお
一層のご支援を賜れますれば誠に幸甚に存じます。

（平成25年11月30日現在）

高
額
寄
附
者
ご
芳
名

 

（
敬
称
略
）

３
０
０
万
円
以
上
ご
寄
附

　

企
業
・
法
人
等　

財
団
法
人　

同
仁
会

２
０
０
万
円
以
上
ご
寄
附

　

企
業
・
法
人
等　

（
株
）
千
葉
京
成
ホ
テ
ル

鳥
居
薬
品
（
株
）

　

医
学
部
後
援
会　

医
学
部
後
援
会

　

同
窓
会
員　

矢
野
浩
二
朗
（
平
11
）

１
０
０
万
円
以
上
ご
寄
附

　

医
療
機
関　

旭
神
経
内
科
病
院

（
医
）
大
平
会
嶺
井
第
一
病
院

JFE

川
鉄
千
葉
病
院

千
葉
中
央
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

（
医
）
船
橋
整
形
外
科
病
院

（
医
）
志
方
記
念
三
木
ク
リ
ニッ
ク

　

企
業
・
法
人
等　

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
（
株
）

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
（
株
）

小
太
郎
漢
方
製
薬
（
株
）

第
一
三
共
（
株
）

武
田
薬
品
工
業
（
株
）

田
辺
三
菱
製
薬
（
株
）

中
外
製
薬
（
株
）

（
株
）
ツ
ム
ラ

フ
ァ
イ
ザ
ー
（
株
）

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
　

臨
床
医
学
研
究
助
成
会

　

医
学
部
後
援
会　

小
塙　
　

清

　

同
窓
会
員　

土
屋　

與
之
（
昭
24
）

羽
生
富
士
夫
（
昭
29
）

谷
嶋　

俊
雄
（
昭
34
）

谷
嶋　

つ
ね
（
昭
35
）

加
藤　

昌
義
（
昭
36
）

岩
倉　

弘
毅
（
昭
37
）

伊
藤　

晴
夫
（
昭
39
）

今
津　
　

曄
（
昭
40
）

赤
井　

壽
紀
（
昭
43
）

唐
澤　

祥
人
（
昭
43
）

辛　
　

秀
雄
（
昭
44
）

中
村　

陽
子
（
昭
44
）

大
西
久
仁
彦
（
昭
47
）

旭　
　

俊
臣
（
昭
48
）

早
乙
女　

勇
（
昭
48
）

秋
葉　

哲
生
（
昭
50
）

福
井　

博
行
（
昭
56
）

白
澤　
　

浩
（
昭
57
）

土
屋　

広
明
（
昭
57
）

角
田　

隆
文
（
昭
57
）

仲
野　

公
一
（
昭
63
）

岡
本　

和
久
（
平
２
）

土
井　

茂
治
（
平
３
）

小
山　

虎
信
（
公
衆
衛
生
学
）

寄
附
者
ご
芳
名

 

（
敬
称
略
）

　

一
般
個
人　

片
野　

鈴
枝

加
藤　

良
二

久
保
田
勘
也

稲
瀬　

道
和

進
藤　

輝
山

　

医
療
機
関　

旭
神
経
内
科
病
院

国
保
旭
中
央
病
院

（
医
）
井
上
記
念
病
院

（
医
）
大
平
会
嶺
井
第
一
病
院

（
医
）
か
す
み
ク
リ
ニ
ッ
ク

上
都
賀
総
合
病
院

JFE

川
鉄
千
葉
病
院

北
千
葉
整
形
外
科

（
医
）
木
下
産
婦
人
科
医
院

埼
玉
県
厚
生
連　

熊
谷
総
合
病
院

（
医
）
社
団
よ
つ
葉
会
介
護
老
人

　

保
健
施
設　

さ
か
き
光
陽

（
医
）
三
愛
記
念
病
院

（
医
）
三
愛
記
念
そ
が
病
院

下
都
賀
総
合
病
院

（
医
）
志
方
記
念
三
木
ク
リ
ニッ
ク

鈴
村
医
院

（
医
）
社
団
明
生
会
東
葉
ク
リ
ニッ
ク

（
医
）
耳
鼻
咽
喉
科
な
か
の
ク
リ
ニッ
ク

聖
隷
佐
倉
市
民
病
院

聖
隷
浜
松
病
院

聖
隷
横
浜
病
院

千
葉
中
央
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

（
医
）
徳
風
会
髙
根
病
院

（
医
）
船
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
医
）
船
橋
整
形
外
科
病
院

（
医
）
三
橋
病
院

（
医
）
み
は
ま
病
院

　

企
業
・
法
人
等　

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
（
株
）

赤
星
工
業
（
株
）

旭
化
成
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

あ
す
か
製
薬
（
株
）

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
（
株
）

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
（
株
）

ア
ル
フ
レ
ッ
サ
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

石
井
食
品
（
株
）

（
株
）
石
渡
商
事

岩
渕
薬
品
（
株
）

（
株
）
ウ
チ
ダ
和
漢
薬

栄
研
化
学
（
株
）

エ
ス
エ
ス
製
薬
（
株
）

（
株
）
エ
ス
ア
ー
ル
エ
ル

エ
ー
ザ
イ
（
株
）

エ
ー
ス
損
害
保
険
（
株
）

エ
ル
メ
ッ
ド
エ
ー
ザ
イ
（
株
）

大
塚
製
薬
（
株
）

（
株
）
大
塚
製
薬
工
場

小
野
薬
品
工
業
（
株
）

科
研
製
薬
（
株
）

化
研
生
薬
（
株
）

鹿
島
建
設
（
株
）

勝
又
自
動
車
（
株
）

（
株
）
北
原
防
災

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
（
株
）

キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業
（
株
）

杏
林
製
薬
（
株
）

協
和
醗
酵
工
業
（
株
）

キ
リ
ン
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン（
株
）

ク
ラ
シ
エ
製
薬
（
株
）

ク
ラ
シ
エ
薬
品
（
株
）

京
成
建
設
（
株
）
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（
株
）
ケ
ー
ヨ
ー

京
葉
工
管
（
株
）

興
和
（
株
）

小
太
郎
漢
方
製
薬
（
株
）

（
株
）
小
山
商
会　

千
葉
営
業
所

佐
藤
製
薬
（
株
）

サ
ノ
フ
ィ
・
ア
ベン
テ
ィ
ス
（
株
）

（
株
）
ザ
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

（
株
）
サ
ラ
ト

沢
井
製
薬
（
株
）

参
天
製
薬
（
株
）

（
有
）
サ
ン
・
プ
ラ
ニ
ン
グ

（
株
）
サ
ン
リ
ツ

（
株
）
三
和
化
学
研
究
所

（
株
）
志
学
書
店

シ
ェ
リ
ン
グ
・
プ
ラ
ウ
（
株
）

塩
野
義
製
薬
（
株
）

白
鳥
製
薬
（
株
）

菅
原
工
芸
硝
子
（
株
）

（
株
）
正
文
社

ゼ
リ
ア
新
薬
工
業
（
株
）

第
一
三
共
（
株
）

大
正
製
薬
（
株
）

大
日
本
住
友
製
薬
（
株
）

大
鵬
薬
品
工
業
（
株
）

タ
カ
イ
医
科
工
業
（
株
）

武
田
バ
イ
オ
開
発
セ
ン
タ
ー
（
株
）

武
田
薬
品
工
業
（
株
）

田
辺
三
菱
製
薬
（
株
）

（
株
）
千
葉
銀
行

（
株
）
千
葉
京
成
ホ
テ
ル

千
葉
中
央
会
計
事
務
所

千
葉
日
産
自
動
車
（
株
）

（
株
）
千
葉
薬
品

中
外
製
薬
（
株
）

（
株
）
銚
子
丸

塚
本
總
業
（
株
）

（
株
）
ツ
ム
ラ

帝
人
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

テ
ル
モ
（
株
）

ト
ー
ア
エ
イ
ヨ
ー
（
株
）

（
株
）
東
葛
幸
文
堂

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
（
株
）

東
和
薬
品
（
株
）

富
山
化
学
工
業
（
株
）

鳥
居
薬
品
（
株
）

財
団
法
人　

同
仁
会

（
株
）
ナ
リ
コ
ー

成
田
山
新
勝
寺

ニ
プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

日
本
イ
ー
ラ
イ
リ
リ
ー
（
株
）

日
本
化
薬
（
株
）

日
本
ケ
ミ
フ
ァ
（
株
）

日
本
新
薬
（
株
）

日
本
製
薬
（
株
）

日
本
臓
器
製
薬
（
株
）

日
本
た
ば
こ
産
業
（
株
）

日
本
ベ
ー
リ
ン
ガ
ー
イ
ン
ゲ
ルハ
イ
ム
（
株
）

ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

バ
イ
エ
ル
薬
品
（
株
）

（
株
）
パ
イ
オ
ニ
ア

萬
有
製
薬
（
株
）

フ
ァ
イ
ザ
ー
（
株
）

東
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）
千
葉
支
社

富
士
タ
ク
シ
ー
（
株
）

（
株
）
富
士
フ
ィ
ル
ム
メ
デ
ィ
カ
ル

扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）

ブ
リ
ス
ト
ル
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
（
株
）

古
谷
乳
業
（
株
）

ボ
ー
ソ
ー
油
脂
（
株
）

（
株
）
ほ
て
い
家

ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
幕
張

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
幕
張

マ
イ
ラ
ン
製
薬
（
株
）

丸
石
製
薬
（
株
）

マ
ル
ホ
（
株
）

丸
万
壽
司

三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
（
株
）

（
株
）
ミ
ノ
フ
ァ
ー
ゲ
ン
製
薬

明
治
製
菓
（
株
）

持
田
製
薬
（
株
）

（
株
）
ヤ
ク
ル
ト

ヤ
マ
サ
醤
油
（
株
）

山
崎
製
パ
ン
（
株
）

（
株
）
ヤ
ン
セ
ン
フ
ァ
ー
マ

ロ
ー
ト
製
薬
（
株
）

ワ
イ
ス
（
株
）

わ
か
も
と
製
薬
（
株
）

千
葉
大
学
医
学
部

　
附
属
病
院
臨
床
医
学
研
究
助
成
会

　

医
学
部
後
援
会　

相
原　

教
之 

相
田　

英
二

赤
倉
功
一
郎 
浅
井　

俊
治

安
達　

哲
夫 
新
井　

英
雄

荒
木　

拓
次 
有
里　

敬
代

飯
田　
　

豊 

飯
田　

義
三

飯
野　

秀
也 

井
窪　

保
彦

池
内　

英
男 

池
田　

裕
介

石
神　

博
昭 

石
田　

和
弘

石
山
礼
美
子 

和
泉
み
ど
り

伊
東　

龍
也 

井
上　

憲
二

井
福　

正
博 

岩
花
久
仁
子

海
村　

昌
和 

大
橋　
　

茂

太
田　

昌
男 

大
庭　
　

恵

緒
方　
　

一 

尾
形
新
一
郎
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和　
　

横
尾　

敦
夫

依
田　

勇
二　
　

和
田　

康
敬

昭
33

相
原　

茲
明　
　

安
里　
　

洋

石
川　

恭
子　
　

石
川　

稔
生

磯
野　

可
一　
　

柏
戸　

正
英

宇
野　

一
眞　
　

新
井　

禮
子

岡
本　

達
也　
　

小
形
岳
三
郎

小
高　
　

稔　
　
小
野
寺
美
津
雄

加
藤　

直
幸　
　

金
子　
　

勇

上
山
滋
太
郎 

小
林　

延
年

小
林
み
ち
子 

近
藤
洋
一
郎

花
岡　

建
夫 

佐
藤　

俊
一

椎
名　

益
男 

石
川
美
智
子

嶋
田　

俊
恒 

清
水　

文
七

菅
谷　

健
彦 

髙
木　

學
治

髙
野　

光
司 

武
田　

從
信

辻　
　

陽
雄 

土
井　

偉
誉

長
崎　
　

護 

新
美　

仁
男

林　
　

國
春 

森　

冨
喜
子

谷
川　

章
子 

檜
垣　

有
徳

御
子
柴
幸
男 

吉
田　

貞
利

昭
34

赤
星　

至
朗　
　

石
川　

尭
夫

植
田　

伸
夫　
　

植
村　

研
一

遠
藤　

幸
男　
　

春
日　

建
邦

倉
持　

正
昭　
　

齋
藤　
　

篤

坂
田　

早
苗　
　

塩
川　

喜
之

清
水
順
三
郎　
　

清
水　

精
子

鈴
木　

高
彦　
　

髙
木　

良
章

多
田　

富
雄　
　

津
金
澤
督
雄

関　
　

泰
男　
　

野
口　

徹
男

原　
　

久
彌　
　

原
沢
寿
三
男

藤
田　

昌
宏　
　

松
原　
　

保

矢
崎　

光
保　
　

谷
嶋　

俊
雄

矢
野　

柾
多　
　

山
本　

成
元

田
口　
　

勝　
　

横
山　

哲
夫

横
山　
　

宏　
　

吉
井　
　

功

昭
35

雨
宮　
　

浩　
　

石
川　
　

哮

市
村　

公
道　
　

大
井　

利
夫

岡
田　

光
生　
　

岡
村　

隆
夫

軽
部　

達
夫　
　

軽
部
冨
美
夫

海
保　
　

允　
　

神
田　
　

敬

北
方　

勇
輔　
　

草
刈　
　

隆

河
野　
　

宏　
　

阪　
　
　

信

榊
原　

秀
三　
　

貞
永　

嘉
久

佐
藤　

重
明　
　

佐
藤　

甫
夫

佐
藤　
　

通　
　

嶋
田　
　

裕

鈴
木　
　

茂　
　

千
野
宗
之
進

中
田　

益
允　
　

永
田　

一
郎

成
田　

静
子　
　

西
川　

侃
介

長
谷
川
鎮
雄　
　

藤
村　

眞
示

堀
田
と
し
子　
　

堀
江　
　

武

真
島　

吉
也　
　

松
山　

迪
也

三
橋　
　

稔　
　

増
田　

善
昭

村
松　
　

準　
　

谷
嶋　

つ
ね

山
崎　

英
雄　
　

横
山　

孝
一

昭
36

新
井　

一
夫　
　

石
下
峻
一
郎

岡
田　

信
道　
　

小
越　

章
平

小
野
沢
君
夫　
　

加
藤　

喜
市

加
藤　

昌
義　
　

川
村　

孝
子

川
村　

光
毅　
　

北
原　

敬
二

吉
川　

武
彦　
　

栗
原　
　

稔

栗
原　

正
明　
　

黒
田　

健
昭

吉
永　

雅
俊　
　

近
藤　

省
三

今
野　

昭
義　
　

齋
藤　

利
隆

青
木　
　

謹　
　

白
石　

博
康

鈴
木　

伸
典　
　

鈴
木　
　

光

関　
　

幸
雄　
　

瀧
澤　

英
夫

谷
合　
　

明　
　

谷
口　
　

滋

塚
原　

重
雄　
　

中
島　

伸
之

中
田　

義
隆　
　

野
尻　

雅
美

野
本　

一
夫　
　

長
谷
川
修
司

長
谷
川
幸
子　
　

福
山　

悦
男

藤
塚　

立
夫　
　

淵
上　
　

隆

前
嶋　
　

清　
　

松
本　
　

守
山　

洋
一　
　

山
崎　

修
道

横
山　

健
郎　
　

吉
井　

逸
郎

吉
野　

明
昭

昭
37

石
山　

淳
一　
　

伊
東　

治
武

伊
藤　

文
雄　
　

入
枝
幸
三
郎

安
達
恵
美
子　
　

奥
山　

隆
保

小
野　

幸
雄　
　

大
原　

啓
介

勝
田　

貞
夫 

黒
岩　

璋
光

油
井
真
知
子 

斎
藤　

全
彦

宍
倉　

正
胤 

杉
岡　

昌
明

岩
倉　

弘
毅 

瀬
川　
　

襄

田
島　
　

誠 

高
井　
　

満

高
梨　

健
治 

中
村　

嘉
孝

中
山　
　

博 

伯
野　

中
彦

原
田　

康
行 

福
士　

和
夫

藤
森　

宗
徳 

布
施　

吉
弘

堀
口　

東
司 

村
田
三
紗
子

森　
　
　

豊 

矢
野　

靖
子

柳
沢
健
一
郎 

山
口　

國
行

山
本　

駿
一 

吉
川　

正
宏

油
井　

信
春 

佐
々
木　

守

綿
引　

義
博 

渡
辺　
　

實

昭
38

浅
野　
　

尚　
　

安
達　

元
明

穴
沢　

輝
一　
　

木
下　

敏
子

大
木　
　

勲　
　

大
津　

裕
司

大
和
田
英
美　
　

加
藤　

友
衛

金
武　

禧
之　
　

北
村　
　

温

金
城　

和
夫　
　

栗
原　

伸
夫

黄
田　

江
庭　
　

畔
田　
　

浩

香
西　
　

襄　
　

佐
藤　

裕
俊

関
谷　

信
平 

薗
部　

和
子

高
野　

正
義 

玉
置　

哲
也

谷　
　

修
一 

十
河　

正
寛

楯　
　

二
郎 

寺
島　

市
郎

寺
嶋　
　

周 

鳥
羽　
　

剛

中
田　

瑛
浩 

長
山　

忠
雄

成
瀬　
　

孟 

野
本　

泰
正

林　
　

恵
美 

林　
　

直
諒

平
形　
　

征 

藤
本　

重
義

松
井　

宣
夫 

三
木　
　

亮

三
井　
　

静 

緑
川　
　

隆

嶺
井　
　

進 

宮
治　
　

誠

村
山　

憲
太 

山
岸　

亜
人
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山
口　

宗
彦 

若
新　

政
史

渡
部　

浩
二

昭
39

秋
草　

克
彦　
　

鰺
坂　

秀
明

阿
部　

一
憲　
　

田
井
千
津
子

飯
田　

義
信　
　

伊
藤　

晴
夫

上
原　
　

朗　
　

瓜
生　

東
一

遠
藤　
　

毅　
　

大
河
原
邦
夫

大
塚　

嘉
則　
　

大
森　

忠
昭

岡
野　

照
美　
　

小
野
健
次
郎

貝
田　

豊
郷　
　

角
張　

雄
二

河
井　

克
仁 

川
西　

恭
子

木
内　

政
寛 

古
謝　

景
春

小
林　

俊
憲 

小
林　
　

豊

今
野　

貞
夫 

斉
藤　

裕
康

坂
田　

晃
康 

崎
山　
　

樹

重
松　

秀
一 

清
水
完
次
朗

清
水　
　

天 

白
井　

鎮
夫

鈴
木　
　

守 

鈴
村　

博
一

高
沢　
　

博 

高
根　
　

健

千
葉　

胤
道 

塚
田　

正
男

永
山
恵
美
子 

那
須
野
光
政

根
岸　

敬
矩 

原　
　

輝
彦

平
形　

昭
代 

深
尾　
　

立

万
本　

盛
三 

三
浦　

徹
蔵

村
上　

信
乃 

本
村
八
恵
子

矢
島　

義
忠 

山
口　

正
敏

山
下　

明
美 

山
下　

武
広

山
本　
　

弘 

米
満　

道
子

昭
40

青
木　
　

至　
　

天
海　

照
夫

遠
山　

敬
介　
　

今
津　
　

曄

漆
原　

昌
人　
　

海
老
沼
光
治

大
木　

健
資　
　

大
本　

恭
平

小
澤　

弘
侑　
　

冠
木　

徹
彦

苅
谷　

英
郎　
　

小
島　

荘
明

税
所　

宏
光　
　

崎
山
比
早
子

辛　
　

京
碩　
　

関
谷　

宗
英

島　
　
　

毅　
　

妹
尾　

素
淵

曽
野　

文
豊　
　

黒
田　

紀
子

高
瀬　

靖
広　
　

高
野　

元
昭

瀧
澤　

弘
隆　
　

竹
内　

龍
雄

田
中　

則
好　
　

角
田　

興
一

栃
木
亮
太
郎　
　

長
尾　

龍
郎

西
村　

和
子　
　

野
口　

眞
利

伊
藤　

ル
ミ　
　

服
部　

芳
夫

日
景　

高
志　
　

武
者　

廣
隆

石
神　

敏
子　
　

柳
沢　

貫
一

山
浦　
　

晶　
　

山
田　

勝
巳

吉
川　

広
和　
　

渡
邉　
　

攻

昭
41

天
羽　

達
郎　
　

新
井　

茂
郎

飯
島　

幸
雄　
　

飯
島　

一
彦

大
島　

仁
士　
　

王
子　
　

明

大
塚　

明
彦　
　

落
合　

武
徳

若
新　

洋
子　
　

柏
原　

英
彦

神
谷　
　

努　
　

菊
池　

義
公

桑
木　

絅
一　
　

小
林　

英
夫

小
林　

伸
行　
　

三
枝　

俊
夫

佐
々
木
徳
秀　
　

里
村　

洋
一

塩
沢　
　

博　
　

島
田　

哲
男

白
濱　

龍
興　
　

鈴
木　
　

豊

鈴
木　
　

弓　
　

髙
橋　

淳
一

高
山　

和
夫　
　

竹
内　
　

豊

竹
島　
　

徹　
　

田
中　

文
隆

塚
本　

嘉
一　
　

飯
田　

龍
一

永
井　

公
大　
　

中
島　
　

忍

中
村　

宣
生　
　

市
川　

清
子

半
澤　
　

儁　
　

平
澤　

博
之

福
田
康
一
郎　
　

福
田　
　

淳

御
園
生
正
紀　
　

溝
口　
　

勝

安
江　

万
二　
　

鎗
田　
　

努

竜　
　

良
方　
　

渡
辺　

一
男

渡
辺　
　

寛

昭
42

関　

三
千
代　
　

石
井　

従
道

板
谷　

喬
起　
　

伊
藤　

達
雄

大
沼　

直
躬　
　

関　
　

隆
郎

片
倉　
　

透　
　

勝
俣　

剛
志

能
勢　

晴
美 

冠
木　

敦
子

倉
田　

矩
正 

更
科　

廣
實

鈴
木　

一
郎 

谷
口　
　

克

高
崎　
　

健 

高
部　

吉
庸

田
中　

弘
一 

内
藤　

準
哉

宮
坂　
　

斉 

中
島　

克
巳

中
村　

謙
介 

鍋
島　

和
夫

西
牟
田
敏
之 

忍
頂
寺
紀
彰

野
崎　

忠
信 

服
部　

孝
道

林　
　

龍
哉 

比
嘉　

英
麿

日
笠
山
一
郎 

平
賀　

一
陽

藤
澤　

武
彦 

藤
田　
　

優

宮
本　

忠
昭 

森
田
喜
崇
子

森
田　
　

清 

守
屋　

秀
繁

安
田　

耕
作 

林　
　

益
子

吉
野　

紘
正 

渡
辺　

道
典

昭
43

青
木　

靖
雄　
　

赤
井　

壽
紀

赤
尾　

建
夫　
　

足
立　

英
雄

石
井　

豊
信　
　

磯
村　

勝
美

一
瀬　

正
治　
　

伊
藤　
　

進

岩
間　

汪
美　
　

網
代　

成
子

太
田　

東
吾　
　

小
澤　
　

俊

鹿
島　
　

孝　
　

梶
尾　

高
根

加
藤　

之
康　
　

唐
澤　

祥
人

川
村　
　

功　
　

北
原　
　

宏

栗
山　

喬
之　
　

久
野　

宗
寛

國
保　

能
彦　
　

小
山　

哲
夫

神
津　

玲
子　
　

斎
藤　

弘
司

佐
藤　

英
樹　
　

佐
藤　

文
彦

佐
野　

元
昭　
　

宿
谷　

正
毅

鈴
木　

昭
一　
　

鈴
木　
　

秀

諏
訪　

敏
一　
　

高
山　

直
秀

滝
川　

弘
志　
　

田
代　

亜
彦

玉
井　

輝
章　
　

千
葉　

彌
幸

土
田　

弘
基　
　

鳥
居　

雅
江

鳥
居　

敏
明　
　

仲
尾　
　

清

中
嶋　

弘
道　
　

中
林　

正
雄

中
村　
　

宏　
　

高
岡　

邦
子

藤
塚　

光
慶　
　

藤
原　

克
己

舟
橋
満
寿
子　
　

星
野　
　

聡

堀
井
文
千
代　
　

堀
川　

義
文

松
清　
　

央　
　

盛　
　

克
己

李　
　

思
元　
　

竜　
　

崇
正

和
泉　

佳
子　
　

矢
島　

寿
夫

保
坂　

忠
成 

横
堀　

直
孝

和
田　

源
司

昭
44

浅
野　

武
秀　
　

飯
島　

信
行

飯
塚　
　

登　
　

石
川　

達
雄

石
渡
堅
一
郎　
　

内
海　

武
彦

遠
藤　

晴
久　
　

遠
藤　

政
隆

岡
崎　

壮
之　
　

奥
村　
　

康

落
合　

靖
男　
　

加
部　

恒
雄

河
崎　

純
忠　
　

高
橋　

容
子

小
藤
田
禮
章　
　

黄
田　

悦
子

窪
田　

勝
也　
　

高
地
刀
志
行

神
津　

照
雄　
　

齋
藤　

康
榮

佐
久
川
輝
章　
　

篠
原　

義
賢

辛　
　

秀
雄　
　

須
藤
壮
一
郎

東
山　

都
紀　
　

高
良　

宏
明

田
沢　

洋
一　
　

千
本　

英
世

東
山　

義
龍　
　

中
林　

清
美

中
村　

陽
子　
　

西
島　
　

浩

西
村　

則
之　
　

林
崎　

勝
武

林　
　

恒
男　
　

林　
　

雅
意

萩
巣　

敏
子　
　

星
山　

圭
鉱

細
井　

湧
一　
　

堀
江　
　

弘

間
山　

素
行　
　

矢
田　

洋
三

高
橋　

秀
禎　
　

山
岸　

厚
子

吉
井
與
志
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吉
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明
弘

吉
田　

行
夫　
　

吉
田　
　

操

渡
辺
孝
太
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渡
辺　

義
郎

和
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力

昭
45

相
田　

尚
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新
井　

裕
二

有
賀　

直
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ト
ニ
ー
ジ
ョ
セ
フ
ナ
ポ
レ
オ
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小
俣　

政
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家
里　

憲
二

一
戸　
　

彰　
　

伊
藤　

文
二

細
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公
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梅
津　

亮
二

榎
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正
満　
　

奥
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和
明

北
島　

忠
昭　
　

木
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邦
夫

黒
田　

重
史　
　

腰
塚　
　

格

堺　
　

常
雄　
　

杉
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吉
克

菅
ケ
谷
純
弘　
　

住
吉　

徹
是

高
橋　

正
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高
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長
裕

滝
沢　
　

淳　
　

千
見
寺　

勝

寺
澤　

捷
年　
　

天
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弘
尊

伴
野　

悠
士　
　

中
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義
澄

中
山　
　

章　
　

永
岡
喜
久
夫

野
田　

宏
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橋
本　

英
明

長
谷
川　

毅　
　

花
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孝
雄

林　
　
　

泰　
　

平
山　

博
久

宮
薗
千
代
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古
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隆
男

榎
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純
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宮
原　

弘
次

向
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湯
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幹
男

与
儀　
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吉
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光
宏
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義
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部
十
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六
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高
穂

昭
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千
葉　

幸
恵　
　

浅
野
さ
と
え

高
瀬　

直
子　
　

今
田
屋　

章

牛
嶋
紃
二
郎　
　

内
田　

朝
彦

大
友　

一
夫　
　

大
森
耕
一
郎

荻
原　

奉
祐　
　

加
来　

俊
貞

門
井　

隆
司　
　

礒
部　

洋
子

金
田　

庸
一　
　

神
崎　

頼
仁

木
澤　
　

功　
　

木
口　

博
之

北
野　

邦
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沓
掛　

伸
二

久
保
木
正
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結
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温

大
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昌
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小
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弘
忠

櫻
井　

幸
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杉
本　

和
夫

鈴
木　

直
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河
村　

和
子

高
瀬　
　

学　
　

高
橋　
　

誠

多
賀
谷　

茂　
　

谷
口　

瓔
子

田
畑
陽
一
郎　
　

中
村　

欽
哉

丹
羽　

有
一　
　

長
谷
川
吉
則

浜
崎　

智
仁　
　

濱
野　

賴
隆

久
田　

俊
和　
　

平
野　

和
哉

川
村
ひ
ろ
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船
津　

恵
一

文　
　

隆
雄　
　

保
坂　

瑛
一

保
阪　

善
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柳
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京
子

三
浦　

利
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矢
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幸
夫

山
室
美
砂
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吉
田　

孝
宣

与
那
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和
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若
林　

康
之
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部　

恒
夫

昭
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石
川　

詔
雄　
　

伊
藤　

文
憲

稲
葉　

憲
之　
　

宇
津
見
和
郎

榎
本　

貴
夫　
　

大
岩　

孝
司

大
野　

一
英　
　

大
西
久
仁
彦

岡　
　

信
男　
　

尾
形　
　

実

河
西
十
九
三　
　

加
藤　
　

誠

菊
池　

友
允　
　

北
沢　

栄
次

栗
原　
　

正　
　

眞
山　

和
徳

菅
野　
　

勇　
　

勝
呂　
　

徹

鈴
木　

光
二　
　

鈴
木　

信
夫

相
馬　

光
弘　
　

田
井　

東
風

若
山　

曜
子　
　

唐
司　

則
之

中
嶋　

征
男　
　

中
村　

和
郎

長
尾　

啓
一　
　

西
川　

哲
男

西
野　
　

卓　
　

野
口　

武
英

葉
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輔
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檜
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進

松
川　

正
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山
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秀
夫

吉
田　

象
二　
　

力
武　

知
之

若
山　

芳
彦　
　

脇
坂　

正
美

渡
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滋

昭
48

赤
松　
　

徹　
　

浅
野　
　

誠

旭　
　

俊
臣　
　

一
木　
　

昇

岩
田　

泰
子　
　

上
村
加
代
子

猪
股　

弘
明　
　

岩
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逸
夫

上
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正
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上
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重
明

梅
田　
　

透　
　

大
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美
南

大
槻　

俊
夫　
　

大
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敏
明

小
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富
雄　
　

小
川　
　

清

笠
貫　

順
二　
　

兼
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俊
章

金
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東　
　

木
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信
二

君
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五
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木
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秀
樹

片
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博
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髙
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博
文

河
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陽
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健
一

小
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道
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後
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澄
雄

坂
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展
將
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井　

厚
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石　
　

眞
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鈴
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晴
彦

鈴
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洋
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乙
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勇

高
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常
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安　

賢
一

竹
中　

正
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葉　

次
郎

徳
久　

剛
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内
藤　
　

威

中
村　
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永
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洋
子

灘
岡　

壽
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内
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宏
子

野
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哲
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野
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馨

羽
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文
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広
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彰
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見
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ひ
ろ
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前
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岩
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亜
莉
沙
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高
由
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昌
平

守
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政
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森
山　

紀
之

安
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憲
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路　

正
文

山
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山
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義
一

横
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淳
一　
　

横
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昭
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青
柳　
　

博　
　

青
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光
生

浅
井　
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有
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明

石
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博
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津
都
希
雄

江
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正
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入
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子

片
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金
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作
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恵
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子　
　

菊
地　

紀
夫
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木
村　
　

純　
　

小
林　

裕
夫

五
月
女
直
樹　
　

桜
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庸
悦

佐
藤　

武
幸　
　

鈴
木　

洋
一

鈴
木　

亮
二　
　

高
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善
治

武
井　
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田
中　

順
子

田
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秀
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田
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正

田
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眞　
　

田
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政
裕

田
町　

誓
一　
　

南
郷　
　

晃

土
佐　

純
一 

飛
澤　
　

彰

中
村　

文
子 

西
山　

裕
孝

西
山
眞
理
子 

野
村　

恭
子

長
谷
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純 

鳩
貝　

文
彦

渡
辺　

博
子 

三
上　

恵
只

森
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眞
一 

弓
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一
郎

渡
辺　

順
子

昭
50

秋
葉　

哲
生　
　

秋
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徹

麻
生
誠
二
郎　
　

飯
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眞
司

安
東　

昌
夫　
　

入
江　

氏
康

上
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志
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大
塚　
　

裕

大
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景
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沖
本　

光
典

上
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公
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鴨
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博

河
内　

文
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川
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英
昭

北
川　

道
隆　
　

木
村　

道
雄

小
出　

義
雄　
　

後
藤　

信
昭

斉
藤
万
比
古　
　

佐
伯　

直
勝

佐
々
木　

健　
　

佐
野
千
寿
子

篠
遠　
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篠
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正
樹

勝
呂　

慶
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元
英

高
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克
日
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土
佐　

寛
順

戸
塚　

清
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富
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久
雄

内
藤　

正
文　
　

中
尾　

照
逸

永
瀬　

譲
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小
林
け
い
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高
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道
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登
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薫

西
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徹　
　

野
積　

邦
義

野
村　

文
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本
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徹

増
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政
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増
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道
雄

松
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和
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宮
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大
成
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宮
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村
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俊
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森
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明
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文
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本
日
出
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憲　
　

横
須
賀　

收

昭
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赤
嶺　

正
裕　
　

秋
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徹

森
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典
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井
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茂
夫

岩
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秀
昭　
　

大
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芳
克

小
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純
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元
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和
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鏡
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勝

門
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周
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河
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誠
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川
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健
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黒
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道

伊
古
田
裕
子　
　

児
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行
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健
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坂
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典
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兼
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和
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順
子

松
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和
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海
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一
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村　

衡
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香
村　

玲
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北
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忠
雄　
　

木
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久
保
田
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彰
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鈴
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孝
雄
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久
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信
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和
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次
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遠
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人
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加
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義
治

川
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由
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也
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中
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忠
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俊
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大
内
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充
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軍
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雄
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林　
　

進　
　

小
林　

繁
樹
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下
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直
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明

杉
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信
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克
生
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木　

良
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祐
子

高
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正
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田
川　

雅
敏
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浩
一
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鶴
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好
孝

宮
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中
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眞
人
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北
見　
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夫
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恒
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道
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家
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有
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隆
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石
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巌

上
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健
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武
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雄
賀
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雄
一

神
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哲
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重
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和
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井
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十
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俊
男
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井　

將
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通
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和
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橋
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弘
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一
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松
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三
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立　

武
則　
　

井
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徹

伊
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伊
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隆

伊
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岩
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伸
行

上
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陽
一
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利
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笠
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加
藤　

邦
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克
彦

川
副　

泰
成　
　

髙　
　

在
完

五
島　

茂
之　
　

小
林　

史
朗

座
間　

秀
一　
　

繁
田　

美
香

清
水　

俊
行　
　

杉
山　

隆
夫

鈴
木　

裕
子　
　

平
良　

眞
人

髙
田　

博
之　
　

田
川
ま
さ
み

瀧
口　

正
樹　
　

道
永　

麻
里

武
内　

重
康　
　

土
屋　

明
弘

友
利　

秀
憲　
　

中
島　

一
彰

中
村　

広
志　
　

永
嶌　
　

薫

長
谷
川　

潔　
　

馬
場　
　

章

松
本　

俊
一　
　

福
井　

博
行

福
武　

敏
夫　
　

堀
内　
　

啓

松
村
竜
太
郎　
　

松
村
千
恵
子

三
浦　

正
義　
　

道
永　

幸
治

望
月　

眞
人　
　

森
石　

丈
二

森
永　

哲
文　
　

湯
山　

琢
夫

吉
川　

正
治 

脇
田　
　

久

昭
57

天
野　

穂
高　
　

岩
井　

直
路

ピ
ア
ス
洋
子　
　

大
嶺　
　

靖

岡
田　

淳
一　
　

小
川　
　

真

海
保　
　

隆　
　

川
島　

利
彦

木
村　

文
夫　
　

小
森　

功
夫

篠
崎　

克
己　
　

下
山　

真
彦

下
山　

直
人　
　

島
田　
　

薫

白
澤　
　

浩　
　

角
谷　

明
子

龍
野　

一
郎　
　

酒
井　

直
美

佐
野　

信
昭　
　

髙
原　

正
信

田
宮　

敬
久　
　

丹
沢　

秀
樹

土
屋　

広
明　
　

豊
泉
惣
一
郎

角
田　

隆
文　
　

中
澤　
　

功

中
村　

清
吾　
　

幡
野　

雅
彦

松
本　

玲
子　
　

丸　
　

宏
昭

丸
山　

尚
嗣　
　

古
川　

敬
芳

守
月　
　

理　
　

安
原　

一
彰

山
口　

卓
秀　
　

山
西　

友
典

山
本　

恭
平　
　

和
久　

真
一

昭
58

池
田　

政
文　
　

石
川　

信
泰

岩
立　

康
男　
　

加
藤　

雄
一

亀
山　

伸
吉　
　

岸　
　

幹
夫

今
田　
　

進　
　

近
藤　

克
則

平
井
真
紀
子　
　

品
田　

良
之

鈴
木　

俊
英　
　

高
木　

一
也

滝
口　

裕
一　
　

田
島　

和
幸

田
中　

泰
弘　
　

築
藤　

玲
子

豊
﨑　

哲
也　
　

長
門　

義
宣

西
村　

元
伸　
　

日
野　
　

剛

深
沢　
　

毅　
　

武
城　

英
明

星
岡　
　

明　
　

丸
山　
　

浩

宮
副　

一
郎　
　

森
田　

昌
男

山
崎　

正
志　
　

山
本　

修
一

横
内　

敬
二

昭
59

赤
倉
功
一
郎　
　

伊
豆　

敦
子

磯
野　

史
朗　
　

市
川　

智
彦

伊
豫　

雅
臣　
　

岸　
　

雅
子

岡
本　
　

弦　
　

奥
脇　

治
郎

小
野
崎
郁
史　
　

勝
木　

利
行

桑
原　
　

聡　
　

幸
田　

圭
史

下
山　

恵
美　
　

高
石　
　

聡

高
梨　

一
紀　
　

高
橋　
　

弦

田
中　

尚
武　
　

露
口　

利
夫

中
川　

宏
治　
　

西
島　

由
美

平
井　

伸
治　
　

藤
本　
　

肇

星
野　

育
男　
　

松
原　

久
裕

光
永
伸
一
郎　
　

村
井　

尚
之

持
田　
　

晃　
　

守
矢　

秀
幸

山
内　

直
人　
　

吉
田　

正
美

渡
邉　

和
義

昭
60

阿
部　

恭
久　
　

安
蒜　
　

聡

有
田　

洋
右　
　

五
十
嵐
裕
章

石
島　

秀
紀　
　

井
上　

雅
子

岡
田　

朝
志　
　

佐
藤　

典
子

菊
野　
　

薫　
　

北
川　

憲
一

北
崎　
　

等　
　

木
元　

正
史

窪
田　

徳
幸　
　

興
村　

義
孝

古
口　

徳
雄　
　

坂
井　

誠
一

佐
野
三
千
広　
　

鈴
木　

昌
彦

竹
田　

秀
一　
　

田
邉　

信
宏

長　
　

晃
平　
　

土
屋　

英
明

豊
沢　
　

忠　
　

豊
根　

知
明

堂
垂　

伸
治　
　

中　
　

信
一

鍋
谷　

圭
宏　
　

並
木　

隆
雄

林　
　

秀
樹　
　

宮
澤　

幸
正

森
嶋　

友
一　
　

師
尾　
　

郁

保
元　

明
彦　
　

吉
野　
　

薫

昭
61

安
達　

智
江　
　

有
田　

誠
司

石
井　
　

浩　
　

石
井　

光
子

石
田　
　

厚　
　

伊
藤　

宏
文

今
牧　

瑞
浦　
　

小
田　

健
司

香
川
晃
太
郎　
　

片
橋　

立
秋

加
藤　

直
也　
　

金
田　

庸
一

菊
地　

浩
之　
　

木
村　

直
弘

木
元　

博
史　
　

櫻
本　
　

薫

佐
藤　

晴
彦　
　

沢
田　

貴
志

新
藤　
　

寛　
　

須
藤　

知
子

芹
澤　
　

徹　
　

園
田　

昌
毅

高
谷　

美
成　
　

寺
内　

隆
司

中
澤　
　

亨　
　

長
門　

文
子

西
村　

美
樹　
　

西
脇　

哲
二

萩
原　

雅
司　
　

林　
　

偉
明

古
谷　

雄
三　
　

松
永　
　

保

三
浦　

信
之　
　

村
上　

康
二

村
松　

俊
範　
　

結
城　

崇
夫

渡
辺　

啓
治

昭
62

青
江　

知
彦　
　

青
柳　

正
彦

秋
元　

英
里　
　

飯
嶋　

義
浩

押
田　

正
規　
　

大
賀　
　

優

坂
本　

明
美　
　

江
畑　

龍
樹

大
曽
根
義
輝　
　
朝
比
奈
真
由
美

加
藤　

大
介　
　

熊
谷　

匡
也

小
山　

秀
彦　
　

呉　
　

青
洋
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今
野　
　

慎　
　

三
枝　

敬
史

坂
本　

直
哉　
　

佐
々
木　

一

佐
々
木
結
花　
　

佐
藤　

直
秀

志
賀　

英
敏　
　

新
見　

將
泰

菅
谷　

啓
之　
　

鈴
木　

正
人

関
川　

敏
彦　
　

武
田　

恒
弘

田
島　

康
夫　
　

中
馬　
　

敦

富
澤　
　

稔　
　

中
村　

道
夫

二
宮
栄
一
郎　
　

野
首　

光
弘

佐
藤
さ
ゆ
り　
　

福
田　

浩
之

松
江　

弘
之　
　

松
永　

正
訓

安
原　

晃
一 

山
内　

雅
人

山
口　

浩
史 

遊
座　
　

潤

昭
63

青
木　

俊
郎　
　

安
達　

佳
宏

粟
飯
原
直
人　
　

猪
狩　

英
俊

石
井　

秀
始　
　

石
川　

輝
彦

井
上　

寿
久　
　

内
田　

佳
孝

宇
野　
　

隆 

江
澤　

英
史

柿
沼　

由
彦 

笠
原　

靖
紀

金
井　

文
彦 

金
山　

竜
沢

蟹
澤　
　

泉 

黒
須　

克
志

小
林　

欣
夫 

小
松　

尚
也

佐
藤　

正
俊 

獅
子
原
正
樹

白
井
よ
ん
え 

杉
浦　

敏
之

中
世
古
知
昭 

徳
山　

竜
彦

仲
野　

公
一 

中
村
伸
一
郎

深
澤　

元
晴 

藤
原　
　

剛

松
井　

芳
文 

松
下　

一
之

丸　
　

泰
司 

三
木　

隆
司

満
山　

大
吉 

村
岡　

秀
樹

茂
木　

健
司 

吉
留　

博
之

横
手
幸
太
郎 

渡
辺　

絵
里

渡
部　

良
夫

平
元

植
田　
　

健　
　

大
森　

繁
成

菊
池　

周
一　
　

北
村　

伸
哉

金　
　

民
世　
　

佐
粧　

孝
久

真
田　

昌
彦　
　

杉
戸　

一
寿

鈴
木　
　

実　
　

須
関　
　

馨

須
藤　

真
児　
　

関
根　

郁
夫

高
瀬　
　

完　
　

田
垣
内
祐
吾

知
久　
　

毅　
　

手
塚
健
太
郎

中
島　

文
毅　
　

花
澤　

豊
行

濱
野
ナ
ナ
子　
　

原
木　

真
名

平
栗　

雅
樹　
　

船
橋　

伸
禎

皆
川　

真
規　
　

南
野　
　

徹

宮
内　

英
聡　
　

八
木
さ
や
か

八
木　

毅
典

平
２

安
西　

尚
彦　
　

安
藤　

策
郎

石
川　

文
彦　
　

石
和
田
稔
彦

老
沼　

和
弘　
　

太
田　
　

真

大
渕　
　

徹　
　

小
風　
　

暁

岡
田　

吉
弘　
　

岡
本　

和
久

勝
見　
　

明　
　

嘉
藤　

貴
子

神
川　

康
也　
　

川
名　

秀
忠

神
戸　

敏
行　
　

木
下　

知
明

五
月
女　

隆　
　

佐
藤　

悟
郎

佐
藤　
　

宏　
　

清
水　

栄
司

鈴
木　

淳
也　
　

鈴
木　

啓
悦

鈴
木　

洋
人 

鈴
木　

敏
幸

田
内　

利
幸 

髙
栁　

建
志

田
中　

保
彦 

塚
本　
　

真

中
川　

晃
一　
　

野
澤　

聡
志

浜
田　

洋
通　
　

林　
　

裕
家

藤
井　

克
則　
　

丸
山　

紀
史

湯
浅　

譲
治　
　

吉
村
光
太
郎

平
３

早
川　
　

睦　
　

天
野　
　

晋

市
川　

千
秋　
　

今
井　

直
樹

石
塚　

伸
子　
　

草
塩　

公
彦

倉
持　

宏
明　
　

小
島　

広
成

小
島　

博
之　
　

小
林　

弘
一

斎
藤　

雅
彦　
　

鹿
間　
　

毅

下
枝　

宣
史　
　

清
水　

公
一

白
鳥　
　

享　
　

諏
訪
部
信
一

竹
内　

孝
治　
　

福
山　

郁
修

中
島　

光
一　
　

中
山　

貴
裕

二
村　

静
子　
　

畠
山　

健
次

宍
倉
め
ぐ
み　
　

土
井　

茂
治

松
野　

公
紀 

松
本　

伸
行

三
浦　

文
彦 

三
池　
　

聡

平
４

阿
部　

雄
造 

石
井　
　

徹

磯
部　

公
一 

井
上　
　

淳

池
田　

雄
次 

梅
澤　

正
美

遠
藤　

恒
宏 

奥
山　

恭
子

加
藤　

里
絵 

川
平　
　

洋

小
泉　

健
一 

小
宮　
　

顕

阪
井　
　

守 

櫻
井　

健
一

貞
広　

智
仁 

高
瀬　

一
嘉

樋
口　

佳
則 

獅
子
原
薫
子

町
田
南
海
男 

三
橋　
　

修

三
橋　
　

繁 

谷
嶋　

隆
之

矢
花　

孝
文 
奥
村　

恵
子

山
本　

正
二 
吉
田　

克
彦

平
５

天
野　

景
治　
　

今
井　

雅
子

太
田　
　

詔　
　

岸　
　

宏
久

坂
尾
誠
一
郎　
　

鈴
木　

陽
一

杉
本　

克
己　
　

関
谷　

武
司

奥　
　

佳
代 

徳
永　
　

進

中
村　
　

晃 

花
岡　

英
紀

原　

佳
奈
子 

深
町　

唯
博

福
田　

和
司 

藤
本　

善
英

増
田　

真
一 

本
橋
新
一
郎

山
口　

淳
一

平
６

秋
池　

太
郎　
　

鵜
飼　

伸
一

碓
井　

宏
和　
　

大
鳥　

精
司

唐
木　

千
穂　
　

小
高　

謙
一

笠
川　

隆
玄　
　

門
野
源
一
郎

黄　
　

舜
範　
　

香
西
由
美
子

河
野　

世
章　
　

齋
藤　
　

武

櫻
田　

秀
樹　
　

諏
訪
園　

靖

宗　
　

永
元　
　

髙
森　

尉
之

大
門　

雅
夫　
　

外
浦　
　

功

松
尾　

幸
治　
　

丸
田　

哲
郎

水
鳥
川
俊
夫　
　

吉
田　
　

元

平
７

新
井　

誠
人　
　

伊
藤　
　

彰

金
子　

透
子　
　

神
作　

憲
司

木
原　

真
紀　
　

陣
内　

彦
良

竹
内　
　

男　
　

武
田　

真
一

当
間　

雄
之　
　

野
村　

知
弘

服
部
功
太
郎　
　

松
井
由
紀
子

橋
本　

光
宏　
　

東　
　

守
洋

細
井　

郁
芳　
　

前
田　

仁
士

松
本　

桂
子　
　

溝
渕　

輝
明

溝
渕　

敬
子　
　

宮
内　

秀
行

村
田　

勝
宏　
　

山
口　

和
也

横
張　

賢
司

平
８

浅
井　

利
大　
　

阿
部　
　

敦

天
野　

佳
子　
　

天
野　
　

豊

井
上　
　

博 

今
村　

隆
明

岡
田　

尚
子 

岡
本　

英
輝

押
田　

恵
子 

小
倉　

孝
一

小
椋　

健
司 

川
名
有
紀
子

三
階　

貴
史 

甲
賀
か
を
り

玉
井　

恒
憲 
千
葉　

哲
博

豊
田　

玲
子 
豊
田　

智
彦

菱
木
は
る
か 
平
澤　

雄
一

平
野　
　

剛 

平
野　

好
絵

森　

由
美
子 

和
田　

曉
彦

平
９

伊
豫　

田
稔 

河
村　

治
清

富
田　

美
佳 

腰
塚　

周
平

志
田　
　

崇 

日
暮
真
由
美

杉
下　

圭
治 

鈴
木　

修
一

多
田　

弘
子 

田
中　

政
道

田
宮　

亜
堂 

多
田　

素
久

岩
田　

雅
子 

外
岡　
　

亨

照
井
エ
レ
ナ 

沼
田　
　

理

日
暮　

浩
実 

星
山　
　

琇

河
野
千
代
子 

安
井　

山
広

吉
田　

一
也 

渡
邉　

栄
三

平
10

窪
田　

伸
矢 

愛
波　

淳
子

窪
田
真
理
子 

照
井　

慶
太

三
浦　

陽
子 

平
野　

成
樹

藤
井　

朋
子 

溝
口　

雅
子

大
森　

佳
子 

伊
藤　

彰
一

平
11

上
原　

七
生 

森　
　

有
紀

井
上
祐
三
朗 

岩
田　

剛
和

上
野　

直
之 

上
原
淳
太
郎

岡
本　

明
子 

木
下　
　

香

清
田　
　

昇 

清
水　

秀
文

新
保　

正
貴 

末
永　

忠
広

所　

知
加
子 

西
村　
　

基

松
浦　
　

玄 

三
澤　

園
子

三
村　

尚
也 

宮
本　
　

牧

矢
野
浩
二
朗 

吉
住　

博
明

平
12

長
谷
川
宏
美 

幸
部　

吉
郎

椎
名　

明
大 

立
石　

順
久

寺
山　

修
史 

栃
木　

直
文

野
口　

美
香 

Visser 

藤
尾
純
子

森
谷　

純
治

平
13

岩
澤　

真
理　
　

太
和
田
彩
子

門
平　

忠
之　
　

櫻
井　

隆
之

中
村　

順
一　
　

大
門　

道
子

李　
　
　

泓

平
14

石
橋　

啓
如 
上
野　

高
尚

見
目　

智
紀 
嶋　

謙
一
郎

清
水　
　

怜 
田
中　

純
子

半
田　
　

聡 

吉
井　
　

淳

平
15

上
原　

孝
紀　
　

上
原　

雅
恵

嘉
納　

寛
人 

篠
崎　

勇
介

鈴
木
英
一
郎 

高
橋　
　

宏

髙
柳　

俊
作 

土
居　

厚
夫

新
津　

富
央 

野
口
佐
綾
香

花
岡　

大
資 

宮
城　

正
行

柳
澤　

如
樹 

山
地　

沙
知

平
16

有
川　

俊
輔　
　

内
野　

康
志

榎
原　

雅
代 

岡
山　
　

大

片
桐　
　

明 

杉
山　

雅
彦

松
木　

悟
志 

山
本　

憲
子

平
17

薄
井　

正
俊　
　

櫻
井　

由
子

仙
波　

宏
章　
　

高
瀬　

正
幸

野
村
征
太
郎　
　

野
村　

陽
子

渡
辺　

美
佳

平
18

秋
山　
　

類　
　

加
藤　

真
優

金
井　

慎
一　
　

木
村　

敦
史

齊
藤　

景
子　
　

髙
市　

麻
貴

高
本
真
己
子　
　

田
所　

重
紀

永
井　

勝
也　
　

野
村　

亮
太

増
田　
　

渉　
　

渡
邉　

大
智

平
19

関
澤　
　

京 

佐
藤　

明
男

砂
原　

暁
子 

林　
　

伸
宇

武
藤　
　

剛 

山
川　

貴
菜

吉
村　

健
佑

平
20

有
川　

理
紗　
　

片
桐　

諒
子

武
内　

祥
子　
　

松
岡　
　

歩

平
21

森
本　

侑
樹　
　

吉
原
晋
太
郎

吉
村　

晶
子

平
22

竹
本　

直
輝　
　

乗
本　

将
輝

平
23

下
山　

恭
平

平
25

海
村　

朋
孝 

小
関
久
美
子

永
井　
　

道 

吉
井　

聡
美

環
境
影
響
生
化
学

喜
多　

和
子　
　

菅
谷　
　

茂

橘　
　

正
道

環
境
労
働
衛
生
学

井
上　

雄
元 

宇
野　
　

司

木
内　

夏
生 

北
原　
　

漠

能
川　

浩
二

環
境
生
命
医
学

熱
海
佐
保
子　
　

井
上　

勝
博

門
田　

朋
子　
　

森　
　

千
里

公
衆
衛
生
学

荻
野　
　

彰　
　

小
山　

虎
信

関
根　

憲
治　
　

竹
腰　

昌
明

羽
田　
　

明　
　

水
野　

武
昭

安
戸　

一
皓

法
医
学

佐
藤　

彌
生　
　

茂
谷　

久
子

麻
酔
学

伊
賀
恵
美
子　
　

高
地　

光
世

河
野　
　

治

呼
吸
器
内
科
学

清
水　
　

栄　
　

宮
崎　

瑞
明

橋
爪　

一
光

診
断
病
理
学

田
那
村　

宏　
　

中
谷　

行
雄

神
経
生
物
学

小
平　
　

昌

代
謝
生
理
学

桑
木　

共
之

眼
科
学

石
渡　

東
海　
　

大
原　

む
つ

柿
栖　

米
次　
　

水
野
谷　

智
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高
綱　

陽
子　
　

山
中
三
千
代

渡
部　

美
博

脳
神
経
外
科
学

石
川　
　

徹　
　

永
野　
　

修

遺
伝
子
生
化
学

芦
野　

洋
美　
　

岩
瀬　

克
郎

腫
瘍
病
理
学

石
井
源
一
郎　
　

北
川　

元
生

張
ヶ
谷
健
一　
　

古
木　
　

新

三
方　

一
澤

泌
尿
器
科
学

石
引　

雄
二　
　

大
隅　

信
幸

梶
本　

伸
一　
　

茂
田　

安
弘

鈴
木　

文
雄　
　

冨
岡　
　

進

角
谷　

秀
典　
　

真
鍋　
　

溥

病
原
分
子
制
御
学

野
田　

公
俊

薬
理
学

井
上　
　

優　
　

門
田　
　

健

中
谷　

晴
昭

感
染
生
体
防
御
学

野
呂
瀬
一
美　
　

青
才　

文
江

守　
　

正
英

分
子
生
体
制
御
学

木
村　

定
雄

細
胞
治
療
内
科
学

池
上　

智
康　
　

風
戸　
　

豊

小
林　

淳
二　
　

齋
藤　
　

康

清
水　

公
子

臓
器
制
御
外
科
学

小
林　

賢
二　
　

鈴
木　

啓
之

皮
膚
科
学

黒
田　
　

啓　
　

伊
藤　

文
子

佐
藤　

千
鶴　
　

松
本　

英
夫

分
子
病
態
解
析
学

米
満　
　

博

形
態
形
成
学

年
森　

清
隆　
　

豊
田
二
美
枝

外
山　

芳
郎　
　

森
山　

行
雄

発
生
生
物
学

齋
藤
哲
一
郎

動
物
病
態
学

伊
勢
川
直
久　
　

伊
藤　

勇
夫

生
殖
機
能
病
態
学

小
野
寺　

勉　
　

葛
田　

憲
道

小
林　

章
弘　
　

生
水
真
紀
夫

芳
野　

春
生

遺
伝
子
制
御
学

齊
藤　
　

隆　
　

中
島　

裕
史

宮
武
昌
一
郎

分
化
制
御
学

内
田　

昭
夫　
　

近
藤　

正
大

免
疫
発
生
学

中
山　

俊
憲

小
児
病
態
学

阿
部　

博
紀　
　

花
城
恵
美
子

太
田　

節
雄　
　

忍
足
美
代
子

金
澤　

正
樹 

川
上　

武
子

上
林　

直
子 

多
田　

裕
司

露
崎　

俊
明 

渡
辺　
　

福

整
形
外
科
学

小
野
﨑　

晃　
　

篠
原　

寛
休

鈴
木　

弘
祐　
　

武
内　

重
樹

田
波　

秀
文　
　

土
屋　

惠
一

渡
邉
英
一
郎

耳
鼻
咽
喉
科
学

岡
本　

美
孝　
　

鎌
田
慶
市
郎

亀
谷　

秀
夫　
　

小
関　

洋
男

橘　
　

昌
孝　
　

寺
田　

修
久

山
越　

隆
行　
　

三
橋　

麗
子

腫
瘍
内
科
学

足
立　

公
代　
　

内
山　

幸
信

宇
野
沢
隆
夫　
　

奥
田　

桂
子

越
後
貫
道
子　
　

川
島
柳
太
郎

久
原　

厚
生　
　

小
林
千
鶴
子

佐
久
間　

淳　
　

及
川　
　

貞

須
田　
　

恵　
　

多
田　

式
江

寺
田　

洋
臣　
　

馬
場　

勇
次

日
暮　
　

恊　
　

矢
沢　

孝
文

米
満　
　

裕　
　

伊
藤　

俊
夫

精
神
医
学

日
下　

忠
文

放
射
線
医
学

荒
居　

龍
雄　
　

伊
東　

久
夫

遠
山　

富
也　
　

中
村　
　

修

呼
吸
器
病
態
外
科
学

恒
元　
　

博　
　

吉
野　

一
郎

細
胞
分
子
医
学

岩
間　

厚
志　
　

太
田　

要
生

循
環
病
態
医
科
学

新ゐのはな同窓会館設立事業会募金状況報告書
平成25年10月31日現在

寄付者
千葉大学基金 ゐのはな同窓会寄付金 合　計

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

企業等 152 51,909,000 16 3,440,000 168 55,349,000

教職員
（元職員も含む） 209 25,294,000 121 4,190,861 330 29,484,861

同窓会会員 1801 128,599,000 1086 43,236,217 2887 171,835,217

後援会会員 94 5,483,000 54 3,775,000 148 9,258,000

合　計 2256 211,285,000 1277 54,642,078 3533 265,927,078

笠
原　

裕
司

43
ク
ラ
ス
会

4248

ゐ
の
は
な
同
窓
会

七
葉
会
（
専
25
）

五
窓
会
（
専
23
）

八
千
会
代
表
大
沢
弘
和
（
専
26
）

葉
々
会

昭
和
61
年
卒
同
窓
会

矢
作
会
代
表
永
野
俊
雄
（
昭
30
）

西
千
葉
医
師
の
会

北
田
光
一
教
授
退
官
記
念
事
業
会

千
葉
大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科
学
教
室

も
ぐ
ら
会

ゐ
の
は
な
37
会

千
葉
大
学
医
学
部
平
成
４
年
の
会

昭
和
53
年
卒
同
期
会

江
原　

和
枝　
　

小
室　

一
成

杉
林　

昭
男　
　

元
山　

妙
子

宮
内　

郁
枝　
　

諸
岡　

信
裕

臨
床
分
子
生
物
学

石
山　

信
之　
　

鵜
澤　

一
弘

内
山　

清
春　
　

大
木　

保
秀

小
河
原
克
訓　
　

小
野　

可
苗

木
村　

孝
雪　
　

工
藤　

逸
郎

大
川　

和
子　
　

坂
本　

洋
右

佐
藤　

匡
司　
　

椎
葉　

正
史

嶋
田　
　

健　
　

髙
橋
美
惠
子

翠
川　

鎮
生 

森
川　

裕
一

盛
永　

智
子 

横
江　

秀
隆

先
端
応
用
外
科
学

伊
賀　
　

浩　
　

海
宝　

雄
人

久
保
田　

亨　
　

佐
久
間
洋
一

篠
原　

靖
志　
　

神
宮　

和
彦

原
田　
　

昇　
　

牧
野　

治
文

元
山　

逸
功

生
命
情
報
科
学

田
村　
　

裕

心
臓
血
管
外
科
学

松
宮　

護
郎

手
術
部

飯
寄　

奈
保

総
合
診
療
部

生
坂　

政
臣

薬
剤
部

大
森　
　

栄　
　

北
田　

光
一

先
端
和
漢

141004 ／千葉大学（医学）

平成27年版名簿発行のお知らせ
このたび、平成27年版同窓会名簿を発行する運びとなりました。
同窓生の皆様には、名簿掲載内容の確認はがきや名簿購入の案内状を発送して作業を
進めてまいりますので、ご協力のほどお願い申し上げます。

●名簿発行日：平成26年10月下旬
●体　　　裁：変型Ａ4判 （約520頁）
●名 簿 価 格：3,000円

このたびの名簿作成は、正式な同窓会事業として株式会社サラト
（兵庫県姫路市）に委託しております。   

株式会社サラトのホームページ http://www.salat.co.jp

名簿作成委託先
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新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
の
建

設
事
業
は
、
２
０
１
３
年
１
月

か
ら
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
、
現

在
、
鉄
骨
の
支
柱
が
組
み
上
が

り
、
そ
の
概
容
を
周
囲
か
ら
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
（
写
真
）。
工
事
の
進

行
も
予
定
出
来
高
に
急
ピ
ッ
チ

で
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
し
て
お

り
、
12
月
末
に
は
竣
工
予
定
と

新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
設
立
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

建
物
・
設
備
等
整
備
委
員
会
委
員
長

田　

邊　

政　

裕

な
っ
て
お
り
ま
す
。
９
月
末
の

段
階
で
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
建

設
資
金
が
２
億
１
千
万
円
に
達

し
ま
し
た
。
ご
寄
附
い
た
だ
い

た
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会

館
の
完
成
へ
向
け
て
あ
と
一
歩

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
け
れ
ば
誠
に
幸
甚
で
す
。

一
三
五
周
年
記
念
事
業
「
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
」

完
成
記
念
式
典
開
催
の
お
知
ら
せ

日　

時　

平
成
二
十
六
年
二
月
九
日（
日
）午
後
一
時
三
十
分

場　

所　

新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
一
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
千
葉
大
学
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
附
属
図
書
館
前
）

記
念
式
典

記
念
講
演
会

　
　

松 

木　

 

明 

知 

名
誉
教
授 

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
麻
酔
科
学

　
　

演
題　

箴
言
「
獅
膽
鷹
目
行
以
女
手
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
へ
の
伝
播
と
そ
の
漢
訳
者

記
念
パ
ー
テ
ィ

　

 

ご
出
席
頂
け
る
場
合
は
、
ご
一
報
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
甚

で
す

 

（
連
絡
先
：
千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
事
務
局
）

①

②
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全
国
の
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
日
々
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
26
年
と
な
り
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
と
も
に
、

第
１
６
５
号
同
窓
会
報
を
お
送
り
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会

と
し
て
特
筆
す
べ
き
大
き
な
話
題
は
、
新
し
い
同
窓
会
館
の
完
成
で
あ
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
号
に
お
き
ま
し
て
も

複
数
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
同
期
会
や
同
門
会
な
ど
で
お

使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
が
進
ん
で
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
実
際
に
お

使
い
い
た
だ
き
、
ご
感
想
や
前
向
き
な
ご
意
見
を
同
窓
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら

せ
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

私
は
現
在
、
東
邦
大
学
医
学
部
病
院
病
理
学
講
座
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

私
立
大
学
で
あ
り
同
窓
会
の
あ
り
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
立
大
学
法
人
と
は

根
本
的
に
異
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
い
わ
ゆ
る
「
母
校
愛
」
に
関
し
て
は
千
葉

大
学
と
の
温
度
差
を
感
じ
ま
す
。
大
学
医
学
部
に
籍
を
置
く
者
は
「
教
育
・
研

究
・
診
療
」
の
三
本
柱
に
つ
い
て
ま
ん
べ
ん
な
く
活
動
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
人
間
一
人
で
出
来
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
お
り
、
同
窓
同
門
の
同
志
と

と
も
に
活
動
性
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
会
員
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
心
の
ど
こ
か
に
ゐ
の
は
な
で
学

ん
だ
記
憶
を
残
し
て
お
い
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

四
月
か
ら
徳
久
剛
史
先
生
が
千
葉
大
学
の
学
長
に
就
任
さ
れ
る
と
の
ニ
ュ
ー

ス
が
入
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
会
員
と
し
て
祝
意
を
示
す
と

と
も
に
、
母
校
の
た
め
に
学
外
の
人
間
と
し
て
何
が
出
来
る
の
か
考
え
て
行
動

し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
が
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
先
生
方
や
ご
家
族
に
と
っ
て
よ
い
一
年
に
な
り

ま
す
よ
う
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。 

栃
木　

直
文
（
平
12
）

編　

集　

後　

記

第
十
九
回
（
二
〇
一
四
年
度
）
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の
受
賞
候
補
者
を
左
記
に
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
受
賞
対
象
者

　

①
社
会
貢
献
賞　

 

本
会
員
で
、
医
療
活
動
の
顕
著
な
業
績
に
よ
り
、
社
会
に
高
い
貢
献
を
し
た
個
人

ま
た
は
グ
ル
ー
プ
。

　

②
功
労
賞　
　
　

 
医
学
お
よ
び
広
く
文
化
の
各
領
域
に
お
い
て
、
千
葉
大
学
お
よ
び
千
葉
大
学
ゐ
の

は
な
同
窓
会
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
者
。

二
、
表
彰

　

①
社
会
貢
献
賞　
（
三
件
以
内
）　 

盾
お
よ
び
賞
金
（
総
額
三
十
万
円
以
内
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

②
功
労
賞　
　
　
（
一
件
以
内
）　 
盾
お
よ
び
賞
金
十
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

三
、
応
募
方
法

　
　

 

所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
二
〇
一
四
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に

申
請
し
て
下
さ
い
。

四
、
受
賞
者
の
決
定

　
　

 

選
考
委
員
、
常
任
理
事
会
の
議
を
経
て
、
会
長
が
行
い
ま
す
。

　
　

 

審
査
結
果
は
二
〇
一
四
年
五
月
中
頃
ま
で
に
各
申
請
者
に
通
知
す
る
と
共
に
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会

報
に
掲
載
し
ま
す
。

五
、
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
請
用
紙
請
求
先

　
　

千
葉
大
学
医
学
部
内
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
事
務
室

　
　

 

申
請
用
紙
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
受
賞
候
補
者
募
集
要
項

勝
山
寮（
委
員
）Ｏ
Ｂ
の
皆
様

　

現
在
、
医
学
部
に
建
設
中
の
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
に
お
い
て
、

勝
山
寮
委
員
名
簿
の
出
版
を
記
念
し
て
旧
勝
山
寮
委
員
の
Ｏ
Ｂ
会
を

左
記
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
平
成
26

年
１
月
17
日（
金
）ま
で
に
千
葉
大
学
医
学
部
ゐ
の
は
な
同
窓
会
ま
で

参
加
す
る
旨
を
ご
連
絡
下
さ
い（
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
イ
ル
い
ず

れ
で
も
結
構
で
す
）。

代
表
世
話
人
： 

青
木
謹（
昭
36
）、
田
邊
政
裕（
昭
49
）、五
十
嵐
辰
男

（
昭
52
）、
廣
島
健
三（
昭
54
）、
龍
野
一
郎（
昭
57
）

連
絡
先
：
千
葉
大
学
医
学
部
ゐ
の
は
な
同
窓
会

　
　
　
　

〒
２６０
─８６７０　

 

千
葉
市
中
央
区
亥
鼻
１
─
８
─
１

千
葉
大
学
医
学
部
内

　
　
　
　

電　

話　

０
４
３
─
２
０
２
─
３
７
５
０

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
３
─
２
０
２
─
３
７
５
３

　
　
　
　
ｅ
メ
イ
ル　

igaku-doso@
chiba-u.jp

日　

時
：
平
成
26
年
３
月
16
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分（
受
付
開
始　

午
後
１
時
か
ら
）

場　

所
：
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

会　

費
：
１
万
円

時　

間
：
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
00
分

佐
藤　

学
而（
日
本
大
歯
専
・
昭
20
）

黒
野　

由
治（
慈
恵
医
大
・
昭
21
）

千
田
喜
久
雄（
昭
22
）

江
畑　

敏
子（
帝
国
女
子
医
専
・
昭
22
）

吉
田　
　

作（
昭
23
）

松
岡　

淳
夫（
専
23
）

鈴
木　

東
洋（
専
23
）

方
波
見
重
兵
衛（
専
24
）

古
屋　

義
人（
専
24
）

藤
岡　

玄
治（
専
24
）

石
坂　
　

修（
専
25
）

竹
内　

秀
夫（
昭
25
）

有
吉　
　

徹（
岩
手
大
・
昭
27
）

お

く

や

み

大
久
保
春
男（
昭
28
）

清
水　

惟
義（
昭
28
）

片
山　
　

喬（
昭
30
）

小
林　

健
次（
昭
30
）

岩
瀬　

亀
夫（
昭
32
）

佐
藤　
　

通（
昭
35
）

小
越　

章
平（
昭
36
）

伊
藤　

俊
夫（
金
沢
大
・
昭
36
）

中
山　
　

博（
昭
37
）

安
倍
已
紀
男（
昭
54
）

長
谷
川
真
也（
香
川
医
大
・
平
３
）

植
山　

太
郎（
平
12
）

編
集
委
員　

写
真
左
か
ら

前
列
： 

堀
部
和
夫（
昭
32
）、
青
木
謹（
昭
36
）、

三
木
隆
司（
昭
63
）、
伊
藤
晴
夫
会
長（
昭

39
）、
鈴
木
信
夫（
昭
47
）

後
列
： 

杉
田
克
生（
昭
54
）、
白
澤
浩（
昭
57
）、

廣
島
健
三（
昭
54
）、
織
田
成
人（
昭
53
）

吉
野
一
郎（
九
州
大
・
昭
62
）


